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⚘－12．学研災付帯賠償責任保険の加入について

⚑．次の各項の一つに該当する者は⽛学研災付帯賠償責任保険⽜に加入する必要があります。
⚑）教職課程受講生（Bコース；210 円）
① 介護体験実習，教育実習の履修者
② インターンシップ，学生ボランティアの参加者

⚒）図書館課程受講生（Aコース；340 円）
・図書館実習の履修者

⚓）社会教育主事課程受講生（Aコース；340 円）
・社会教育実習Ⅰ・Ⅱ，社会教育演習の履修者

⚔）学芸員課程受講生（Aコース；340 円）
・博物館実習Ⅰ～Ⅱの履修者

注）Aコース（340 円）に加入した場合，Bコース（210 円）に別途加入する必要はありません。

記入例（教職課程受講生の場合）

⚒．科目等履修生および大学院生の⽛学生教育研究災害傷害保険⽜加入について
⽛学研災付帯賠償責任保険⽜はその名のとおり，⽛学研災（学生教育研究災害傷害保険）⽜の付帯保険です。
学部学生は在学と同時に⽛学研災⽜に加入しますが，科目等履修生および大学院生は加入していません。
従って⽛学研災⽜の加入手続を同時に行う必要があります。（保険料：⚑部所属生～1,000 円・⚒部所属生
～450 円）
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⚑．2020 年度 ⚑部 教職課程科目・担当者一覧表（2019 年⚔月以降入学生用）

群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

A 26001 ①教職入門 五十嵐素子 ⚒

B

26011 ①教育学概論 荻原 克男 ⚒
26012 ①学校と教育の歴史 近藤健一郎 ⚒
26021 ①教育心理学Ⅰ 浅村 亮彦 ⚒
26022 ②教育心理学Ⅱ 浅村 亮彦 ⚒
26023 ②学校教育心理学 後藤 聡 ⚒
26031 ①教育社会学 五十嵐素子 ⚒
26033 ②教育行政学 荻原 克男 ⚒

C

26041 ①商業科教育法Ⅰ 髙橋 秀幸 ⚒
26042 ②商業科教育法Ⅱ 髙橋 秀幸 ⚒
26043 ①社会科教育法Ⅰ 中川 彰 ⚒
26044 ②社会科教育法Ⅱ 中川 彰 ⚒
－ 社会科教育法Ⅲ － ⚒
－ 社会科教育法Ⅳ － ⚒
26045 ①地理歴史科教育法Ⅰ 米田 裕 ⚒
26046 ②地理歴史科教育法Ⅱ 米田 裕 ⚒
26047 ①公民科教育法Ⅰ 後藤 哲 ⚒
26048 ②公民科教育法Ⅱ 後藤 哲 ⚒
26049 ①国語科教育法Ⅰ 上野 直幸 ⚒
26050 ②国語科教育法Ⅱ 上野 直幸 ⚒
－ 国語科教育法Ⅲ － ⚒
－ 国語科教育法Ⅳ － ⚒
26051 ①英語科教育法Ⅰ 板東 眞一 ⚒
26052 ②英語科教育法Ⅱ 板東 眞一 ⚒
－ 英語科教育法Ⅲ － ⚒
－ 英語科教育法Ⅳ － ⚒
26053 ①数学科教育法Ⅰ 小形 秀雄 ⚒ 山鼻
26054 ②数学科教育法Ⅱ 小形 秀雄 ⚒ 山鼻
－ 数学科教育法Ⅲ － ⚒ 山鼻
－ 数学科教育法Ⅳ － ⚒ 山鼻
－ 工業科教育法Ⅰ － ⚒ 2020 年度閉講
－ 工業科教育法Ⅱ － ⚒ 2020 年度閉講
26057 ①情報科教育法Ⅰ 吉本 満 ⚒ 山鼻
26058 ②情報科教育法Ⅱ 吉本 満 ⚒ 山鼻
26059 ①情報科教育法Ⅰ 吉本 満 ⚒
26060 ②情報科教育法Ⅱ 吉本 満 ⚒
26061 ①理科教育法Ⅰ 春日 秀夫 ⚒ 山鼻
26062 ②理科教育法Ⅱ 春日 秀夫 ⚒ 山鼻
－ 理科教育法Ⅲ － ⚒ 山鼻
－ 理科教育法Ⅳ － ⚒ 山鼻

D

26071 ①道徳教育指導論 鈴木 康裕 ⚒
26072 ②教育課程論 五十嵐素子 ⚒
26073 ①特別活動の指導 山下 薫 ⚒
26074 ①教育方法論 後藤 聡 ⚒
26076 ①前 特別支援教育概論 石塚 誠之 ⚑
26077 ②後 総合的な学習の時間の指導 日下部憲一 ⚑

E
26082 ②生徒・進路指導論 山下 薫 ⚒
26091 ①教育相談 川俣 智路 ⚒
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群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

F

－ 教育実習実践指導Ⅰ(地理) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅱ(地理) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅰ(日本史) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅱ(日本史) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅰ(政治経済) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅱ(政治経済) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅰ(商業・情報) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅱ(商業・情報) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅰ(国語) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅱ(国語) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅰ(英語) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅱ(英語) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅰ(数学) － ⚑ 山鼻
－ 教育実習実践指導Ⅱ(数学) － ⚑ 山鼻
－ 教育実習実践指導Ⅰ(理科) － ⚑ 山鼻
－ 教育実習実践指導Ⅱ(理科) － ⚑ 山鼻
－ 教育実習実践指導Ⅰ（工業・情報) － ⚑ 山鼻
－ 教育実習実践指導Ⅱ（工業・情報) － ⚑ 山鼻
－ 中学校教育実習 － ⚒ 集中
－ 中・高校教育実習（事前事後指導含む) － ⚓ 集中

G

－ 教職実践演習(中・高) － ⚒
－ 教職実践演習(中・高) － ⚒
－ 教職実践演習(中・高) － ⚒
－ 教職実践演習(中・高) － ⚒
－ 教職実践演習(中・高) － ⚒
－ 教職実践演習(中・高) － ⚒
－ 教職実践演習(中・高) － ⚒ 山鼻
－ 教職実践演習(中・高) － ⚒ 山鼻

H

01191 ②生涯学習論 木下 卓弥 ⚒
－ 教職総合演習 － ⚒
－ 教職総合演習 － ⚒
－ 教職総合演習 － ⚒
－ 教職総合演習 － ⚒
－ 教職総合演習 － ⚒
－ 教職総合演習 － ⚒
－ 教職総合演習 － ⚒ 山鼻
－ 教職総合演習 － ⚒ 山鼻
－ 介護体験実習 － ⚑ 集中

I

26504 ①人文地理学 菊地 達夫 ⚒
26505 ①自然地理学 菊地 達夫 ⚒
－ 職業指導(商業) － ⚒ 2020 年度閉講
26512 ①職業指導(工業) 伊藤 茂樹 ⚒
26522 ②情報と職業 伊藤 茂樹 ⚒

─248─



⚒．2020 年度 ⚒部 教職課程科目・担当者一覧表（2019 年⚔月以降入学生用）

群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

A 27001 ①教職入門 五十嵐素子 ⚒

B

27011 ①教育学概論 荻原 克男 ⚒
27012 ①学校と教育の歴史 近藤健一郎 ⚒
27021 ①教育心理学Ⅰ 浅村 亮彦 ⚒
27022 ②教育心理学Ⅱ 浅村 亮彦 ⚒
27023 ②学校教育心理学 後藤 聡 ⚒
27031 ①教育社会学 五十嵐素子 ⚒
27033 ②教育行政学 荻原 克男 ⚒

C

－ 商業科教育法Ⅰ － ⚒ 2020 年度閉講
－ 商業科教育法Ⅱ － ⚒ 2020 年度閉講
27043 ①社会科教育法Ⅰ 中川 彰 ⚒
27044 ②社会科教育法Ⅱ 中川 彰 ⚒
－ 社会科教育法Ⅲ － ⚒
－ 社会科教育法Ⅳ － ⚒
27045 ①地理歴史科教育法Ⅰ 米田 裕 ⚒
27046 ②地理歴史科教育法Ⅱ 米田 裕 ⚒
27047 ①公民科教育法Ⅰ 後藤 哲 ⚒
27048 ②公民科教育法Ⅱ 後藤 哲 ⚒
27049 ①国語科教育法Ⅰ 上野 直幸 ⚒
27050 ②国語科教育法Ⅱ 上野 直幸 ⚒
－ 国語科教育法Ⅲ － ⚒
－ 国語科教育法Ⅳ － ⚒
27051 ①英語科教育法Ⅰ 板東 眞一 ⚒
27052 ②英語科教育法Ⅱ 板東 眞一 ⚒
－ 英語科教育法Ⅲ － ⚒
－ 英語科教育法Ⅳ － ⚒
－ 情報科教育法Ⅰ － ⚒ 2020 年度閉講
－ 情報科教育法Ⅱ － ⚒ 2020 年度閉講

D

27071 ①道徳教育指導論 鈴木 康裕 ⚒
27072 ②教育課程論 五十嵐素子 ⚒
27073 ①特別活動の指導 山下 薫 ⚒
27074 ①教育方法論 後藤 聡 ⚒
27076 ①前 特別支援教育概論 石塚 誠之 ⚑
27077 ②後 総合的な学習の時間の指導 日下部憲一 ⚑

E 27082 ②生徒・進路指導論 山下 薫 ⚒
27091 ①教育相談 川俣 智路 ⚒

F

－ 教育実習実践指導Ⅰ(地理) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅱ(地理) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅰ(日本史) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅱ(日本史) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅰ(政治経済) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅱ(政治経済) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅰ(商業・情報) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅱ(商業・情報) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅰ(国語) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅱ(国語) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅰ(英語) － ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅱ(英語) － ⚑
－ 中学校教育実習 － ⚒ 集中
－ 中・高校教育実習（事前事後指導含む) － ⚓ 集中

─249─



群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

G

－ 教職実践演習(中・高) － ⚒
－ 教職実践演習(中・高) － ⚒
－ 教職実践演習(中・高) － ⚒
－ 教職実践演習(中・高) － ⚒

H

02151 ②生涯学習論 木下 卓弥 ⚒
－ 教職総合演習 － ⚒
－ 教職総合演習 － ⚒
－ 教職総合演習 － ⚒
－ 教職総合演習 － ⚒
－ 介護体験実習 － ⚑ 集中

I

27504 ①人文地理学 菊地 達夫 ⚒
27505 ②自然地理学 菊地 達夫 ⚒
27511 ①職業指導(商業) 吉本 満 ⚒
－ 情報と職業 － ⚒ 2020 年度閉講
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⚑．2020 年度 ⚑部 教職課程科目・担当者一覧表（2012～2018 年⚔月入学生に適用）

群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

A 26001 ①教職入門 五十嵐素子 ⚒

B

26011 ①教育学概論 荻原 克男 ⚒
26012 ①学校と教育の歴史 近藤健一郎 ⚒
26021 ①教育心理学Ⅰ 浅村 亮彦 ⚒
26022 ②教育心理学Ⅱ 浅村 亮彦 ⚒
26023 ②学校教育心理学 後藤 聡 ⚒
26031 ①教育社会学 五十嵐素子 ⚒
26033 ②教育行政学 荻原 克男 ⚒

C

26041 ①商業科教育法Ⅰ 髙橋 秀幸 ⚒
26042 ②商業科教育法Ⅱ 髙橋 秀幸 ⚒
26043 ①社会科教育法Ⅰ 中川 彰 ⚒
26044 ②社会科教育法Ⅱ 中川 彰 ⚒
26045 ①地理歴史科教育法Ⅰ 米田 裕 ⚒
26046 ②地理歴史科教育法Ⅱ 米田 裕 ⚒
26047 ①公民科教育法Ⅰ 後藤 哲 ⚒
26048 ②公民科教育法Ⅱ 後藤 哲 ⚒
26049 ①国語科教育法Ⅰ 上野 直幸 ⚒
26050 ②国語科教育法Ⅱ 上野 直幸 ⚒
26051 ①英語科教育法Ⅰ 板東 眞一 ⚒
26052 ②英語科教育法Ⅱ 板東 眞一 ⚒
26053 ①数学科教育法Ⅰ 小形 秀雄 ⚒ 山鼻
26054 ②数学科教育法Ⅱ 小形 秀雄 ⚒ 山鼻
－ 工業科教育法Ⅰ － ⚒ 山鼻 2020 年度閉講
－ 工業科教育法Ⅱ － ⚒ 山鼻 2020 年度閉講
26057 ①情報科教育法Ⅰ 吉本 満 ⚒ 山鼻
26058 ②情報科教育法Ⅱ 吉本 満 ⚒ 山鼻
26059 ①情報科教育法Ⅰ 吉本 満 ⚒
26060 ②情報科教育法Ⅱ 吉本 満 ⚒
26061 ①理科教育法Ⅰ 春日 秀夫 ⚒ 山鼻
26062 ②理科教育法Ⅱ 春日 秀夫 ⚒ 山鼻

D
26071 ①道徳教育指導論 鈴木 康裕 ⚒
26072 ②教育課程論 五十嵐素子 ⚒
26073 ①特別活動の指導 山下 薫 ⚒
26074 ①教育方法論 後藤 聡 ⚒

E 26081 ②生徒指導 山下 薫 ⚒
26091 ①教育相談 川俣 智路 ⚒

F

26201 ①教育実習実践指導Ⅰ(地理) 菊地 達夫 ⚑
26202 ②教育実習実践指導Ⅱ(地理) 菊地 達夫 ⚑
26203 ①教育実習実践指導Ⅰ(日本史) 米田 裕 ⚑
26204 ②教育実習実践指導Ⅱ(日本史) 米田 裕 ⚑
26207 ①教育実習実践指導Ⅰ(政治経済) 後藤 哲 ⚑
26208 ②教育実習実践指導Ⅱ(政治経済) 後藤 哲 ⚑
－ 教育実習実践指導Ⅰ(商業・情報) － ⚑ 2020 年度閉講
－ 教育実習実践指導Ⅱ(商業・情報) － ⚑ 2020 年度閉講
26211 ①教育実習実践指導Ⅰ(国語) 上野 直幸 ⚑
26212 ②教育実習実践指導Ⅱ(国語) 荒木美智雄 ⚑
26213 ①教育実習実践指導Ⅰ(英語) 田中 洋也 ⚑
26214 ②教育実習実践指導Ⅱ(英語) 板東 眞一 ⚑
26215 ①教育実習実践指導Ⅰ(数学) 小形 秀雄 ⚑ 山鼻
26216 ②教育実習実践指導Ⅱ(数学) 小形 秀雄 ⚑ 山鼻
26217 ①教育実習実践指導Ⅰ(理科) 小形 秀雄 ⚑ 山鼻
26218 ②教育実習実践指導Ⅱ(理科) 小形 秀雄 ⚑ 山鼻
26219 ①教育実習実践指導Ⅰ(工業・情報) 伊藤 茂樹 ⚑ 山鼻
26220 ②教育実習実践指導Ⅱ(工業・情報) 伊藤 茂樹 ⚑ 山鼻
26251 中学校教育実習 複数の教員 ⚒ 集中
26252 中・高校教育実習 複数の教員 ⚒ 集中
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群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

G

26301 ②教職実践演習(中・高) 荻原 克男 ⚒
26302 ②教職実践演習(中・高) 後藤 聡 ⚒
26303 ②教職実践演習(中・高) 浅村 亮彦 ⚒
－ 教職実践演習(中・高) － ⚒
26305 ②教職実践演習(中・高) 板東 眞一 ⚒
26306 ②教職実践演習(中・高) 後藤 哲 ⚒
26307 ②教職実践演習(中・高) 上野 直幸 ⚒
26308 ②教職実践演習(中・高) 小形 秀雄 ⚒ 山鼻
－ 教職実践演習(中・高) － ⚒

H

01191 ②生涯学習論 木下 卓弥 ⚒
26411 ①教職総合演習 荻原 克男 ⚒
26412 ①教職総合演習 後藤 聡 ⚒
26413 ①教職総合演習 浅村 亮彦 ⚒
－ 教職総合演習 － ⚒
26415 ①教職総合演習 板東 眞一 ⚒
26416 ①教職総合演習 後藤 哲 ⚒
26417 ①教職総合演習 上野 直幸 ⚒
26418 ①教職総合演習 小形 秀雄 ⚒ 山鼻
－ 教職総合演習 － ⚒
26451 介護体験実習 複数の教員 ⚑ 集中

I

26504 ①人文地理学 菊地 達夫 ⚒
26505 ①自然地理学 菊地 達夫 ⚒
－ 職業指導(商業) － ⚒ 2020 年度閉講
26512 ①職業指導(工業) 伊藤 茂樹 ⚒
26522 ②情報と職業 伊藤 茂樹 ⚒
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⚒．2020 年度 ⚒部 教職課程科目・担当者一覧表（2012～2018 年⚔月入学生に適用）

群 履修コード 授 業 科 目 名 担 当 者
開講学年(単位数)

備 考
⚑ ⚒ ⚓ ⚔

A 27001 ①教職入門 五十嵐素子 ⚒

B

27011 ①教育学概論 荻原 克男 ⚒
27012 ①学校と教育の歴史 近藤健一郎 ⚒
27021 ①教育心理学Ⅰ 浅村 亮彦 ⚒
27022 ②教育心理学Ⅱ 浅村 亮彦 ⚒
27023 ②学校教育心理学 後藤 聡 ⚒
27031 ①教育社会学 五十嵐素子 ⚒
27033 ②教育行政学 荻原 克男 ⚒

C

－ 商業科教育法Ⅰ － ⚒ 2020 年度閉講
－ 商業科教育法Ⅱ － ⚒ 2020 年度閉講
27043 ①社会科教育法Ⅰ 中川 彰 ⚒
27044 ②社会科教育法Ⅱ 中川 彰 ⚒
27045 ①地理歴史科教育法Ⅰ 米田 裕 ⚒
27046 ②地理歴史科教育法Ⅱ 米田 裕 ⚒
27047 ①公民科教育法Ⅰ 後藤 哲 ⚒
27048 ②公民科教育法Ⅱ 後藤 哲 ⚒
27049 ①国語科教育法Ⅰ 上野 直幸 ⚒
27050 ②国語科教育法Ⅱ 上野 直幸 ⚒
27051 ①英語科教育法Ⅰ 板東 眞一 ⚒
27052 ②英語科教育法Ⅱ 板東 眞一 ⚒
－ 情報科教育法Ⅰ － ⚒ 2020 年度閉講
－ 情報科教育法Ⅱ － ⚒ 2020 年度閉講

D
27071 ①道徳教育指導論 鈴木 康裕 ⚒
27072 ②教育課程論 五十嵐素子 ⚒
27073 ①特別活動の指導 山下 薫 ⚒
27074 ①教育方法論 後藤 聡 ⚒

E 27081 ②生徒指導 山下 薫 ⚒
27091 ①教育相談 川俣 智路 ⚒

F

27201 ①教育実習実践指導Ⅰ(地理) 菊地 達夫 ⚑
27202 ②教育実習実践指導Ⅱ(地理) 菊地 達夫 ⚑
27203 ①教育実習実践指導Ⅰ(日本史) 米田 裕 ⚑
27204 ②教育実習実践指導Ⅱ(日本史) 米田 裕 ⚑
27207 ①教育実習実践指導Ⅰ(政治経済) 荘司 信一 ⚑
27208 ②教育実習実践指導Ⅱ(政治経済) 荘司 信一 ⚑
27209 ①教育実習実践指導Ⅰ(商業・情報) 髙橋 秀幸 ⚑
27210 ②教育実習実践指導Ⅱ(商業・情報) 髙橋 秀幸 ⚑
27211 ①教育実習実践指導Ⅰ(国語) 上野 直幸 ⚑
27212 ②教育実習実践指導Ⅱ(国語) 荒木美智雄 ⚑
27213 ①教育実習実践指導Ⅰ(英語) 田中 洋也 ⚑
27214 ②教育実習実践指導Ⅱ(英語) 板東 眞一 ⚑
－ 中学校教育実習 － ⚒ 集中
－ 中・高校教育実習 － ⚒ 集中

G
27301 ②教職実践演習(中・高) 荻原 克男 ⚒
27302 ②教職実践演習(中・高) 後藤 聡 ⚒
27303 ②教職実践演習(中・高) 浅村 亮彦 ⚒
－ 教職実践演習(中・高) － ⚒

H

02151 ②生涯学習論 木下 卓弥 ⚒
27411 ①教職総合演習 荻原 克男 ⚒
27412 ①教職総合演習 後藤 聡 ⚒
27413 ①教職総合演習 浅村 亮彦 ⚒
－ 教職総合演習 － ⚒
－ 介護体験実習 － ⚑ 集中

I
27504 ①人文地理学 菊地 達夫 ⚒
27505 ②自然地理学 菊地 達夫 ⚒
27511 職業指導(商業) 吉本 満 ⚒
－ 情報と職業 － ⚒ 2020 年度閉講
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2020 年度 教職課程授業科目講義概要

対象学科略称
経 済 済
地 域 経 済 地
経 営 営
経 営 情 報 情
法 律 律
政 治 政
日 本 日
英 米 英
社 会 環 境 工 社
建 築 建
電 子 情 報 工 電
生 命 工 生
図 書 館 学 課 程 図 書
社会教育主事課程 社 教
学 芸 員 課 程 学 芸
認定心理士関連科目 認 定





科 目 名 教職入門

担 当 者 五十嵐素子

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
本授業のテーマは，現代社会における教職の重要性の高まりを
背景に，教職の意義，教員の役割・資質能力・職務内容等に関す
る知識を身に付け，教職への意欲を高め，さらに自分の適性を判
断し，進路選択に資する教職の在り方を理解することである。
近代以降の学校教育は，家族や地域社会が持っていた教育力を
取り込んできた。しかし今日さまざまな教育問題に関わって，学
校の役割・機能，教員の職務，教員の資質・能力の育成等が問い
直され，教育改革の論点になっている。こうした背景を踏まえ本
授業では現在の学校教育における教職の意義及び役割，教員の資
質能力・職務内容等を講義する。特に教職と他の職業との違いを
多面的に明らかにし，教職への意欲や適性を考えさせ，教師を目
指す動機づけになるよう指導する。
（学習目標）
今日的な教職の意義及び役割を理解し，かつ教員の職務内容等
を理解することで，自分の適性を判断し，目指す教師像を自分な
りに持つことができるようになる。

●授業計画
第１回 教職の意義
第２回 教師への社会的期待
第３回 子どもを支える学校内外の人々：チームとしての学校
第４回 子どもを支える学校内外の制度：専門機関との連携
第５回 日本の教師の特徴
第６回 労働力市場と教職
第７回 教師の仕事と求められる資質能力
第８回 教師の勤務：教員の服務と身分上の義務及び身分保障
第９回 教師の職能成長⑴：教員研修制度とその意義
第10回 教師の職能成長⑵：教師のキャリア形成
第11回 教職をどう学ぶか⑴：大学における教員養成
第12回 教職をどう学ぶか⑵：理論と実践の意義
第13回 学びつづける教師であるために
第14回 現代の教育課題と求められる教師像
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
予習として該当する部分のテキストを読み，関連する現在の事
柄について情報収集すること（２時間）。復習として，配布資料や
参考書を読み分からなかった部分を理解できるようにすること
（２時間）。

●事後指導・フィードバック
小テストやレポートの結果については授業内でコメントする。

●評価方法・基準
定期試験（80％）と課題又は小テスト（20％）によって総合的
に評価する。

●履修上の留意点
講義には積極的に参加すること。

●教科書
・岩田康之・高野和子（編）⽝教職論⽞学文社，2012年，1,890
円
・文部科学省⽛生徒指導提要⽜
を用いるので，必ず事前に購入しておくこと。適時，参考書を
参照したり，資料を配付する。

●参考書
・⽛中学校学習指導要領（平成29年度告示）⽜⽛中学校学習指導要
領解説 総則編（平成29年度告示）⽜
・⽛高等学校学習指導要領（平成29年度告示）⽜⽛高等学校学習指
導要領解説 総則編（平成29年度告示）⽜
を他の講義でも用いるので事前に購入するか，文部科学省のウ
エブサイトからダウンロードしておくこと。

科 目 名 教育学概論

担 当 者 荻原 克男

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次
１年 教職
１部１年 社教
１部１年 学芸（2011年度以前入学者）

●授業のねらい
（授業のテーマ）
社会の環境変化にともない，日本の教育はこれまで数々の課題
に直面してきた。受験競争，不登校，いじめ，学力低下，格差，
貧困，等々。これら課題がもち上がるたびに，教育改革が提唱さ
れ様々な手直しが行われてきた。その過程では，繰り返し近代教
育の思想・制度・実践に反省が加えられ，その批判的な再構成が
試みられてきた。それゆえ，現代教育の課題を的確に捉えるため
には，近代が生み出した公教育とは何かについての基本的理解を
得ることが欠かせない。本授業では，戦後日本の教育に題材を求
めながら，具体的かつ理論的な検討を行う。
（＊この科目は⽛教育の基礎的理解⽜に関する科目のうち，教育
の理念・歴史・思想にかかわる区分に位置づけられるものである。）
（学習目標）
１．近代が生み出した教育をめぐる思想・制度・実践の基本的
特徴について多角的な視点から述べることできる。

２．近代公教育の史的継承・発展としての現代教育の特質と課
題について的確に述べることができる。

３．上記1,2を踏まえて，今日的な教育課題をどう捉えればよ
いか，自分なりの視点・考え方を述べることができる。

●授業計画
第１回 ガイダンス
第２回 教育の理念：教育とは何であり，何でないか
第３回 教育の人間学的基盤
第４回 歴史のなかの＜子ども＞と教育思想
第５回 近代＜教育＞の思想
第６回 模倣・学習・教育：徒弟制から学校へ
第７回 学級の歴史とその変容
第８回 進級・進学と試験
第９回 近代学校制度の成立と展開
第10回 戦後日本公教育の歩み⑴敗戦から高度成長期へ
第11回 戦後日本公教育の歩み⑵産業社会の終焉と教育
第12回 現代教育改革の諸潮流
第13回 教師という職業：これまでとこれから
第14回 学校から社会への移行
第15回 公教育の近未来像に向けて

●準備学習（予習・復習等）の内容
次回の課題について予習し，その結果を書き出しておく（１時
間程度）。配付プリントをもとに学習した内容を再確認しておく
（１時間程度）とともに，参考文献によって自分の関心のあるテー
マについて理解を深める（１時間半程度）。

●事後指導・フィードバック
事前課題について受講者の回答例をもとに授業内で討議と解説
を行う。グループ討議の内容について受講者間で共有し，討議・
解説を行う。

●評価方法・基準
定期試験により評価する。

●履修上の留意点
初回のガイダンスには必ず出席すること（本授業の評定の仕方
や受講条件などについて詳しく説明する。やむを得ず欠席した場
合でも必ず当日の配付資料を熟読すること。）

●教科書
特に指定しない。各回，プリント資料を配付する。欠席した回
のプリントは翌週の授業時に申出者に手渡す。（２回以上の欠席
分については個別にメールを通じて申し出ること）

●参考書
各回のテーマに応じて適宜紹介する。
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科 目 名 学校と教育の歴史

担 当 者 近藤健一郎

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
この授業は，⽛教育・学校を歴史的な視点から考えてみよう⽜を

テーマとして開講します。
現代の日本に生まれると，６歳で小学校に入学するということ

は疑うこともないようなことに属するでしょう。でも，歴史的な
視点や外国との比較の視点から考えてみると，どうでしょうか。
この授業では，現代日本で生活していると疑いもしないような

素朴なことに注目して，教育・学校を歴史的な視点から考えてい
きます。その際，主要な対象としては，近現代日本（幕末・明治
維新以降の日本）に設定します。
このことを通じて，現代の教育・学校について，歴史的な視点

をもって考え，捉えられるようになることをめざしています。
（学習目標）
１．⽛子ども⽜⽛学校⽜という概念が，歴史的な産物であること

を理解できる。
２．現代日本の学校において当然のように感じる⽛日常⽜も，

歴史的につくられたものであることを理解できる。
３．現代日本の学校のしくみなどについて，戦後教育改革期の

変化に注目して，近代日本からの流れにおいて理解できる。

●授業計画
第１回 ガイダンス―⽛教育・学校を歴史的な視点から考える⽜

ことの意味と課題・方法
第２回 Ⅰ 教育・学校について考える⑴―⽛学校のない社会

は，教育のない社会か⽜
第３回 Ⅰ 教育・学校について考える⑵－子どもを⽛子ども⽜

として見ることについて
第４回 Ⅰ 教育・学校について考える⑶－映画視聴⽛世界の

果ての通学路⽜
第５回 Ⅱ 学校の日常を歴史的に捉えなおす⑴－⽛学級⽜と

いう単位のありよう
第６回 Ⅱ 学校の日常を歴史的に捉えなおす⑵－学校の一年

は４月に始まるということ
第７回 Ⅱ 学校の日常を歴史的に捉えなおす⑶－学校の儀式

的行事
第８回 Ⅱ 学校の日常を歴史的に捉えなおす⑷－宿題を課せ

る学習環境の条件
第９回 Ⅲ 現代日本の学校のしくみを歴史的に把握する⑴―

ビデオ視聴⽛戦後教育70年⽜
第10回 Ⅲ 現代日本の学校のしくみを歴史的に把握する⑵―

近代日本の⽛分岐型（複線型）⽜の学校制度
第11回 Ⅲ 現代日本の学校のしくみを歴史的に把握する⑶－

現代日本の⽛単線型⽜の学校制度
第12回 Ⅲ 現代日本の学校のしくみを歴史的に把握する⑷―

大日本帝国憲法・教育勅語から日本国憲法・教育基本
法へ

第13回 Ⅲ 現代日本の学校のしくみを歴史的に把握する⑸－
国定教科書から検定教科書へ

第14回 Ⅲ 現代日本の学校のしくみを歴史的に把握する⑹－
⽛教員養成の開放制⽜の歴史的意味

第15回 授業のまとめ―到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
次回授業に関して，課題を課したり，文献を配布したりするの

で，それらを考えたり，読んだりしてから，授業に参加すること
が望まれる。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
毎回の授業において提出を求めるコメント用紙に記された疑問

点について，次回の授業で応答することにより，不明な点や誤解
した点を極力解消するようにする（評価方法・基準の１参照）。

●評価方法・基準
１．毎回の授業において，わかったこと，わからなかったこと，

考えたことを記入して提出することを求める。それを平常
点として扱う。40％

２．学習目標に即した期末試験の実施により，学習目標の達成
を測る。60％

＊受講者の希望によっては，期末試験ではなく，試験を２～３
回に分割して実施することも考える。

●履修上の留意点
特になし。

●教科書
特になし。授業においては，講義レジメおよび資料からなるプ

リントを配布し，それを用いる。

●参考書
特になし。参考文献は，授業において適宜紹介する。
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科 目 名 教育心理学Ⅰ

担 当 者 浅村 亮彦

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職
１部１年 社教

●授業のねらい
（授業のテーマ）
人間は誕生後，心身ともに変化していく。その変化が発達であ

るが，発達過程の全体像を理解するためには，見た目の変化だけ
でなく，直接見ることのできない心の変化をも理解し，さらには，
これらの発達的変化を生じさせる成熟や学習の相互作用も理解す
る必要がある。そこで本講義は，行動と心の発達的変化を中心と
して，それに関わる身体的発達や学習過程の相互作用，発達障害
などを含めた，人間の発達過程及び学習過程を解説する。
（学習目標）
１．人の発達過程・学習過程について理解する。
２．発達に影響を及ぼす要因について理解する。
３．生徒指導に応用できる基礎的知識を習得する。

●授業計画
第１回 発達に関わる要因と学習過程
第２回 発達における遺伝と環境の影響
第３回 身体の発達
第４回 記憶と知識の発達
第５回 言語の発達
第６回 知能の発達
第７回 創造性の発達
第８回 人格の発達⑴：乳児期・幼児期
第９回 人格の発達⑵：児童期・青年期
第10回 社会性の発達⑴：乳児期・幼児期
第11回 社会性の発達⑵：児童期・青年期
第12回 学習の基礎理論と学習形態
第13回 学習指導の実際：学習活動の種類と動機づけの影響，

学習評価
第14回 発達障害とその支援⑴：発達障害の分類と特徴
第15回 発達障害とその支援⑵：発達障害における発達及び学

習過程上の問題と支援の実際

●準備学習（予習・復習等）の内容
講義で扱われるテーマについて，事前に参考文献等を読み，基

本的概念や用語について確認しておくことが望ましい。（予習・
復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
講義内容に関する質問，補足，発展的内容については必要に応

じて指示，解説する。

●評価方法・基準
試験の成績によって評価する。

●履修上の留意点
単に講義を聞くだけではなく，ノートをまとめて復習する，理

解できなかった点は質問する，あるいは参考文献によって確認す
るなど，積極的に取り組む姿勢が必要である。

●教科書
テキストは指定しない。資料を配付する。

●参考書
鎌原雅彦・竹綱誠一郎（著）⽛やさしい教育心理学⽜ 有斐閣

科 目 名 教育心理学Ⅱ

担 当 者 浅村 亮彦

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
学校教育の中心的活動である授業の教育効果を向上させるに

は，“学ぶ側”の理解・学習が促進されるよう，“教える側”が効果
的な授業展開を構築する必要がある。そのために重要なことは，
“教える側”が“学ぶ側”の理解・学習過程を十分に理解することで
ある。そこで本講義では，授業の基礎的過程としての人の理解・
学習過程を，発達過程との関係を踏まえながら解説する。さらに
は，近年増加傾向にある発達障害，学習障害についても解説する。
（学習目標）
１．人の発達過程・学習過程について理解する。
２．理解と学習に影響を及ぼす要因について理解する。
３．学習指導に応用できる基礎的知識を習得する。

●授業計画
第１回 発達過程と学習過程の特徴と関係
第２回 学習の定義と分類⑴：古典的条件づけ・観察学習
第３回 学習の定義と分類⑵：オペラント条件づけ・自己強化

学習
第４回 学習の動機づけに関わる要因⑴：統制感・原因帰属
第５回 学習の動機づけに関わる要因⑵：自己効力・内発的動

機づけ
第６回 学習の動機づけに関わる要因⑶：学習目標・難易度
第７回 記憶・知識の構造
第８回 発達過程，学習過程における記憶・知識の働き
第９回 思考・問題解決の特性
第10回 発達過程，学習過程における思考・問題解決の働き
第11回 学習指導・教育評価に関する基礎理論
第12回 学習指導・教育評価の学習への効果
第13回 発達障害とその支援
第14回 学習障害とその支援⑴：学習障害の分類と特徴
第15回 学習障害とその支援⑵：学習障害における発達及び学

習過程上の問題と支援の実際

●準備学習（予習・復習等）の内容
講義で扱われるテーマについて，事前に参考文献等を読み，基

本的概念や用語について確認しておくことが望ましい。（予習・
復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
講義内容に関する質問，補足，発展的内容については，必要に

応じて指示，解説する。

●評価方法・基準
試験の成績によって評価する。

●履修上の留意点
単に講義を聞くだけではなく，ノートをまとめて復習する，理

解できなかった点は質問する，あるいは参考文献によって確認す
るなど，積極的に取り組む姿勢が必要である。

●教科書
テキストは指定しない。資料を配付する。

●参考書
鎌原雅彦・竹綱誠一郎（著）⽛やさしい教育心理学⽜ 有斐閣
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科 目 名 学校教育心理学

担 当 者 後藤 聡

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
幼児，児童及び生徒の心身の発達過程と青年期の特徴，学習の

過程，及び発達段階に配慮した学習活動の指導や教師としての関
わり方がテーマである。
発達の概念と規定要因，乳幼児期から青年期の各時期における

身体，運動，記憶，思考，社会性，道徳性の発達過程と青年期の
特徴について，代表的な理論を含めて解説するとともに，それら
の教育的意義について考察する。また，学習の概念，形態，その
過程を説明する行動主義と認知主義による学習理論の教育的意
義，アクティブ・ラーニングと対話のある授業の技法，学習に影
響を与える要因について，青年期の発達的特徴と関連づけた学習
活動への適用を含めて解説するとともに，子どもたちの主体的な
学習活動を支える教員の資質向上を図る。
各回の授業では，一方的な講義で知識の伝達に終始することな

く，既存の研究結果などを考察することにより思考力を高めさせ，
双方向の学習，協働学習などのアクティビティを活用して学生自
身の主体的で対話的な学びが実現できるように展開する。以上の
結果を記述させ，課題として提出させて評価する。
（学習目標）
到達目標は以下である。
１．発達に関する理論を踏まえ，幼児，児童及び生徒の心身の

発達に対する外的及び内的要因の相互作用，発達の概念と
代表的理論，及び教育における発達理解の意義を理解する
こと。

２．乳幼児期から青年期の各時期における運動，認知，社会性，
道徳性の発達過程と青年期の特徴について理解すること。

３．様々な学習の形態や概念及びその過程を説明する代表的理
論を理解すること。

４．主体的学習を支える要因について，発達の特徴と関連付け
て理解すること。

５．幼児，児童及び生徒の心身の発達を踏まえ，主体的な学習
活動を支える指導の考え方を理解すること。

●授業計画
第１回 ガイダンス
第２回 発達・学習の概念と教育的意義
第３回 発達の基礎理論と規定要因：成熟理論，行動主義理論，

環境閾値説，発達課題
第４回 知覚の仕組みと発達
第５回 記憶の仕組みと発達
第６回 思考の仕組みと発達
第７回 道徳性と慣習の発達
第８回 身体，運動機能，性の発達と今日的問題
第９回 社会性における青年期の発達的特徴
第10回 学習理論⑴：連合理論とその教育的意義
第11回 学習理論⑵：認知理論とその教育的意義
第12回 学習理論⑶：アクティブ・ラーニングと対話のある授

業の技法
第13回 カウンセリング理論に基づく話を聴く際の基本的態度
第14回 学習に影響を与える要因：動機づけ，自己効力感，メ

タ認知，原因帰属
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
事前の準備は必要ない。事後の復習を求める（以上について４

時間程度）。
授業中・後の課題を提出すること。提出なき場合は成績に加点

されない。

●事後指導・フィードバック
授業中における授業と関連する事項への記述，授業後の授業内

容に関する課題を実施して理解度を把握し，必要に応じて受講者
へ還元する。

●評価方法・基準
筆記試験（70％）・提出課題（30％）による。
ただし，受講態度により減点することがある。
課題出題数の半分以上を提出しないと単位を与えない。

●履修上の留意点
私語，授業に関係ない物の使用を厳禁とする。
教員免許を取得するという責任を自覚して，学習に取り組む姿

勢や受講態度に反映させること。

●教科書
指定しない。授業時に資料を配布する。

●参考書
授業中に紹介する。
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科 目 名 教育社会学

担 当 者 五十嵐素子

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職
１部１年 社教

●授業のねらい
（授業のテーマ）
本授業のテーマは，幅の広い教育観を形成するために教育社会

学の考え方を身につけ，社会の状況を理解し，その変化が学校教
育にもたらす影響とそこから生じる課題，並びにそれに対応する
ための教育政策の動向を理解することである。
本授業は上記のテーマに照らして，教育社会学の視点について

学び，その視点から家族，地域社会，仲間集団，学校，職場等と
の関わりにおいて現れている教育課題とその対応について具体的
に検討していく。
（学習目標）
家族，地域社会，仲間集団，学校，職場等で現れている様々な

教育と関わる現象について，教育社会学の視点で理解し，教育に
ついての理解を深めることができる。

●授業計画
第１回 教育社会学の考え方
第２回 社会化という視点
第３回 現代の家族と子どもの教育
第４回 仲間集団と人間形成
第５回 学校の社会的機能
第６回 かくれたカリキュラム
第７回 中等教育の社会的役割と機能
第８回 小まとめ
第９回 教育とジェンダー
第10回 教育改革の展開と背景
第11回 職業と教育
第12回 現代の高等教育の課題
第13回 学校と地域の連携
第14回 学校安全への対応
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
予習として該当する部分のテキストを読み，関連する現在の問

題について情報収集すること（２時間）。復習として配布資料や
参考書を読み，分からなかった部分を理解できるようにすること
（２時間）。

●事後指導・フィードバック
課題の結果については講義内でコメントする。

●評価方法・基準
定期試験（80％）と課題又は小テスト（20％）によって総合的

に評価する。

●履修上の留意点
講義には積極的に参加すること。

●教科書
・岩永雅也・稲垣恭子（編）⽝新版 教育社会学⽞放送大学教育
振興会，2007年，2730円，を用いるので必ず事前に購入して
おくこと。適時，参考書を参照し，資料を配付する。

●参考書
授業の中で適宜指示する。
・⽛生徒指導提要⽜文部科学省

科 目 名 教育行政学

担 当 者 荻原 克男

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
公教育制度の存在理由と機能について理解を深める。
公教育は⽛制度⽜というフィルター通して機能している。教室

では教師の教え方・熱意と生徒のやる気がすべてと思われがちで
ある。だが，そうした活気ある教室が安定的に成り立つかどうか
についても，⽛制度⽜はきわめて大きな影響を与えている。教育の
機会を広く平等に保障するために，学校をどこに幾つ用意する必
要があるのか。教育の質を向上させるために，教師の勤務条件や
生徒の学習環境をどう整えるべきか。これらを整備するために一
体どのくらいの費用が必要となり，それを誰がどれだけ負担する
のか。等々。こうした点に関して，一定の考え方と仕組みを提供
しているのが公教育制度である。本授業では，このような公教育
制度がどんな要素から成り立っているのか，そしてそれが現代社
会の変容のなかでいかなる課題に直面しているのかを見ていく。
（＊この科目は⽛教育の基礎的理解⽜に関する科目のうち，⽛教
育に関する社会的，制度的又は経営的事項⽜の区分に位置づけら
れるものである。）
（学習目標）
１．日本の公教育制度の基本的仕組みを理解する（関連する教

育法令の知識を含め）。
２．制度を規定する法令をただ丸暗記するのではなく，それを

成り立たせている原理や考え方と関連づけて捉えることが
できる。

３．現代の教育について，制度という視点から，自分なりの現
状評価と改善方向について意見を形作れるようになる。

●授業計画
第１回 オリエンテーション
第２回 ⽛制度⽜としての教育を考える
第３回 教員行政～養成から採用後まで～
第４回 就学前教育行政～生涯学習の基礎を培う～
第５回 初等中等教育行政と学校～学校制度の歴史的展開と初

等中等教育の意味～
第６回 高等教育と私立学校の行政～学校設置主体としての

⽛法人⽜～
第７回 特別支援教育と学校・学校外教育～変動する教育機会

の保障と教育制度～
第８回 教育課程行政～学習指導要領を⽛使いこなす⽜という

こと～
第９回 教育委員会と学校～公立学校の管理・運営～
第10回 学校と外部環境～学校と地域の連携～
第11回 学校統廃合～縮小社会のなかの教育環境整備～
第12回 学校安全～安全教育と危機管理～
第13回 教育財政～無限の目標と有限の資源との間～
第14回 教育制度の法体系と原理～教育の機会均等の実現に向

けて～
第15回 まとめと到達度の確認

●準備学習（予習・復習等）の内容
次回の分のテキストを読んでおき，疑問点を質問できるように

しておく（１時間程度）。学習した内容をテキスト及び配付資料
によって復習する（２時間程度）。毎回実施する確認小テストの
ための準備学習を行う（１時間程度）。

●事後指導・フィードバック
毎回の授業冒頭で，前回の学習内容について確認小テストを実

施し，答え合わせと解説を行う。
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●評価方法・基準
定期試験（80％）と確認小テスト（20％）によって評価する。

●履修上の留意点
初回のオリエンテーションには必ず出席すること（本授業の評

定の仕方や受講条件などについて詳しく説明する）。

●教科書
⽝教育制度を支える教育行政（アクティベート教育学５）⽞ミネ
ルヴァ書房，2019年

●参考書
教科書の各章末に掲げられている文献のほか，必要に応じて適

宜紹介する。

科 目 名 商業科教育法Ⅰ

担 当 者 髙橋 秀幸

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
高等学校学習指導要領における教科⽛商業⽜の教育目標と内容

を理解し，教員として必要な基本的知識・技能を身につけていく。
また，ビジネスに関することに興味を持ち，これからの商業教育
を推進する教員としての資質・能力を高めていく。
（学習目標）
１．教科⽛商業⽜について学習指導要領から目標，科目構成に

ついて理解する。
２．商業科目の内容と各種検定試験や実践的学習の指導につい

て理解する。
３．商業（ビジネス）教育を進める上で必要な学びとは何かを

探究する。

●授業計画
第１回 オリエンテーション，北海道における高校教育，高等

学校における商業教育
第２回 高等学校学習指導要領について
第３回 教科⽛商業⽜の目標と分野・科目構成について
第４回 商業科目の具体的内容⑴ 基礎的科目⽛ビジネス基礎⽜

の目標と内容・評価について，指導事例の紹介
第５回 商業科目の具体的内容⑵ マーケティング分野の３科

目⽛マーケティング⽜⽛商品開発と流通⽜⽛観光ビジネ
ス⽜の目標と内容，指導事例紹介

第６回 商業科目の具体的内容⑶ マネジメント分野の３科目
⽛ビジネス・マネジメント⽜⽛グローバル経済⽜⽛ビジネ
ス法規⽜の目標と内容，指導事例紹介

第７回 商業科目の具体的内容⑷ 会計分野の科目⽛簿記⽜の
目標と内容，簿記検定問題演習１

第８回 商業科目の具体的内容⑸ 会計分野の４科目⽛財務会
計Ⅰ⽜⽛財務会計Ⅱ⽜⽛原価計算⽜⽛管理会計⽜の目標と
内容，簿記検定問題演習２

第９回 商業科目の具体的内容⑹ ビジネス情報分野の科目
⽛情報処理⽜の目標と内容，情報機器の効果的な活用方
法，情報処理検定問題演習１

第10回 商業科目の具体的内容⑺ ビジネス情報分野の４科目
⽛ソフトウェア活用⽜⽛プログラミング⽜⽛ネットワーク
活用⽜⽛ネットワーク管理⽜の目標と内容，情報処理検
定問題演習２

第11回 商業科目の具体的内容⑻ 総合的科目の３科目⽛課題
研究⽜⽛総合実践⽜⽛ビジネス・コミュニケーション⽜
の目標と内容，指導事例の紹介

第12回 商業科目における発展的内容 高度な資格取得に向け
ての指導（簿記，情報処理他）

第13回 専門性を活かした教材研究 大学での専門科目等の学
びを活かし，⽛ビジネス基礎⽜をどのように教えるか検
討し，模擬授業に向けての教材研究を行う

第14回 模擬授業 ビジネス基礎の模擬授業を行う
第15回 専門性を活かした高校商業教育についての発表及び

ディスカッション
到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
事前に学習指導要領解説や指定された資料等を読んでくるこ

と。また，商業科教員を目指していく上で日本商工会議所主催簿
記検定１級や基本情報技術者試験（FE）などに積極的に挑戦し取
得することが望ましい。これらの資格取得者は北海道教員採用試
験の１次専門試験が免除となる。（予習・復習各２時間）
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●事後指導・フィードバック
質問にはメールにて対応する。

●評価方法・基準
課題レポートおよび発表（40％），到達度チェック（60％）

●履修上の留意点
日商簿記検定３級以上を取得していること（未取得者は履修中

に取得すること）。講義は休まないように心がけ，欠席・遅刻時は
必ず事前に連絡すること。また，講義内で各自のパソコンやス
マートフォンを使用する場面がある。

●教科書
文部科学省 ⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説商業

編⽞ 2019年 818円

●参考書
永井克昇他 ⽝商業科教育論 21世紀の商業教育を創造する⽞

実教出版 2019年 2,640円
高等学校で使用されている商業科目の教科書（教育実習で担当

する予定のもの）を準備する必要がある。

科 目 名 商業科教育法Ⅱ

担 当 者 髙橋 秀幸

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
教科⽛商業⽜の科目について学習指導案を作成し，教材研究を

行い，情報機器を活用して授業を行う力を身につける。また，商
業高校へ訪問し，実際の授業を見学し，指導方法の工夫などを学
び，自らの学習指導法の構築につなげていく。
（学習目標）
１．基本科目の学習指導案を作成し，教材研究を行い，授業を

実践する力を身につける。
２．効果的な授業方法について，学外での授業観察を通して実

践的に学ぶ。
３．商業（ビジネス）教育の意義と必要性は何かを探究する。

●授業計画
第１回 オリエンテーションと学外授業観察の準備 授業観察

の概要説明，観察の視点整理，授業記録の方法，報告
書の作成方法

第２回 学外授業観察⑴ 高校を訪問して実施（２講連続）
第３回 学外授業観察⑵
第４回 学外授業観察のふりかえりと分析 学外授業観察の報

告とよりよい授業を目指した工夫（教員の姿勢や生徒
の意欲向上，協同的な学び等）

第５回 教科商業における様々な学習指導法 アクティブラー
ニングや情報機器活用など

第６回 学習指導案の作成と情報機器を活用した教材研究⑴
学習指導案の書き方と基本事項の確認

第７回 学習指導案の作成と情報機器を活用した教材研究⑵
学習指導案作成演習

第８回 学習指導案の作成と情報機器を活用した教材研究⑶
教材作成演習

第９回 模擬授業実践と授業改善に向けての検討⑴
第10回 模擬授業実践と授業改善に向けての検討⑵
第11回 模擬授業実践と授業改善に向けての検討⑶
第12回 模擬授業実践と授業改善に向けての検討⑷
第13回 模擬授業実践と授業改善に向けての検討⑸
第14回 模擬授業のふりかえりと今後の課題 模擬授業をふり

かえり，全員で議論する（レポート課題の確認）
第15回 レポート提出，到達度チェック

※模擬授業の進め方は，受講者と調整の上，決定する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
事前に学習指導要領解説や指定された資料等を読んでくるこ

と。また，模擬授業実践に向けて学習指導案作成や教材作成が必
要となる。さらに，新聞に目を通し実際のビジネス活動に興味関
心をもち，商業科目とどのようにつながっているのかを確認する
こと。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
質問についてはメールにて対応する。

●評価方法・基準
課題レポート（30％），模擬授業（学習指導案作成等も含む）

（30％），到達度チェック（40％）

●履修上の留意点
簿記検定など指導上に必要な検定試験を積極的に受験すること

（日商簿記検定３級以上を必ず取得していること）。また，講義は
休まないように心がけ，欠席・遅刻時は必ず事前に連絡すること。
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講義内で各自のパソコンやスマートフォンを使用する場面があ
る。

●教科書
文部科学省 ⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説商業

編⽞ 2019年 818円

●参考書
永井克昇他 ⽝商業科教育論 21世紀の商業教育を創造する⽞

実教出版 2019年 2,640円
模擬授業を行う科目の教科書（各自で準備すること）

科 目 名 社会科教育法Ⅰ

担 当 者 中川 彰

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
社会科教員として，どのような社会認識が求められるかを考察

しながら，公民分野の指導において留意すべき点を理解する。同
時に，現代社会に生きる市民としての教養を身に付ける。
（学習目標）
中学校社会科（公民分野）における，実践的な指導力を身に着

けるため，特に日本国憲法・民主主義・人権・平和の教科内容に
焦点を当て，指導法および教材研究の手法の整理を行う。また，
各回で授業の指導案について作成方法を検討する。

●授業計画
第１回 オリエンテーション：日本国憲法
第２回 基本的人権⑴自由権
第３回 基本的人権⑵治安維持法
第４回 基本的人権⑶冤罪，死刑制度
第５回 基本的人権⑷平等権
第６回 基本的人権⑸生存権
第７回 国民主権 情報機器及び教材の活用を含む
第８回 平和主義⑴原理
第９回 平和主義⑵戦争放棄
第10回 平和主義⑶和解の方法
第11回 平和主義⑷十五年戦争
第12回 平和主義⑸日本軍
第13回 公害・環境問題
第14回 労働問題
第15回 まとめと到達度チェック
＊受講者との協議により，若干の変更をすることもある。

●準備学習（予習・復習等）の内容
中学や高校の社会科の教科書などを通して，自分が学習してき

たことを復習する（２時間程度）。毎授業後には，２時間程度，復
習を行うことが望ましい。

●事後指導・フィードバック
⽛記録・感想カード⽜や課題の内容等については，授業内でコメ
ントする。

●評価方法・基準
出席状況・受講態度と毎時提出する⽛記録・感想カード⽜の内

容 40％
第15回にまとめる，課題の内容 60％

●履修上の留意点
常に，時事的な動きに関心を持ち，努めて，新聞・ニュースな

どを見るようにする。遅刻・欠席に気を付け，積極的に受講する。

●教科書
中学校学習指導要領
中学校で使用の教科書（地理・歴史・公民）を準備する。

●参考書
授業の都度，紹介する。
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科 目 名 社会科教育法Ⅱ

担 当 者 中川 彰

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
社会科教員として，どのような地理的認識・歴史認識が求めら

れるか，を考察しながら，地理的分野，歴史的分野の指導におい
て留意すべき点を理解する。
（学習目標）
中学校社会科（地理分野・歴史分野）における，実践的な指導

力を身に着けるため，日本地理・世界地理・歴史の教科内容に焦
点を当て，指導法および教材研究の手法の整理を行う。また，各
回の教科内容に応じた指導案を作成できるようになるよう，指導
を行う。

●授業計画
第１回 北海道の歴史
第２回 北海道の産業 情報機器及び教材の活用を含む
第３回 沖縄
第４回 朝鮮半島
第５回 中国
第６回 東南アジア
第７回 南アジア
第８回 西アジア
第９回 アフリカ
第10回 西ヨーロッパ
第11回 東ヨーロッパ
第12回 アメリカ合衆国
第13回 ラテンアメリカ
第14回 オセアニア
第15回 まとめと到達度チェック
＊受講者との協議により，若干の変更をすることもある。

●準備学習（予習・復習等）の内容
中学や高校の社会科の教科書などを通して，自分が学習してき

たことを復習する（２時間程度）。毎授業後には，２時間程度，復
習することが望ましい。

●事後指導・フィードバック
⽛記録・感想カード⽜や課題の内容については，授業内でコメン
トする。

●評価方法・基準
出席状況・受講態度と毎時提出する⽛記録・感想カード⽜の内

容 40％
第15回にまとめる，課題の内容 60％

●履修上の留意点
常に，時事的な動きに関心を持ち，努めて，新聞・ニュースな

どを見るようにする。遅刻・欠席に気を付け，積極的に受講する。

●教科書
中学校学習指導要領
中学校で使用の教科書（地理・歴史・公民）を準備する。

●参考書
授業の都度，紹介する。

科 目 名 地理歴史科教育法Ⅰ

担 当 者 米田 裕

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
地理歴史科教育の歴史を概観し，学習指導要領に基づく地理歴
史科の教科内容と授業方法の基礎・基本について学習する。
（学習目標）
１．地理歴史科教育の歴史を理解する。
２．学習指導要領の目的，その変遷，科目編成，および地理歴
史科各科目の内容を理解する。

３．地理歴史科各科目の⽛年間指導計画⽜と⽛学習指導案⽜を
作成する。

●授業計画
第１回 ガイダンス 授業の内容と進め方の確認
第２回 教育改革の動向と学習指導要領について
第３回 社会科（地理歴史科・公民科）の構造と教育課程の変

遷について
第４回 地理歴史科教育の意義，目標，科目編成について
第５回 地理歴史科各科目の内容・構成・評価と情報機器およ

び教材の収集・活用について
第６回 年間指導計画（シラバス）について
第７回 年間指導計画（シラバス）の作成について
第８回 授業の方法と学習指導案の作成について（学習指導案

の本質と意義）
第９回 学習指導案の作成⑴ 世界史Ｂ １ （原始・古代・

中世）
第10回 学習指導案の作成⑵ 世界史Ｂ ２ （近世・近代・

現代）
第11回 学習指導案の作成⑶ 日本史Ｂ １ （原始・古代・

中世）
第12回 学習指導案の作成⑷ 日本史Ｂ ２ （近世・近代・

現代）
第13回 学習指導案の作成⑸ 地理Ｂ １ （系統地理＜自然

環境，資源と産業，人口・村落と都市，生活文化・民
族と宗教）

第14回 学習指導案の作成⑹ 地理Ｂ ２ （地誌＜現代世
界の諸地域＞）

第15回 授業のまとめ
※学習指導案は，世界史Ｂ・日本史Ｂ・地理Ｂそれぞれで受講
者が単元を選択し作成する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
学習指導要領や教育関係図書に積極的に目を通す。また，教育
関係の報道に関心を持ち，最新の動向や課題に注意を払うこと。
（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
課題は個々に評価して返却する。定期試験の結果とその講評は
授業内でコメントする。

●評価方法・基準
シラバス・学習指導案等の課題（60％），定期試験（40％）によ
り評価する。

●履修上の留意点
教職を志望するものとして，強い意欲と自覚を持ち，積極的な
姿勢で受講すること。

●教科書
１．世界史Ｂ・日本史Ｂ・地理Ｂの教科書（購入については開
講後連絡する），または高校で使用した教科書。

２．高等学校学習指導要領解説⽛地理歴史編⽜。
３．テキストは特に使用しない，講義用レジュメは，そのつど
配布する。

●参考書
講義時に適宜紹介する。
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科 目 名 地理歴史科教育法Ⅱ

担 当 者 米田 裕

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
地理歴史科教育法Ⅰの学習に基づいて学習指導案を作成し，受

講者が各１回模擬授業を実施する。また，その授業内容を受講者
全員でさまざまな角度から検討する。
（学習目標）
１．授業実践の前提となる教材研究・教材づくりの力量を高め

ることをめざす。
２．受講生それぞれが模擬授業を実施することを通して，受講

者各自の授業像を形成する。

●授業計画
第１回 ガイダンス 授業の進め方の確認
第２回 授業設計の実際について
第３回 情報機器および教材の収集・活用と授業づくりについ

て
第４回 模擬授業と授業評価について
第５回 模擬授業⑴ 世界史Ｂ １ （原始・古代）
第６回 模擬授業⑵ 世界史Ｂ ２ （中世・近世）
第７回 模擬授業⑶ 世界史Ｂ ３ （近代・現代）
第８回 模擬授業⑷ 日本史Ｂ １ （原始・古代）
第９回 模擬授業⑸ 日本史Ｂ ２ （中世・近世）
第10回 模擬授業⑹ 日本史Ｂ ３ （近代・現代）
第11回 模擬授業⑺ 日本史Ｂ ４ （地域社会の歴史と文化）
第12回 模擬授業⑻ 地理Ｂ １ （地理的技能，系統地理＜

自然環境，資源と産業＞）
第13回 模擬授業⑼ 地理Ｂ ２ （系統地理＜人口・村落と

都市，生活文化・民族と宗教＞）
第14回 模擬授業⑽ 地理Ｂ ３ （地誌＜現代世界の諸地

域＞）
第15回 授業のまとめ
※模擬授業は，受講者が世界史Ｂ・日本史Ｂ・地理Ｂから１科
目を選択して実施する。１回での実施人数と授業時間は，開
講後履修人数により調整して決定する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
学習指導要領や教育関係図書に積極的に目を通す。また，教育

関係の報道に関心を持ち，最新の動向や課題に注意を払うこと。
（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
模擬授業と評価カード，定期試験の講評は授業内でコメントす

る。

●評価方法・基準
模擬授業の実施と評価カードの作成（60％），定期試験（40％）

により評価する。

●履修上の留意点
教職を志望するものとして，強い意欲と自覚を持ち，積極的な

姿勢で受講すること。

●教科書
１．世界史Ｂ・日本史Ｂ・地理Ｂの教科書（購入する場合は，

地理歴史科教育法Ⅰ開講時に連絡する）。
２．高等学校学習指導要領解説⽛地理歴史編⽜。
３．テキストは特に使用しない。講義用レジュメは，そのつど

配布する。

●参考書
講義時に適宜紹介する。

科 目 名 公民科教育法Ⅰ

担 当 者 後藤 哲

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
社会科・公民科教育の歴史的変遷を通して，その意義・目的と

課題，科目編成，内容とその取り扱い，指導計画の作成と指導上
の配慮事項について考察するとともに，社会科・公民科の授業づ
くりについて検討する。第２期の公民科教育法Ⅱを受講するため
の前提となる科目。
（学習目標）
１．民主主義の本質と政治・経済等を客観的に理解する力を身

につける。
２．政治・経済等に関する諸課題を主体的に考察することがで

きる。
３．課題解決のための思考力，判断力，表現力を養い，良識あ

る公民として必要な能力と態度を育てる。

●授業計画
第１回 ガイダンス・カウンセリング （受講の心得，講義での

ICTの活用・グループワーク・プレゼン実施）
第２回 社会科（social studies）・公民科の歴史と変遷
第３回 公民科教師にとっての自己表現，自己理解，他者理解

等
第４回 社会科・公民科の自身が目指す教師像について
第５回 ⽝学習指導要領⽞中学社会・高等学校公民編を学ぶ
第６回 社会科教育の変遷と公民科教育への流れについて
第７回 社会系教科における⽛実践的指導力⽜の検討
第８回 公民科の目標，内容と取り扱い，指導計画について
第９回 教材研究の実践（中学社会科の授業づくり）
第10回 教材研究の実践（高校公民科の授業づくり）
第11回 公民科授業の構成要素（教師の役割と実践内容）
第12回 公民科の教育目標と教材研究・教材開発（実践事例）
第13回 学習指導案の作成・成果発表
第14回 シナリオ型指導案の作成・成果発表
第15回 持続可能な開発のための教育（ESD）と振り返り

●準備学習（予習・復習等）の内容
新聞，ニュース，書籍等で公民分野について必ず情報収集する

こと。プレゼンのための知識・情報収集と ICTの活用に関する
学習を進めておくこと。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
学習指導案，Reflection note，プレゼン，ポートフォーリオに基

づきエビデンスとして，自己研鑽に資する。

●評価方法・基準
学習指導案，Reflection note，プレゼン，ポートフォーリオに基

づき観点別に①関心・意欲・態度②思考・判断・表現③資料活用
の技能④知識・理解を評価し，試験を50％，観点別評価を50％と
する。

●履修上の留意点
１ 教職を目指す学生としての講義規律と積極的な授業参加を

求める。２ 本講義の主旨を理解すること。３ 教員に不可欠な
コミュニケーションスキル（挨拶・対話等）を身に付けること。

●教科書
○文部科学省⽝中学校学習指導要領解説 社会編⽞，同⽝高等学

校学習指導要領解説 公民編⽞
文部科学省検定教科書 ○東京書籍 公民929 新しい社会公民

●参考書
授業中に紹介，適宜資料を配付する。
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科 目 名 公民科教育法Ⅱ

担 当 者 後藤 哲

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
アクティブ・ラーニングをはじめとする先進的な授業実践に触

れるとともに，公民科各科目の学習指導案の作成と基礎的な模擬
授業・研究授業を行い，公民科教育における実践的な指導力を養
うことを目指す。
授業の実践的な力量形成を図るために，ICT，クリティカルシ

ンキングを取り入れ，学生の意欲的な授業参加を期待する。観点
別評価等，公民科教育にかかわる力量形成を高めることを目的と
する。
（学習目標）
社会科教育を系統学習と問題解決学習の視点から理解し，常に

世界の動向に注目するなど，公民科教師としての資質向上を目指
す基礎的知識・技能を身につける。

●授業計画
第１回 ガイダンスとカウンセリング（公民科教育法Ⅰの振り

返りと自己目標の設定）
第２回 公民科の指導法（指導計画の作成と評価の工夫）
第３回 高等学校政治経済の指導の実際Ⅰ（民主政治）
第４回 高等学校政治経済の指導の実際Ⅱ（日本国憲法）
第５回 高等学校政治経済の指導の実際Ⅲ（政治機構）
第６回 高等学校政治経済の指導の実際Ⅳ（経済のしくみ）
第７回 高等学校政治経済の指導の実際Ⅴ（国際経済）
第８回 高等学校倫理の指導の実際
第９回 指導案の作成
第10回 指導案に基づく模擬授業Ⅰ（民主政治）
第11回 指導案に基づく模擬授業Ⅱ（日本国憲法）
第12回 指導案に基づく模擬授業Ⅲ（政治機構）
第13回 指導案に基づく模擬授業Ⅳ（経済）
第14回 指導案に基づく模擬授業Ⅳ（倫理）
第15回 まとめと講義全体のふりかえり（ポートフォーリオ）

●準備学習（予習・復習等）の内容
新聞，ニュースの政治・経済・社会欄・テキストを丁寧に読む

ことなど，様々な社会問題に興味・関心を持つこと。その上で，
社会・公民科の授業に必要な基礎知識の習得に勤めること。授業
方法について様々なイメージを持って受講すること。（予習・復
習各２時間）

●事後指導・フィードバック
学習指導案，Reflection note，プレゼン，ポートフォーリオに基

づきエビデンスとして，模擬授業を繰り返し行うことで，教える
ことの意義を習得する。

●評価方法・基準
観点別評価を行う。テストを含んだ①関心・意欲・態度 ②思

考・判断・表現 ③資料活用の技能 ④知識・理解と⽛レポート⽜
を評価し，試験を50％，観点別評価を50％とする。

●履修上の留意点
・教職を目指す学生としての講義規律と積極的な授業参加を求
める。真摯な態度，学び続ける主体的な態度を身に付けるこ
とを期待する。

●教科書
文部科学省検定教科書 中学校社会科 高等学校公民科，高等

学校学習指導要領解説 公民編

●参考書
授業中に紹介。適宜資料を配付する。

科 目 名 国語科教育法Ⅰ

担 当 者 上野 直幸

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
国語科教育法について，学習指導要領の目指す学力や指導方法

の在り方を踏まえ，様々な科目やそのジャンルにおける効果的な
指導法の基礎的実践研究を行い，模擬授業など実践的な活動を通
して，基本的な指導力の向上を図る。
（学習目標）
１ 学習指導要領に示されている目指す学力や指導方法，各科

目の目標や内容を理解する。
２ ⽛主体的・対話的で深い学び⽜を目指した授業方法を学び，

模擬授業等で実践的な指導力を身に付ける。
３ 学習指導案の書き方・評価方法や基本的な指導方法などを

学び，教科指導力を向上させる。

●授業計画
第１回 講義ガイダンス及び学習指導要領（国語）の解説
第２回 国語を教えるための基礎知識と授業において身につけ

させるべき学力についての解説
第３回 ⽛主体的・対話的で深い学び⽜のための指導方法（アク

ティブ・ラーニング，I C T等）
第４回 国語の評価の観点と様々な評価方法及びその活用方法

について
第５回 学習指導案の書き方と授業の進め方（模擬授業実践の

ための基礎知識）
第６回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（小説教材①における模擬

授業）
第７回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（小説教材②における模擬

授業）
第８回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（評論教材①における模擬

授業）
第９回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（評論教材②における模擬

授業）
第10回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（古文教材①における模擬

授業）
第11回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（古文教材②における模擬

授業）
第12回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（漢文教材①における模擬

授業）
第13回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（漢文教材②における模擬

授業）
第14回 入門期の教科指導の実際Ⅰ（アクティブラーニングを

中心とした模擬授業）
第15回 国語科教育法Ⅰのまとめ（講義の振り返りと理解度

チェック）

●準備学習（予習・復習等）の内容
文部科学省 中学校学習指導要領解説国語編，文部科学省 高

等学校学習指導要領解説国語編について一読しておくこと。ま
た，配布教材はファイリングし，事前渡しプリントはしっかり読
み，講義に臨むこと。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
模擬授業後の講評やアドバイスを随時行う。
学習指導案の添削については必要に応じて，また希望に応じて

行う。

●評価方法・基準
講義において指示した課題レポートの内容評価及び模擬授業な

どへの取組状況（50％），講義のまとめにおける理解度評価（50％）
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で評価する。

●履修上の留意点
教職課程を目指す強い気概と課題意識・学ぶ姿勢をもって受講

して欲しい。

●教科書
文部科学省 中学校学習指導要領解説国語編，文部科学省 高

等学校学習指導要領解説国語編
その他必要に応じてプリントを配布

●参考書
参考書・参考資料等
特になし 必要に応じて紹介する。

科 目 名 国語科教育法Ⅱ

担 当 者 上野 直幸

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
国語科教育法について，学習指導要領の目指す目標や内容を踏
まえ，様々なジャンルにおける効果的な指導法の発展的実践研究
を行い，⽛主体的・対話的で深い学び⽜を踏まえた，より高度な教
科指導力を身に付ける。
（学習目標）
１ 国語教育の現状（新学習指導要領・大学入試改革等）を踏
まえ，これからの教科指導法について理解した上で，発展
的な授業方法の実際を学び，教科指導力を身につける。

２ ⽛主体的・対話的で深い学び⽜（アクティブ・ラーニング）
を中心とした授業実践（模擬授業）から，生徒の思考力・
判断力・表現力を伸ばす授業の在り方を学ぶ。

●授業計画
第１回 講義ガイダンス及び国語教育の現状と課題について
第２回 新学習指導要領による教科指導法の在り方について
第３回 ⽛主体的・対話的で深い学び⽜のための指導方法（アク

ティブ・ラーニング，I C T等）について
第４回 教科指導の実際Ⅱ（評論教材を題材としたアクティブ

ラーニングについての講義及びグループ討議）
第５回 教科指導の実際Ⅱ（評論教材を題材とした模擬授業①

及びグループ討議）
第６回 教科指導の実際Ⅱ（評論教材を題材とした模擬授業②

及びグループ討議）
第７回 教科指導の実際Ⅱ（小説教材を題材としたアクティブ

ラーニングについての講義及びグループ討議）
第８回 教科指導の実際Ⅱ（小説教材を題材とした模擬授業①

及びグループ討議）
第９回 教科指導の実際Ⅱ（小説教材を題材とした模擬授業②

及びグループ討議）
第10回 教科指導の実際Ⅱ（古文教材を題材としたアクティブ

ラーニングについての講義及びグループ討議）
第11回 教科指導の実際Ⅱ（古文教材を題材とした模擬授業及

びグループ討議）
第12回 教科指導の実際Ⅱ（漢文教材を題材としたアクティブ

ラーニングについての講義及びグループ討議）
第13回 教科指導の実際Ⅱ（漢文教材を題材とした模擬授業及

びグループ討議）
第14回 ⽛主体的・対話的で深い学び⽜を目指す授業のための，

学習指導案の作成と効果的な評価方法の在り方
第15回 国語科教育法Ⅱのまとめ（講義の振り返りと理解度

チェック）

●準備学習（予習・復習等）の内容
配布教材をファイリングし，事前渡しプリントを熟読し講義に
臨むこと。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
模擬授業についての講評，アドバイスは随時行う。
学習指導案についての添削指導は必要に応じて，また希望に応
じて行う。

●評価方法・基準
講義において指示した課題レポート及び講義への参加姿勢の内
容評価（50％），講義のまとめにおける理解度評価（50％）で評価
する。

●履修上の留意点
教職課程を目指す強い気概と向上心をもって受講して欲しい。

●教科書
特になし 必要に応じてプリントを配布する。

●参考書
特になし 必要に応じて紹介する。
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科 目 名 英語科教育法Ⅰ

担 当 者 板東 眞一

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
英語科教員を目指すものとして身につけておくべき基礎的・基
本的な専門知識及び指導方法等について理解するとともに，演習
をとおして理論と実践の融合を図る。
（学習目標）
⑴第二言語習得理論とその活用について理解し，授業指導に生
かすことができる。

⑵各言語技能領域（聞くこと・読むこと・話すこと［やり取り・
発表］・書くこと），および複数の領域を統合した言語活動の
指導について理解し，授業指導に生かすことができる。

⑶言語知識（音声・文字・語彙，表現・文法）の指導について
理解し，授業指導に生かすことができる。

⑷指導技術（教材，ICT活用・インタラクション・ティーム
ティーチング）について理解し，授業指導に生かすことがで
きる。

⑸学習到達目標に基づく指導計画，評価の在り方について理解
し，授業指導に生かすことができる。

●授業計画
第１回 外国語教育の目的と意義（日本の外国語教育の方向性）
第２回 学習指導要領１（中学校学習指導要領）
第３回 学習指導要領２（高等学校学習指導要領）
第４回 学習指導要領３（小学校学習指導要領と小・中・高の

連携）
第５回 第二言語習得と教授法１（SLA研究の知見から）
第６回 第二言語習得と教授法２（教授法）
第７回 音声・文字及び語彙・表現指導（基本概念と指導法）
第８回 聞くことの指導（基本概念と指導法）
第９回 読むことの指導（基本概念と指導法）
第10回 話すこと【やり取り・発表】の指導（基本概念と指導

法）
第11回 書くことの指導（基本概念と指導法）
第12回 領域統合型の指導とインタラクション（基本概念と指

導法）
第13回 文法指導（基本概念と指導法）
第14回 異文化指導（基本概念と指導法）
第15回 学習のまとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
各回において課題の指示がある。原則として毎回，課題レポー
トを作成し，授業前にウェブシステム上に提出する。受講者は全
ての課題を指定された期日までに終了すること。（予習・復習各
２時間）

●事後指導・フィードバック
評価結果等については，授業中にコメントする。

●評価方法・基準
授業参加・貢献（25％），課題（25％），言語活動演習（25％），
学習のまとめ（25％）で評価する。ただし，評価の前提として全
ての課題を完了していること。

●履修上の留意点
教職を目指すものとして必要な知識・技能を身につけようとす
る真摯で能動的な姿勢が求められる。

●教科書
JACET教育問題研究会編⽝行動志向の英語科教育の基礎と実
践⽞三修社
文部科学省⽝中学校学習指導要領解説 外国語編⽞
文部科学省⽝高等学校学習指導要領解説 外国語編・英語編⽞

●参考書
文部科学省⽝小学校学習指導要領解説 外国語活動編・外国語
編⽞
その他は，授業中に適宜紹介する。

科 目 名 英語科教育法Ⅱ

担 当 者 板東 眞一

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
英語科教育法Ⅰにおける学びを活かして，英語科教員を目指す

ものとして身につけておくべき基礎的・基本的な専門知識及び指
導方法等について理解するとともに，模擬授業をとおして理論と
実践の融合を図る。
（学習目標）
⑴第二言語習得理論とその活用について理解し，授業指導に生
かすことができる。

⑵各言語技能領域（聞くこと・読むこと・話すこと［やり取り・
発表］・書くこと），および複数の領域を統合した言語活動の
指導について理解し，授業指導に生かすことができる。

⑶言語知識（音声・文字・語彙，表現・文法）の指導について
理解し，授業指導に生かすことができる。

⑷指導技術（教材，ICT活用・インタラクション・ティーム
ティーチング）について理解し，授業指導に生かすことがで
きる。

⑸学習到達目標に基づく指導計画，評価の在り方について理解
し，授業指導に生かすことができる。

●授業計画
第１回 授業計画に必要な知識１（生徒の特性，習熟度，学習

形態の工夫）
第２回 授業計画に必要な知識２（教室の使用言語，教材，

ICTの活用）
第３回 学習評価（観点別学習状況の評価，評価規準の設定，

評定への総括，言語能力の測定と評価）
第４回 授業の準備と計画１（学習到達目標，CAN-DOリスト，

年間指導計画）
第５回 授業の準備と計画２（教科用図書，授業計画）
第６回 学習指導案の作成１（標準的授業構成，基本的な作成

方法）
第７回 学習指導案の作成２（発表と相互評価，検討）
第８回 授業体験と授業観察（模範授業，先導的実践例の授業

映像視聴）
第９回 模擬授業１（聞くことの指導）
第10回 模擬授業２（話すこと［やり取り・発表］の指導）
第11回 模擬授業３（読むことの指導）
第12回 模擬授業４（書くことの指導）
第13回 模擬授業５（文法に関する指導）
第14回 模擬授業６（領域統合型の言語活動の指導）
第15回 学習のまとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
各回において課題の指示がある。原則として毎回，模擬授業の

ための学習指導案・教材を作成し，授業前にウェブシステム上に
提出する。受講者は全ての課題を指定された期日までに終了する
こと。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
評価結果等については，授業中にコメントする。

●評価方法・基準
授業参加・貢献（25％），課題（25％），模擬授業（25％），学習

のまとめ（25％）で評価する。ただし，評価の前提として全ての
課題を完了していること。

●履修上の留意点
教職を目指すものとして必要な知識・技能を身につけようとす
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る真摯で能動的な姿勢が求められる。

●教科書
JACET教育問題研究会編⽝行動志向の英語科教育の基礎と実

践⽞三修社
文部科学省⽝中学校学習指導要領解説 外国語編⽞
文部科学省⽝高等学校学習指導要領解説 外国語編・英語編⽞

●参考書
授業中に適宜紹介する。

科 目 名 数学科教育法Ⅰ

担 当 者 小形 秀雄

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
数学教育は，各学校段階で身に付けるべき基礎的・基本的内容
を重視し，それらを土台として，数学を幅広く活用する能力を高
め，物事を数学的に考察したり処理する能力が求められている。
このことから，主に中学校・高等学校の数学科として必要な教育
情報や学習指導要領・教科指導法について学び，理解を深める。
（学習目標）
１．教育課程の基盤となる学習指導要領の内容を理解する。
２．学習指導要領をもとに学習計画を立案できる。
３．学習内容に適し，実践につながる指導方法を修得する。

●授業計画
第１回 オリエンテ－ション・講義概要
第２回 中学校数学科教育の目標と内容
第３回 高等学校数学科教育の目標と内容
第４回 数学における学力調査と生徒の学力の実態
第５回 数学的な見方・考え方と評価
第６回 数学的活動に基づく学習指導の設計 －中学校数学科

の授業設計－ （ICT教育含む）
第７回 数学的活動に基づく学習指導の設計 －高等学校数学

科の授業設計－ （ICT教育含む）
第８回 数学的モデル化 －数学的モデル化とは，数学モデル

化の必要性－
第９回 代数分野に関する内容の指導上の留意点１ －数概

念，文字式－
第10回 代数分野に関する内容の指導上の留意点２ －方程

式，関数－
第11回 代数分野に関する内容の指導上の留意点３ －グラ

フ，代数分野における論証－
第12回 幾何分野に関する内容の指導上の留意点１ －初等幾

何，中学校における図形の証明－
第13回 幾何分野に関する内容の指導上の留意点２ －中学校

における図形の証明－
第14回 幾何分野に関する内容の指導上の留意点３ －高等学

校における幾何指導－
第15回 到達度チェック・まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
１．学習指導要領を熟読し，授業に対する予備知識を持つこと。
２．事前配布資料を熟読し，疑問点を調べて確認しておくこと。
３．講義後に課題に対するレポ－トに取り組むこと。
（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
課題に対するレポ－トの結果については授業内でコメントする。

●評価方法・基準
学習意欲（10％），受講態度（10％），定期試験（70％），課題等

（10％）により総合的に評価する。

●履修上の留意点
１．教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受
講する。

２．欠席，遅刻をしない。

●教科書
１．文部科学省 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説
数学編

２．文部科学省 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説
数学編 理数編

３．レジュメを毎回配布する。

●参考書
１．中学校，高等学校の数学教科書
２．岩崎秀樹・溝口達也⽝新しい数学教育の理論と実践⽞ミネ
ルヴァ書房 2019年 2800円
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科 目 名 数学科教育法Ⅱ

担 当 者 小形 秀雄

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
数学教育は，各学校段階で身に付けるべき基礎的・基本的内容

を重視し，それらを土台として，数学を幅広く活用する能力を高
め，物事を数学的に考察したり処理する能力が求められている。
数学科教育法Ⅰで学習した成果をもとに，数学科教師として必

要な，授業への心構え，授業評価のあり方，数学科教師としての
思考について学び理解を深める。
（学習目標）
１．教科指導法の基本を学び，評価の方法を理解する。
２．学習指導案（細案，略案）を作成できる。
３．学習指導案の作成を通して，実践的教科指導力を修得する。

●授業計画
第１回 微分・積分に関する内容の指導上の留意点１ －関数

の極限概念－
第２回 微分・積分に関する内容の指導上の留意点２ －高校

数学における微分－
第３回 微分・積分に関する内容の指導上の留意点３ －高校

数学における積分－
第４回 確率・統計分野の指導上の留意点１ －統計の教育課

程－ （情報機器の活用方法含む）
第５回 確率・統計分野の指導上の留意点２ －中学校の統

計－ （情報機器の活用方法含む）
第６回 確率・統計分野の指導上の留意点３ －高等学校の統

計－ （情報機器の活用方法含む）
第７回 数学教育のグロ－バル化 －数学教育の未来，国際バ

カロレアの数学，他国の数学教育－
第８回 学習指導案の作成１ －単元目標，評価規準，指導計

画，本時の目標・評価規準－
第９回 学習指導案の作成２ －展開部分，板書計画－
第10回 作成した学習指導案の批評と検討 －各自作成した指

導案の展開部分のプレゼン－
第11回 作成した学習指導案に基づいた模擬授業の実施と批評

及び検討１
第12回 作成した学習指導案に基づいた模擬授業の実施と批評

及び検討２
第13回 作成した学習指導案に基づいた模擬授業の実施と批評

及び検討３
第14回 作成した学習指導案に基づいた模擬授業の実施と批評

及び検討４
第15回 到達度チェック・まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
１．学習指導要領を熟読し，授業に対する予備知識を持つこと。
２．事前配布資料を熟読し，疑問点を調べて確認しておくこと。
３．講義後に課題に対するレポ－トに取り組むこと。
（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
課題に対するレポ－トの結果については授業内でコメントす

る。

●評価方法・基準
学習意欲（10％），受講態度（10％），定期試験（70％），課題等

（10％）により総合的に評価する。

●履修上の留意点
１．教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受

講する。
２．欠席，遅刻をしない。

●教科書
１．文部科学省 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説

数学編
２．文部科学省 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

数学編 理数編
３．レジュメを毎回配布する。

●参考書
１．中学校，高等学校の数学教科書
２．岩崎秀樹・溝口達也⽝新しい数学教育の理論と実践⽞ミネ

ルヴァ書房 2019年 2800円
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科 目 名 情報科教育法Ⅰ

担 当 者 吉本 満

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
高等学校共通教科⽛情報⽜を担当するために，必要な知識や教

授スキル等を習得することを目的とする。具体的には，学習指導
要領に基づく教科⽛情報⽜の教育目標を明確にして，指導の内容
について考察する。さらに，指導内容を最も効果的に教授するに
はどうしたら良いか，授業環境や授業計画，学習指導について具
体的に検討する。そして，これらの知識を身につけた上で，第２
学期の⽛情報科教育法Ⅱ⽜では，一人一人が模擬授業を行って教
科⽛情報⽜の授業設計を体現する。
（学習目標）
１．教科⽛情報⽜の目標と各科目の主な内容並びに全体構造を

理解し，説明することができる。
２．単元ごとのねらいを理解し，指導上のポイント・留意点な

どを説明することができる。
３．自らもコミュニケーション能力を養い，情報社会に積極的

に参画する態度を身につける。

●授業計画
第１回 ガイダンス，高等学校における情報教育の現状
第２回 現・新学習指導要領の解説，教科⽛情報⽜の取扱い内

容と科目構成等
第３回 ⽛情報の活用と表現⽜に関する指導の要点
第４回 ⽛情報通信ネットワークとコミュニケーション⽜に関

する指導の要点
第５回 ⽛情報社会の課題と情報モラル⽜に関する指導の要点
第６回 ⽛望ましい情報社会の構築⽜に関する指導の要点
第７回 ⽛情報社会の問題解決⽜に関する指導の要点
第８回 ⽛情報社会の問題解決⽜に関する指導の演習
第９回 ⽛コミュニケーションと情報デザイン⽜に関する指導

の要点
第10回 ⽛コミュニケーションと情報デザイン⽜に関する指導

の演習
第11回 ⽛コンピュータとプログラミング⽜に関する指導の要

点
第12回 ⽛コンピュータとプログラミング⽜に関する指導の演

習
第13回 ⽛情報通信ネットワークとデータの活用⽜に関する指

導の要点
第14回 ⽛情報通信ネットワークとデータの活用⽜に関する指

導の演習
第15回 教員の ICT活用能力，まとめ（ディスカッション），

課題レポート提出と要旨発表

●準備学習（予習・復習等）の内容
毎回，ミニレポート提出を課す。情報分野は常に変化しており，

新たな知識や技能を吸収するよう課題意識を持って学習に取り組
むこと。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
ミニレポート結果は次回授業，課題レポートは最終授業の要旨

発表内でコメントする。

●評価方法・基準
課題レポート（30％），各種演習・ミニレポート（50％），講義・

討議参加状況（20％）等により，総合的に評価する。
出席率が70％を下回った場合は，単位認定しない。

●履修上の留意点
教師という職業を目指すに値する態度で受講すること。

●教科書
特になし。（毎回，講義資料を配付）

●参考書
現・新高等学校学習指導要領解説・情報編（文部科学省）
高等学校情報科用教科書⽛最新社会と情報⽜（実教出版）
高等学校情報科⽛情報Ⅰ⽜教員研修用教材（文部科学省）
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科 目 名 情報科教育法Ⅱ

担 当 者 吉本 満

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
⽛情報科教育法Ⅰ⽜に引き続いて，教科⽛情報⽜を担当するため
に必要な知識や教授スキルの習得を目的とする。実際の教科指導
において行われる，一連の教授法・学習評価・教材研究など演習
や実践を通して，具体的な授業場面を想定した授業設計を体系的
に学ぶ。
（学習目標）
１．指導計画・評価方法・教授法等を理解し，学習指導案の作

成や授業設計を行う方法を身に付ける。
２．教科の指導内容について，豊富な教材研究と自主研修等に

より，専門性と指導力の基礎を高めることができる。
３．授業評価等に基づいて，授業をより良く改善していく意識

を持つことができる。

●授業計画
第１回 ガイダンス，教育課程編成の手順について
第２回 学習指導について（心構え・求められる授業・教材研

究・研修）
第３回 学習指導の計画（年間指導計画，単元指導計画，学習

指導案）
第４回 学習指導の実践（学習形態・指導の工夫・基本的な指

導技術）
第５回 学習指導の評価（観点別評価・授業評価を活かした授

業改善）
第６回 年間指導計画の作成（社会と情報）〈演習〉
第７回 学習指導案の作成 ①（目標と指導内容）〈演習〉
第８回 学習指導案の作成 ②（観点別評価）〈演習〉
第９回 教材研究の実際〈演習〉
第10回 模擬授業① ⽛情報の活用と表現⽜ 授業研究と評価

〈実践〉
第11回 模擬授業② ⽛情報通信ネットワークとコミュニケー

ション⽜ 授業研究と評価 〈実践〉
第12回 模擬授業③ ⽛情報社会の課題と情報モラル⽜ 授業研

究と評価 〈実践〉
第13回 授業の振り返りと改善〈合評〉
第14回 情報モラル教育について
第15回 情報科教育の課題と展望，まとめ（ディスカッション），

レポート・作成資料等提出

●準備学習（予習・復習等）の内容
情報分野は常に変化している。新たな知識や技能を吸収するよ

うに，常に課題意識を持って学習に取り組むこと。（予習・復習各
２時間）

●事後指導・フィードバック
演習・模擬授業評価は合評会でコメントする。

●評価方法・基準
レポート（20％），各種演習・模擬授業（70％），講義・討議参

加状況（10％）等により，総合的に評価する。
出席率が70％を下回った場合は，単位認定しない。

●履修上の留意点
⽛情報科教育法Ⅰ⽜を履修していること。

●教科書
特になし。（毎回，講義資料を配付）

●参考書
現・新高等学校学習指導要領解説・情報編（文部科学省）
高等学校情報科用教科書⽛最新社会と情報⽜（実教出版）

科 目 名 理科教育法Ⅰ

担 当 者 春日 秀夫

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
中学校・高等学校で，理科の教材研究に取り組み，実験・実習・
観察を計画した授業をデザインし，実践する力を身につけること
（学習目標）
中学校および高校理科の主に化学（粒子）・生物（生命）分野か
ら以下の具体的な教材について，教材研究の考え方，および手法
を学ぶ． また，教材を工夫し，実験観察を計画し，実践的な授業
の指導案を作成し模擬授業を行う．

●授業計画
第１回 授業オリエンテーション

中学校理科・高等学校理科 化学（粒子）・生物（生命）
分野の目標と内容・構造

第２回 理科の目標と学習指導要領，学力調査と日本の理科教育
第３回 理科授業における安全管理，実験前の注意と事故につ

いて
第４回 （化学変化と原子・分子）周期表を考える，メンデレー

フの周期表から立体周期表まで
第５回 （化学変化と原子・分子）化学反応の見せ方１ 安全を

確保した実験と化学反応式
第６回 （化学変化と原子・分子）化学反応の見せ方２ マイク

ロスケール実験の方法
第７回 （生命の連続性） 遺伝の規則性と遺伝子
第８回 （生命の連続性） DNA構造解明の歴史と DNA模

型，その教材化
第９回 （植物の世界）身のまわりの植物の観察法 校庭・公

園・森林・街路樹および ICT情報利用して．
ICT教材の作成．

第10回 化学（粒子）生物（生命）分野の学習指導案の作成
（導入・発問・実験・観察）

第11回 化学（粒子）生物（生命）分野模擬授業と相互評価１
（分解・化合と熱）

第12回 化学（粒子）生物（生命）分野模擬授業と相互評価２
（酸化・還元）

第13回 化学（粒子）生物（生命）分野模擬授業と相互評価３
（生命の連続性と遺伝）

第14回 化学（粒子）生物（生命）分野模擬授業と相互評価４
（生命の連続性と遺伝）

第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）各回の授業項目と中学校，高校で履修した関連領域を復
習し，把握しておくこと．
（復習）授業の最初に小テストを行うので，復習しておくこと．
（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
課題とするレポート，小テストの結果については授業内でコメ
ントする．

●評価方法・基準
到達度テスト，各授業時のレポート，模擬授業の取り組み， 発
表を加算して総合評価する．

●履修上の留意点
積極的な姿勢で授業に臨むこと．

●教科書
中学校理科教科書および高校教科書⽝化学基礎⽞⽝生物基礎⽞を
利用する．
中学校学習指導要領，高等学校学習指導要領（文部科学省）
中学校学習指導要領解説，高等学校学習指導要領解説 理科編

（文部科学省）

●参考書
高校教科書 ⽝生物⽞⽝化学⽞． 授業中に適宜資料を配付する．
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科 目 名 理科教育法Ⅱ

担 当 者 春日 秀夫

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
中学校・高等学校で，理科の教材研究に取り組み，実験・実習・
観察を計画した授業をデザインし，実践する力を身につけること．
探求活動の方法を身につける．
（学習目標）
中学校および高校理科のおもに地学（地球）物理（エネルギ－）
分野から以下の具体的な教材について，教材研究の考え方，およ
び手法を学ぶ。また，教材を工夫し，実験観察を計画し，実践的
な授業の指導案を作成し模擬授業を行う。ICTを利用した情報
収集とモデル操作を身につけ，効果を検証する。

●授業計画
第１回 授業オリエンテーション 中学校理科 高等学校理科

地学（地球）物理（エネルギー）分野の目標・内容・
構造

第２回 （大地の成り立ちと変化）地震波のｐ波とｓ波を観察
するモデル実験の方法

第３回 （大地の成り立ちと変化）北海道の火山と鉱物の観察
法

第４回 （地球と宇宙） 太陽 惑星 恒星 銀河
ICT機器からの情報収集とモデル化

第５回 気象とその変化） 大気中の水の変化の観察．大
気の流れのモデル実験，観察

第６回 （光・音・力による現象）光による現象の実験・観察法
第７回 （光・音・力による現象）音による現象の実験・観察法
第８回 （光・音・力による現象）力による現象の実験・観察法．
第９回 （光・音・力による現象・大地の変化）光の屈折・反射

と地球の内部構造を理解するモデル実験法
第10回 地学（地球）物理（エネルギー）分野の学習指導案

の作成 （たのしくわかる理科授業）
第11回 地学（地球）物理（エネルギー）分野の模擬授業と

相互評価１ （地震・火山）
第12回 地学（地球）物理（エネルギー）分野の模擬授業と相

互評価２ （大気中の水）
第13回 地学（地球）物理（エネルギー）分野の模擬授業と相

互評価３ （光・音による現象）
第14回 地学（地球）物理（エネルギー）分野の模擬授業と相

互評価４ （力による現象）
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）各回の授業項目と中学校，高校で履修した関連領域を復
習し，把握しておくこと．
（復習）授業の最初に小テストを行うので，復習しておくこと．
（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
課題とするレポート，小テストの結果については授業内でコメ
ントする．

●評価方法・基準
到達度テスト，各授業時のレポート，模擬授業の取り組み， 発
表を加算して総合評価する．

●履修上の留意点
積極的な姿勢で授業に臨むこと．

●教科書
中学校理科教科書・高校教科書⽝物理基礎⽞⽝地学基礎⽞を利用
する。
中学校学習指導要領，高等学校学習指導要領（文部科学省）
中学校学習指導要領解説，高等学校学習指導要領解説 理科編

（文部科学省）

●参考書
高校教科書 ⽝物理⽞⽝地学⽞． 授業中に適宜資料を配付する．

科 目 名 道徳教育指導論

担 当 者 鈴木 康裕

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １・２部１年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
道徳教育は，人間が本来もっているよりよく生きたいという願
いやよりよい生き方を求め実践する人間の育成を目指し，その基
盤となる道徳性を養う教育活動である。そうした道徳の意義や原
理等を踏まえ，学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育及びそ
の要となる道徳科の目標や内容，指導計画等を理解し，教材研究
や学習指導案の作成，模擬授業等を通して実践的な指導力を身に
付ける。また，グループ学習，グループディスカッションや問題
解決的な学習等アクティブラーニングを積極的に取り入れなが
ら，教員としての資質能力の向上を目指す。
（学習目標）
１ 道徳の意義や原理等を踏まえ，学校における道徳教育の目
標や内容を理解する。

２ 学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育及びその要とな
る道徳科における指導計画や指導方法を理解する。

●授業計画
第１回 オリエンテーション及び道徳教育の意義，道徳教育の

現状と課題
第２回 道徳教育の歴史及び道徳教育の理論
第３回 道徳教育の実際１（道徳教育と道徳科の目標及び道徳

科の内容）
第４回 道徳教育の実際２（指導計画の作成及び道徳科の特質

と学習指導案）
第５回 道徳教育の実際３（学習指導の多様な展開及び道徳科

に生かす教材と現代的課題の指導）
第６回 道徳教育の実際４（道徳科の評価及び教材開発の創意

工夫と家庭や地域社会との連携）
第７回 道徳授業の実際１（読み物資料⽝銀色のシャープペン

シル⽞の模擬授業）
第８回 道徳授業の実際２（読み物資料⽝足袋の季節⽞の模擬

授業と授業改善の視点）
第９回 学習指導案の研究と作成１（読み物教材による研究）
第10回 学習指導案の研究と作成２（読み物教材による研究結

果から指導案作成）
第11回 学習指導案の研究と作成３（視聴覚教材と新聞教材に

よる研究）
第12回 学習指導案の研究と作成４（視聴覚教材による研究結

果から指導案作成）
第13回 学習指導案の研究と作成５（新聞教材による研究結果

から指導案作成）
第14回 学習指導案の研究発表と意見交流
第15回 道徳教育のまとめと展望

●準備学習（予習・復習等）の内容
日頃から新聞報道，書籍等を通して身近な教育問題に関心をも
つとともに，課題意識をもって講義に臨む。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
講義終了後に適宜求める課題レポートは，次回の講義に提出す
る。

●評価方法・基準
試験50％，課題レポート30％，学習態度・発表20％

●履修上の留意点
教育への様々な課題意識をもって講義に臨んでほしい。

●教科書
中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別の教科 道徳
編

●参考書
参考資料は，適宜配布する。
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科 目 名 総合的な学習の時間の指導

担 当 者 日下部憲一

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
総合的な学習の時間は，探究的な見方・考え方を働かせ，横断

的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を解決し，
自己の生き方を考えていくための資質・能力の育成を目指すもの
である。
各教科等で育まれる見方・考え方を総合的に活用して，広範な

事象を多様な角度から俯瞰して捉え，実社会・実生活の課題を探
究する学びを実現するために，指導計画の作成および具体的な指
導の仕方，並びに学習活動の評価に関する知識・技能を身に付け
る。
また，新学習指導要領が目指すアクティブ・ラーニングを位置

づけた授業観の研究を深め，教員としての資質・実践的な指導力
の向上を図る。
（学習目標）
１ 総合的な学習の時間の意義や，各学校において目標及び内

容を定める際の考え方を理解する。
１）総合的な学習の時間の意義と教育課程において果たす

役割について，教科を越えて必要となる資質・能力の
育成の視点から理解している。

２）学習指導要領における総合的な学習の時間の目標並び
に各学校において目標及び内容を定める際の考え方や
留意点を理解している。

２ 総合的な学習の時間の指導計画作成の考え方を理解し，そ
の実現のために必要な基礎的な能力を身に付ける。
１）各教科等との関連性を図りながら総合的な学習の時間

の年間指導計画を作成することの重要性と，その具体
的な事例を理解している。

２）主体的・対話的で深い学びを実現するような，総合的
な学習の時間の単元計画を作成することの重要性とそ
の具体的な事例を理解している。

３ 総合的な学習の時間の指導と評価の考え方および実践上の
留意点を理解する。
１）探究的な学習の過程及びそれを実現するための具体的

な手立てを理解している。
２）総合的な学習の時間における児童及び生徒の学習状況

に関する評価の方法及びその留意点を理解している。

●授業計画
第１回：オリエンテーション及び総合的な学習の時間の意義等

１）総合的な学習の時間の意義
２）総合的な学習の時間の特質と教育課程

第２回：総合的な学習の時間の目標と内容
１）総合的な学習の時間の目標
２）各学校において定める目標と内容

第３回：総合的な学習の時間の指導計画の作成１
１）指導計画作成の考え方
２）探究課題の解決と資質・能力の育成
３）考えるための技法活用の在り方
４）全体計画と年間指導計画の作成

第４回：総合的な学習の時間の指導計画の作成２
１）⽛主体的・対話的で深い学び⽜を位置付けた単元計
画の在り方

２）特徴がある単元計画の具体例
第５回：総合的な学習の時間の学習指導１

１）学習指導の基本的な考え方
２）探究的な学習の過程における⽛主体的・対話的で

深い学び⽜
第６回：総合的な学習の時間の学習指導２

１）探究的な学習の指導の在り方
２）他者と協働して主体的に取り組む学習活動

第７回：総合的な学習の時間の評価
１）学習評価の充実
２）生徒の学習状況の評価
３）教育課程の評価

第８回：総合的な学習の時間のまとめと展望
１）総合的な学習の時間に求められる資質・能力の育

成
２）各教科等との関連を生かした授業づくり
３）探究課題を自己の生き方につなげる授業づくり

●準備学習（予習・復習等）の内容
日頃から新聞，書籍，身近な出来事等に関心を持つとともに，

毎回１時間程度の予習復習を行い常に課題意識をもち授業に臨
む。また，授業後適宜課す課題レポート等は指定された期日に必
ず提出すること。

●事後指導・フィードバック
授業内容を整理したり，より理解を深めるために課題レポート

等を課す。個人及び共同研究でまとめた課題レポート等の評価は
授業内でコメントする。

●評価方法・基準
課題レポート等（50％）及び学習態度・発表（50％）をベース

に評価する。

●履修上の留意点
教育への様々な課題意識をもって授業に臨んでほしい。

●教科書
文部科学省 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総合

的な学習の時間編（東山書房）

●参考書
特になし。授業ごとに学習シートを使用する。また，適宜資料

等を配付する。
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科 目 名 特別支援教育概論

担 当 者 石塚 誠之

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
本授業の目的は，様々な障害のある幼児，児童及び生徒，特に

発達障害のある幼児，児童及び生徒，母国語や貧困の問題等のあ
る幼児，児童及び生徒らを特別の教育的ニーズの対象者とし，彼
らの学習上及び生活上の困難を理解しながら，個別の教育的ニー
ズに対して，学校内外と連携を取り組織的に対応するために必要
な知識と支援方法の理解を深めることである。
（学習目標）
⑴特別の教育的ニーズのある幼児，児童及び生徒の生活上及び
学習上の困難を理解できる。

⑵個別の教育的ニーズに対応するための知識と支援方法を理
解できる。

⑶学校内外と連携し，組織的対応の必要性と意義について理解
できる。

●授業計画
第１回：講義のガイダンス ～特別の教育的ニーズ論とは？～
第２回：特別支援学校における特別の支援を必要とする幼児，

児童及び生徒
第３回：⽛通級による指導⽜の教育課程と⽛自立活動⽜の関連
第４回：個別の教育支援計画・個別指導計画の作成
第５回：障害のある幼児，児童及び生徒らの保護者支援のあり

方と支援体制の構築
第６回：インクルーシブ教育推進と特別の教育的ニーズのある

幼児，児童及び生徒
第７回：発達障害の障害特性と心身の発達
第８回：まとめと確認

●準備学習（予習・復習等）の内容
講義内容に関連するキーワードを含む参考文献・研究論文等を

探し，事前に目を通しておくこと（１時間）

●事後指導・フィードバック
講義の後半に理解度を確認する小テストを実施し，その回答に

ついて授業内でコメントする。また理解を深める資料等を紹介す
る。

●評価方法・基準
筆記試験80％，小レポート（20％）で評価する。

●履修上の留意点
特になし

●教科書
特になし。資料は PPT等で提示する。

●参考書
１）特別支援学校学習指導要領解説自立活動編（幼稚部・小学

部・中学部・高等部） 海文堂出版 （2015）
２）教育臨床心理学 小林重雄（編）， 緒方明子（著）， 前

川久男（著）コレール社 （2004）
３）生徒指導提要 教育図書（2011）

科 目 名 教育課程論

担 当 者 五十嵐素子

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
本授業のテーマは，中等教育に焦点を当てながら学習指導要領

を基準として各学校において編成される教育課程について，その
意義や編成の方法を理解するとともに，各学校の実情に合わせて
カリキュラム・マネジメントを行うことの意義を理解することで
ある。
近年，各学校が自主的に教育課程を編成するなど教育の多様

化・特色化が求められており，教育課程は生徒や地域の実態を踏
まえて検討される事が望まれている。本授業は中等教育に焦点を
当てながら学習指導要領の変遷とその社会的背景を理解し，また
教育課程編成の方法を学びながら，今日の北海道の学校教育にお
ける教育課程の課題について検討していく。
（学習目標）
１．学校教育において教育課程が有する役割・機能・意義を理

解する。
２．教育課程編成の基本原理及び学校の教育実践に即した教育

課程編成の方法を理解する。
３．教科・領域・学年をまたいでカリキュラムを把握し，学校

教育課程全体をマネジメントすることの意義を理解する。

●授業計画
第１回 教育課程をめぐる状況：学習指導要領と教育課程編成

の目的
第２回 現代日本の教育課程の変遷⑴：戦後～50年代の社会的

背景と学習指導要領
第３回 現代日本の教育課程の変遷⑵：60年代の社会的背景と

学習指導要領
第４回 現代日本の教育課程の変遷⑶：70年代の社会的背景と

学習指導要領
第５回 現代日本の教育課程の変遷⑶：80年代の社会的背景と

学習指導要領
第６回 現代日本の教育課程の変遷⑷：90年代の社会的背景と

学習指導要領
第７回 現在の学習指導要領の内容と改訂の社会的背景
第８回 次期の学習指導要領の内容と改訂の社会的背景
第９回 教育課程の編成の基本原理
第10回 カリキュラム・マネジメントの意義と考え方
第11回 教育課程編成の視点：現代的課題に向けて
第12回 教育課程編成の実際：北海道の事例から
第13回 カリキュラム評価の基本的な考え方
第14回 教育課程を改善する視点：北海道の教育に向けて
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
予習として該当するテキストの部分を読み，わからない部分に

ついて明確にしておくこと（２時間）。復習として参考書や配布
資料を読んで確認し，関連するカリキュラム改革の動行について
情報収集すること（２時間）。

●事後指導・フィードバック
課題の結果については講義内でコメントする。

●評価方法・基準
定期試験（80％）と課題又は小テスト（20％）によって総合的

に判断する。

●履修上の留意点
講義には積極的に参加すること。
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●教科書
・⽛中学校学習指導要領（平成29年告示）⽜⽛中学校学習指導要領
解説 総則編（平成29年告示）⽜を購入しておくこと（高等学
校の免許のみの取得者も必ず購入すること）。

・参考書等を用いる場合には，初回に指示する。適時，参考書
を参照したり，資料を配付する。

●参考書
・田中耕治・水原克敏・三石初雄・西岡加名恵（著）⽝新しい
時代の教育課程（第４版）⽞有斐閣， 2018年，1,995円

・山内紀幸（編著）⽝教育課程論⽞一藝社，2013年，2374円
・⽛高等学校学習指導要領⽜⽛高等学校学習指導要領解説 総則
編⽜⽛生徒指導提要⽜を用いるので事前に購入するか，文部科
学省のウエブサイトからダウンロードしておくこと。ほか
⽛言語活動の充実に関する指導事例集⽜や⽛教育の情報化に関
する手引⽜⽛教育実習の手びき⽜など随時指示するので準備し
て欲しい。

科 目 名 特別活動の指導

担 当 者 山下 薫

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
特別活動は，学校における様々な構成の集団での活動を通して，

課題の発見や解決を行い，よりよい集団や学校生活を目指して
様々に行われる活動の総体である。学校教育全体における特別活
動の意義を理解し，⽛人間関係形成⽜・⽛社会参画⽜・⽛自己実現⽜の
三つの視点や⽛チームとしての学校⽜の視点を持つとともに，学
年の違いによる活動の変化，各教科等との往還的な関連，地域住
民や他校の教職員と連携した組織的な対応等の特別活動の特質を
踏まえた指導に必要な知識や素養を身に付ける。
（学習目標）
（学習目標）
特別活動の意義，目標及び内容を理解する。
（到達目標）
１．学習指導要領における特別活動の目標及び主な内容を理解

している。
２．教育課程における特別活動の位置付けと各教科等との関連

を理解している。
３．学級活動・ホームルーム活動の特質を理解している。
４．児童会・生徒会活動，クラブ活動，学校行事の特質を理解

している。

●授業計画
第１回 オリエンテーション，特別活動の特質と機能について
第２回 特別活動は人なり，ということについて
第３回 社会の変化と特別活動の役割について
第４回 学習指導要領における特別活動の扱いについて
第５回 特別活動の指導計画について
第６回 ホームルーム活動の重点について
第７回 生徒会活動の重点について
第８回 学校行事の重点について
第９回 LHRの展開例①ホームルームづくりへの参画につい

て
第10回 LHRの展開例②仲間づくりについて
第11回 LHRの展開例③人生と職業について
第12回 LHRの展開例④ボランティア活動について
第13回 課外活動指導（クラブ，部活動等）の留意点について
第14回 特別活動の評価について
第15回 まとめと到達度チェックについて

●準備学習（予習・復習等）の内容
現在，子供たちは，どのような問題を抱えているか，調べる。

（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
講義感想文・小テストなどの講評を授業内でコメントする。

●評価方法・基準
出席状況・課題レポート・学習姿勢等 40％，到達度チェック

60％

●履修上の留意点
特になし

●教科書
特に指定しない。授業毎に資料を配布する。

●参考書
中学校及び高等学校学習指導要領解説⽛特別活動編⽜
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科 目 名 教育方法論

担 当 者 後藤 聡

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
これからの社会を担う子どもたちに求められる資質，能力を育

成するために必要な教育の方法，技術，情報機器及び教材の活用
がテーマである。
教師として理解しておく，あるいは身につけておくべき主体的

で対話的な深い学びを含む教育方法，学習指導理論，授業分析，
学習結果の測定と評価，学習指導案の作成や話法などの指導技術
について解説する。さらに，情報機器を活用した効果的な授業や
情報活用能力の育成を実現するため，パーソナルコンピュータを
中心として教育メディアを活用した教材作成と授業実践の方法，
技術などを提供する。
授業では，一方的な講義で知識の伝達に終始することなく，既

存の研究結果などを考察することにより思考力を高めさせ，双方
向の学習，協働学習などのアクティビティを活用して学生自身の
主体的で対話的な学びが実現できるように展開する。学習指導理
論については，学生自身が模擬的にそれらの授業を体感できるよ
うな実践も導入する。以上の結果を記述させ，課題として提出さ
せて評価する。
（学習目標）
到達目標は以下である。
１．教育方法の基礎的理論と実践を理解すること。
２．これからの社会を担う子どもたちに求められる資質，能力

を育成するために必要な教育方法の在り方（主体的で対話
的な深い学びの実現など）を理解すること。

３．学級，児童・生徒，教員，教室，教材など授業を構成する
基礎的な要件を理解すること。

４．学習結果の測定と評価の基礎的な考え方を理解すること。
５．学習指導理論を踏まえて，目標・内容，教材・教具，授業

展開，学習形態，評価規準等の視点を含めた学習指導案の
作成について理解すること。

６．子どもたちの興味，関心を高めたり課題を明確につかませ
たり学習内容を的確にまとめさせたりするために，教育メ
ディアを活用して効果的に教材等を作成，提示する方法を
理解すること。

●授業計画
第１回 ガイダンス
第２回 学習指導の組織形態：一斉学習・小集団学習・個別学

習
第３回 学習活動の違いによる学習指導法：講義法・討議法・

問答法・実験法・視聴覚法
第４回 学習指導理論⑴：有意味受容学習・概念地図法・発見

学習
第５回 学習指導理論⑵：自己調整学習・ジグソー学習・仮説

実験授業
第６回 学習指導理論⑶：問題解決学習・プロジェクト学習・

系統学習
第７回 小集団学習のための学習指導理論：習熟度別学級編

成・バズ学習・互恵的学習
第８回 個別化を図る学習指導理論⑴：完全習得学習・プログ

ラム学習
第９回 個別化を図る学習指導理論⑵：適正処遇交互作用・オー

プンエデュケーション・TT
第10回 学習結果の測定方法
第11回 教育評価：対象・種類・方法
第12回 授業分析の方法
第13回 教育メディアの活用法と教材作成
第14回 授業の構成要素と学習指導案

第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
事前の準備は必要ない。事後の復習を求める。
授業中・後の課題を提出すること。提出なき場合は成績に加点

されない。（以上について４時間程度）

●事後指導・フィードバック
授業中における授業と関連する事項への記述，授業後の授業内

容に関する課題を実施して理解度を把握し，必要に応じて受講者
へ還元する。

●評価方法・基準
筆記試験（70％）・提出課題（30％）による。
ただし，受講態度により減点することがある。
課題出題数の半分以上を提出しないと単位を与えない。

●履修上の留意点
私語，授業に関係ない物の使用を厳禁とする。
教員免許を取得するという責任を自覚して，学習に取り組む姿

勢や受講態度に反映させること。

●教科書
指定しない。授業時に資料を配布する。

●参考書
授業中に紹介する。
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科 目 名 生徒指導
生徒・進路指導論

担 当 者 山下 薫

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
（生徒指導）生徒指導は，一人一人の児童及び生徒の人格を尊重
し，個性の伸長を図りながら，社会的資質や行動力を高めること
を目指して教育活動全体を通じ行われる，学習指導と並ぶ重要な
教育活動である。他の教職員や関係機関と連携しながら組織的に
生徒指導を進めていくために必要な知識・技能や素養を身に付け
る。
（進路指導）進路指導は，児童及び生徒が自ら，将来の進路を選
択・計画し，その後の生活によりよく適応し，能力を伸長するよ
うに，教員が組織的・継続的に指導・援助する過程であり，長期
的展望に立った人間形成を目指す教育活動である。それを包含す
るキャリア教育は，学校で学ぶことと社会との接続を意識し，一
人一人の社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能
力を育むことを目的としている。進路指導・キャリア教育の視点
に立った授業改善や体験活動，評価改善の推進やガイダンスとカ
ウンセリングの充実，それに向けた学校内外の組織的体制に必要
な知識や素養を身に付ける。
（学習目標）
（生徒指導）生徒指導の意義や原理を理解する。
１．教育課程における生徒指導の位置付けを理解している。
２．各教科・道徳教育・総合的な学習の時間・特別活動におけ

る生徒指導の意義や重要性を理解している。
３．集団指導・個別指導の方法原理を理解している。
４．生徒指導体制と教育相談体制それぞれの基礎的な考え方と

違いを理解している。

（進路指導）進路指導・キャリア教育の意義や原理を理解する。
１．教育課程における進路指導・キャリア教育の位置付けを理

解している。
２．学校の教育活動全体を通じたキャリア教育の視点と指導の

在り方を例示することができる。
３．進路指導・キャリア教育における組織的な指導体制及び家

庭や関係機関との連携の在り方を理解している。

●授業計画
第１回 オリエンテーション，社会環境と教育について
第２回 生徒理解と指導上の諸問題について
第３回 生徒指導の進め方について
第４回 生徒指導の組織と計画について
第５回 反社会的行動・非社会的行動への対応と指導①（早期

発見と早期対応，喫煙・飲酒，薬物乱用，暴力行為に
ついて）

第６回 反社会的行動・非社会的行動への対応と指導②（いじ
め，インターネット，携帯電話，性，自殺，児童虐待
について）

第７回 安全教育と危機管理について
第８回 進路指導とキャリア教育（意義の理論について）
第９回 進路指導の計画と方針について
第10回 ⽛生き方⽜と人生設計①（学習指導要領に関して）
第11回 ⽛生き方⽜と人生設計②（進路相談について）
第12回 職業観に関する指導（ガイダンスとしての指導につい

て）
第13回 自己理解への指導と援助（カウンセリングとしての指

導について）
第14回 学校・家庭・地域・関係機関との連携について
第15回 まとめと到達度チェックについて

●準備学習（予習・復習等）の内容
内容の論点を整理し，重要事項をチェックし，必要に応じてノー

トを取り理解に努めること。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
講義感想文・小テストなどの講評を授業内でコメントする。

●評価方法・基準
出席状況・課題レポート・学習姿勢など 40％，到達度チェッ

ク 60％

●履修上の留意点
特になし

●教科書
特に指定しない。授業毎に資料を配布する。

●参考書
文部科学省⽛生徒指導提要⽜
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科 目 名 教育相談

担 当 者 川俣 智路

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
いじめ，授業に参加できない，不登校と子どもの心の危機を示

す問題は減ることはなく，深刻化している。教員の業務の中心は
授業であるが，それに加えて日本の教員は授業以外のさまざまな
教育活動に従事することとなる。たとえば，いじめ問題，自殺を
はじめとするメンタルヘルスの問題，不登校，支援ニーズのある
児童・生徒への対応，不安定な家庭環境を持つ児童・生徒への対
応など，様々な課題と向き合って対応を考えていかなければなら
ない。
本講義ではいじめ問題への対応，不登校の児童・生徒とその保

護者への対応，発達に偏りがある児童・生徒とその保護者への対
応，授業，行事などの学習の場においてサポートが必要な児童・
生徒とその保護者へに対応，家庭環境が不安定な児童・生徒とそ
の保護者への対応について学ぶ。また，こうした対応のためにカ
ウンセリングの基礎的技法，児童・生徒の能力や性格を理解する
アセスメント能力，児童・生徒やその保護者の情報を共有し，対
応を考える事例検討能力，支援ニーズのある児童・生徒への対応
方法，不安定な養育体験が背景にある児童・生徒の理解と対応方
法，教室を過ごしやすい環境に改善するための知識，技術などに
ついて，身に付けることを目的とする。
講義の中では自分自身で考察する，体験的に学ぶ時間が用意さ

れているので，理論はもちろんのこと，こうしたワークを通じて
理論や技法を理解することが求められる。
（学習目標）
○いじめ，自殺，不登校等，子どものたちの心の危機への理解
を深める。

○学習参加の保障，学習支援の理論と方法について理解する。
○特別支援教育，スクール・ソーシャルワーク等，学校を超え
た視点と方法についても理解する。

●授業計画
第１回 教育相談とは何か
第２回 子どもの心と発達
第３回 聴き取ること～模擬カウンセリング～
第４回 相談を受けるとは？
第５回 いじめについて考える
第６回 不登校について考える
第７回 特別支援教育について考える
第８回 特別支援教育の実践
第９回 児童虐待とスクール・ソーシャルワーク
第10回 スクールカウンセラーの仕事とは
第11回 担任としての教育相談
第12回 授業での学びを支援する
第13回 事例検討の方法
第14回 やってみよう模擬事例検討
第15回 まとめのワーク

●準備学習（予習・復習等）の内容
毎回，事前に確認しておく資料やWebサイトを提示しますの

でしっかり確認してきてください。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
毎回授業終了時に大福帳を記入して，それに対してフィード

バックを実施します

●評価方法・基準
定期考査（５割），３回のワークへの参加と報告（５割）で評価

を行います。

定期考査は知識を問う問題を50％，事例に関して検討する問題
を50％出します。

●履修上の留意点
欠席した場合には，代替の課題を提出する必要があります。

●教科書
毎回資料を配付しますので，特に配布しません。

●参考書
⽝児童生徒理解のための教育心理学⽞ ナカニシヤ出版 2013年
⽝ガイドライン学校教育心理学⽞ ナカニシヤ出版 2016年
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（地理）

担 当 者 菊地 達夫

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
本科目は，中学校社会科地理・高等学校地理歴史科地理におけ
る地理的な指導や授業改善を行い実践的（学習指導案作成・模擬
授業）に学習する。
（学習目標）
１．地理（社会科）授業の単元構造について理解できる
２．地理的な指導（地図・日本の諸地域学習）について理解で
きる

３．地理授業の分析や改善の視点について理解できる

●授業計画
第１回 オリエンテーション（授業の目標，展開，評価などの

理解）
第２回 地理（社会科）授業の良さとは何か
第３回 地理授業の分析や改善の在り方について（模擬授業の

実施をふまえ）
第４回 中学校地理授業の方法について
第５回 高校地理授業の方法について
第６回 基本となる地理的な指導技術について
第７回 日本の諸地域学習（九州地方の指導の在り方）
第８回 日本の諸地域学習（中国・四国地方の指導の在り方）
第９回 日本の諸地域学習（近畿地方の指導の在り方）
第10回 日本の諸地域学習（中部地方の指導の在り方）
第11回 日本の諸地域学習（関東地方の指導の在り方）
第12回 日本の諸地域学習（東北地方の指導の在り方）
第13回 日本の諸地域学習（北海道地方の指導の在り方）
第14回 日本の諸地域学習（地域構造の指導の在り方）
第15回 まとめ（地図指導と日本の諸地域学習の指導の在り方）

●準備学習（予習・復習等）の内容
中学校社会科地理的分野（地図・地域調査・日本の諸地域）や
高等学校地理歴史科地理（地図・地域調査）に関する学習指導要
領解説の内容について熟読しておくこと。（１時間）

●事後指導・フィードバック
提出物・課題，模擬授業の結果は，返却の際，講評・補足解説
を行う。

●評価方法・基準
提出物（学習指導案他）50％ 作業課題（自己・他者の授業分
析）30％ 参加意欲・受講態度20％

●履修上の留意点
日本の諸地域学習は，原則，輪番制の模擬授業（学習指導案作
成）に基づく。なお，人数の状況によっては，協同授業を求める
場合もある。詳細は，受講者数や中学校社会科・高等学校地理歴
史科の免許状の取得（予定）状況によって決定する。※適宜，関
係する公開授業の案内も行う。

●教科書
平成29年告示⽝中学校学習指導要領解説社会編⽞東洋館出版社
平成30年告示⽝高等学校学習指導要領解説地理歴史編⽞東洋館
出版社

●参考書
北俊夫・向山行雄（2014）：⽝新社会科授業研究の進め方ハンド
ブック⽞明治図書
吉水祐也編（2018）：⽝地理が苦手な先生のための中学社会地理
的分野の実践＆授業モデル⽞明治図書
地理教育研究会編（2014）：⽝地理授業で使いたい教材資料⽞清
水書院
日本社会科教育学会編（2008）：⽝社会科授業力の開発 中学校・
高等学校編⽞明治図書
全国社会科教育学会編（2007）：⽝中学校・高校の優れた社会科
授業の条件⽞明治図書

科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（地理）

担 当 者 菊地 達夫

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
本科目は，中学校社会科地理・高等学校地理歴史科地理におけ
る地理的な指導や授業改善を行い実践的（学習指導案作成・模擬
授業）に学習する。
（学習目標）
１．地理的な指導（地理的主題・世界の諸地域学習）について
理解できる

２．地理授業の分析や改善の視点について理解できる

●授業計画
第１回 オリエンテーション（授業の目標，展開，評価などの

理解）
第２回 系統地理の指導の在り方（自然環境）
第３回 系統地理の指導の在り方（歴史的背景）
第４回 系統地理の指導の在り方（産業）
第５回 系統地理の指導の在り方（人口・都市村落）
第６回 系統地理の指導の在り方（環境問題・環境保全）
第７回 系統地理の指導の在り方（生活文化）
第８回 系統地理の指導の在り方（他地域との結びつき）
第９回 世界の諸地域学習（ヨーロッパ）
第10回 世界の諸地域学習（アフリカ）
第11回 世界の諸地域学習（北アメリカ）
第12回 世界の諸地域学習（南アメリカ）
第13回 世界の諸地域学習（オセアニア）
第14回 世界の諸地域学習（アジア）
第15回 まとめ（系統地理と世界の諸地域学習の指導の在り方）

●準備学習（予習・復習等）の内容
中学校社会科地理的分野（世界地誌）と高等学校地理歴史科地
理（系統地理・地誌）に関する学習指導要領解説の内容を熟読し
ておくこと。（１時間）

●事後指導・フィードバック
提出物・課題，模擬授業の結果は，返却の際，講評・補足解説
を行う。

●評価方法・基準
提出物（学習指導案他）50％ 作業課題（自己・他者の授業分
析）30％ 参加意欲・受講態度20％

●履修上の留意点
第２回～第14回の授業は，輪番制の模擬授業（学習指導案作成）
に基づく。なお，人数の状況によっては，協同授業を求める場合
もある。進め方は，受講者数，中学校社会科・高等学校地理歴史
科の免許状の取得（予定）状況によって決定する。
適宜，関係する公開授業の案内も行う。

●教科書
平成29年告示⽝中学校学習指導要領解説社会編⽞東洋館出版社
平成30年告示⽝高等学校学習指導要領解説地理歴史編⽞東洋館
出版社

●参考書
北俊夫・向山行雄（2014）：⽝新社会科授業研究の進め方ハンド
ブック⽞明治図書
吉水祐也編（2018）：⽝地理が苦手な先生のための中学社会地理
的分野の実践＆授業モデル⽞明治図書
地理教育研究会編（2014）：⽝地理授業で使いたい教材資料⽞清
水書院
日本社会科教育学会編（2008）：⽝社会科授業力の開発 中学校・
高等学校編⽞明治図書
全国社会科教育学会編（2007）：⽝中学校・高校の優れた社会科
授業の条件⽞明治図書
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（日本史）

担 当 者 米田 裕

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
教育実習に臨む上での基礎・基本を学ぶとともに，実習に向け

て教科指導力（わかる授業の展開）の向上を目指す。
（学習目標）
学校現場の実際について理解するとともに，教材研究・教材づ

くりを通して，日本史教員としての専門性を高め授業の実践力，
教師としての資質向上と教科指導力を育成する。

●授業計画
第１回 ガイダンス 授業の進め方の確認
第２回 教育実習の目的と意義，内容と方法・心構えについて
第３回 学校現場の実際（教師集団と生徒理解，コミュニケー

ション力の必要性）について
第４回 日本史の授業観察の視点・方法と実践
第５回 日本史の授業づくりの方法と準備（教材の収集と活用）
第６回 模擬授業実施に向けての説明と準備
第７回 模擬授業１ （古代史分野 ①）
第８回 模擬授業２ （古代史分野 ②）
第９回 模擬授業３ （中世史分野 ①）
第10回 模擬授業４ （中世史分野 ②）
第11回 模擬授業５ （近世史分野 ①）
第12回 模擬授業６ （近世史分野 ②）
第13回 模擬授業７ （近代・現代史分野 ①）
第14回 模擬授業８ （近代・現代史分野 ②）
第15回 模擬授業で学べたことの整理と考察・評価，反省

●準備学習（予習・復習等）の内容
受講生は模擬授業の範囲について，高校の教科書や資料集等関

連する単元を事前に学習する。（１時間）

●事後指導・フィードバック
・模擬授業終了後，受講生による合評会の実施
・模擬授業終了後，受講生による授業観察表（項目別評価・講
評）の提出

●評価方法・基準
・模擬授業の実施（学習指導案作成）（80％）
・学習指導案の提出（模擬授業以外の学習指導案：２時間分）
・上記条項及び出席状況により評価する。（20％）
・出席率は80％以上とする。

●履修上の留意点
教職を志望するものとして，強い意欲と自覚を持ち，積極的な

姿勢で受講すること。

●教科書
山川出版社 ⽛詳説 日本史Ｂ 改訂版⽜（受講生準備）。
山川出版社 ⽛詳説 日本史図録 第７版⽜（受講生準備）。
講義用プリント・資料，模擬授業の学習指導案はそのつど配布

する。

●参考書
講義時に適宜紹介，配布する。

科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（日本史）

担 当 者 米田 裕

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
―わかる授業―の展開
学習指導案（授業案）の作成と実践的模擬授業の実際。

（学習目標）
教育実習実践指導Ⅰの履修を基に，さらに教師としての資質を

向上させるとともに，日本史の教員としての専門性を高め，授業
の実践力・教科指導力を育成する。

●授業計画
第１回 ガイダンス 授業の進め方の確認
第２回 模擬授業の説明と実際
第３回 模擬授業１ （原始・古代史分野①）
第４回 模擬授業２ （原始・古代史分野②）
第５回 模擬授業３ （原始・古代史分野③）
第６回 模擬授業４ （中世・近世史分野①）
第７回 模擬授業５ （中世・近世史分野②）
第８回 模擬授業６ （中世・近世史分野③）
第９回 模擬授業７ （近代・現代史分野①）
第10回 模擬授業８ （近代・現代史分野②）
第11回 模擬授業９ （近代・現代史分野③）
第12回 模擬授業10 （テーマ史① 北海道史）
第13回 模擬授業11（テーマ史② 文化史・女性史）
第14回 模擬授業12 （テーマ史③ 外交史）
第15回 模擬授業で学べたことの整理と考察・評価ならびに今

後に向けての実践的研究
※模擬授業の進め方は，受講生と調整の上，決定する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
受講生は模擬授業の範囲について，高校の教科書や資料集等関

連する単元を事前に学習する。（１時間）

●事後指導・フィードバック
・模擬授業終了後，受講生による合評会の実施
・模擬授業終了後，受講生による授業観察表（項目別評価・講
評）の提出

●評価方法・基準
・模擬授業の実施（学習指導案作成）（80％）
・学習指導案の提出（模擬授業以外の学習指導案：２時間分）
・上記条項及び出席状況により評価する。（20％）
出席率は80％以上とする。

●履修上の留意点
教職を志望するものとして，強い意欲と自覚を持ち，積極的な

姿勢で受講すること。

●教科書
山川出版社 ⽛詳説 日本史Ｂ 改訂版⽜（受講生準備）。
山川出版社 ⽛詳説 日本史図録 第７版⽜（受講生準備）。
講義用プリント・資料，模擬授業の学習指導案はそのつど配布

する。

●参考書
講義時に適宜紹介，配布する。
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（政経）

担 当 者 後藤 哲

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
教員養成コア・カリキュラムに沿って講義で学んだ教育理論を

分析，改善点を見付け，理論と実践による模擬実習体験を通し，
学習指導力・生徒指導力・コーディネート力・マネジメント力の
４つ教育実践力をバランスよく身につけ，総合的な実践的指導力
に高める。教える側の体験を基に教職への意欲を喚起し，理論と
実践との往還による力量形成を図る。
（学習目標）
教育の根本原理と実践を理解し，適切に教育実習を進める能力

の育成と振り返りができる。反省的で創造的な教員を目指し，自
身をコントロール，自らを高めていくセルフマネジメントについ
て理解する。

●授業計画
第１回 教育に対する使命感・責任感と豊かな人間性
第２回 教員としての教養（コミュニケーション力と対人関係）
第３回 学校組織の仕組み（学校経営と学級経営の理解）
第４回 教職員の職務と役割（コンプライアンス）
第５回 生徒の発達段階とその特徴（学習状況の適切な把握）
第６回 教科指導・授業の意義と考え方（社会科・公民科学習

指導のあり方）
第７回 学習指導計画・学習指導案のねらいと・内容・書き方
第８回 教材研究の進め方 ICTの積極的な活用
第９回 教師としての言葉遣い・話し方・聴き方
第10回 授業展開の工夫・教科横断的カリキュラム
第11回 板書の方法・発問と指名のポイントと実践
第12回 観点別評価の実際
第13回 アクティブ・ラーニングの意義と方法
第14回 学校におけるカウンセリングとメンタルヘルス
第15回 発展的学習と学び直しの実際

●準備学習（予習・復習等）の内容
中学社会科，高校公民科の授業に必要な基礎知識の習得に勤め

ること。様々な教育方法を使い分ける授業構成を可能とする技術
の習得を目指す。その上で，協働で授業を作り上げるなど，チー
ム学校の大切さを理解する。（１時間）

●事後指導・フィードバック
教育実習を想定した学習指導力・生徒指導力・コーディネート

力・マネジメント力の４つ教育実践力を身につけることが出来る
よう毎時間，繰り返しのチェックリストを完成させる。

●評価方法・基準
・観点別評価を行う。試験を含んだ①関心・意欲・態度 ②思
考・判断・表現 ③資料活用の技能 ④知識・理解と⽛レポー
ト，授業指導案等⽜をもとに，試験を50％，観点別評価を50％
とする。

●履修上の留意点
学習者ではなく教師の視点で授業を観ること（視点の転換）を

心がけるとともに，教職への意識を高めること。教員に不可欠な
コミュニケーションスキル（挨拶・対話等）を身に付け，グルー
プワークでの他者との協働に努めること。

●教科書
教育実習の手引 第６版 ［単行本］ 北海道私立大学・短期大

学教職課程研究連絡協議会（編） 出版社名：学術図書出版社

●参考書
授業中に適宜資料を配付する。

科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（政経）

担 当 者 後藤 哲

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
教師には学習指導力・生徒指導力・コーディネート力・マネジ

メント力の４つの教育実践力をバランスよく身に付けることが必
要である。教える側の体験を基に教職への意欲を喚起し，理論と
実践との往還による実践的な取組を通して，課題を発見・解決す
る方策を探るなど，教師としての使命感と責任感を持ち，未来を
築く子供たちを育てる気概と教育実践の基礎的能力を養い，総合
的な実践的指導力に高めることをねらいとする。
（学習目標）
教職実践ポートフォリオを作成し，行動目標を指標に自己評

価・相互評価を行い教育実践力の確認と課題を自覚させ，模擬授
業等でのグループワークを通して学習したことを省察，共有する
機会を提供し，教師としての適性，資質を身に付ける。

●授業計画
第１回 教育実習の実践演習と教材研究の方法
第２回 教職実践ポートフォリオに基づく教育実践力の評価
第３回 学校校務の実際
第４回 学習指導に関する自己教育課題に基づく授業設計
第５回 指導案の検討・作成⽛現代の政治⽜
第６回 指導案の検討・作成⽛経済活動⽜
第７回 指導案に基づく模擬授業Ⅰ⽛現代の政治⽜
第８回 指導案に基づく模擬授業Ⅱ⽛日本国憲法⽜
第９回 指導案に基づく模擬授業Ⅲ⽛国際政治⽜
第10回 指導案に基づく模擬授業Ⅳ⽛現代の経済⽜
第11回 指導案に基づく模擬授業Ⅴ⽛日本経済の発展⽜
第12回 指導案に基づく模擬授業Ⅵ⽛国際経済⽜
第13回 特別支援・ノーマライゼーション・通級制度の理解
第14回 教育実践力の最終的自己確認
第15回 ESD（持続可能な開発）を目指す教育活動

●準備学習（予習・復習等）の内容
多様な生徒と適切に対応することが出来るコミュニケーション

スキルを身につけることを意識するとともに，公民科の教科書を
熟読し，新聞・ニュースを必ず見ること。（１時間）

●事後指導・フィードバック
実際の教育実習を想定した模擬授業を繰り返し行うことで，授

業力を身につけ，翌年の実習に力を注げるようメソッドを積み重
ねる。

●評価方法・基準
観点別評価を行う。試験をを含んだ①関心・意欲・態度 ②思

考・判断・表現 ③資料活用の技能 ④知識・理解と⽛レポート，
授業指導案等⽜をもとに，試験を50％，観点別評価を50％とする。

●履修上の留意点
学習者ではなく教師の視点で授業を観ること（視点の転換）を

心がけるとともに，教員に不可欠なコミュニケーションスキル（挨
拶・対話等）を身に付け，他者との協働に努めること。

●教科書
・教育実習の手引 第６版 ［単行本］ 北海道私立大学・短期
大学教職課程研究連絡協議会（編） 出版社名：学術図書出
版社

●参考書
・授業中に適宜資料を配付する。
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（政経）

担 当 者 荘司 信一

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
教員を志す者として求められる使命感についての自覚を高める
とともに，教育実習に向けた基礎的・基本的な教科指導力の向上
を図る。
（学習目標）
１ ⽛政治経済⽜の教員として必要な知識・理解及び指導方法を
習得する。

２ 教材研究を踏まえ，学習指導案作成及び模擬授業を通して，
基礎的・基本的な教科指導力を身に付ける。

●授業計画
第１回 今日の教育に関する状況，教育実習の現況及び意義・

目的を理解する。
教育実習に向けての準備及び心構えを知る。

第２回 教育実習における生徒理解及び生徒の実態把握の仕方
について理解する。

第３回 教育実習における授業参観の視点と留意点を把握す
る。

第４回 新学習指導要領における，公民科教育の目指すもの及
び政治経済の目標・特徴について理解する。

第５回 学習指導案作成に向けての要領及び留意点を把握す
る。

第６回 教材研究の方法と導入の工夫の仕方について探究す
る。

第７回 授業展開の方法と板書の構造化及びワークシート作成
上の留意点を理解する。

第８回 指導と評価の一体化及び評価の観点について把握す
る。

第９回 学習指導案作成に向けての教材研究を議論しながら行
う。（政治分野）

第10回 導入を工夫した学習指導案を完成させる。（政治分野）
第11回 学習指導案に基づく模擬授業の発表及び事後の検討を

行う。（政治分野）
第12回 学習指導案作成に向けての教材研究を議論しながら行

う。（経済分野）
第13回 導入を工夫した学習指導案を完成させる。（経済分野）
第14回 学習指導案に基づく模擬授業の発表及び事後の検討を

行う。（経済分野）
第15回 市民性の涵養と公民科教育の意義及び課題について理

解を深める。

●準備学習（予習・復習等）の内容
課題意識をもって講義に臨み，積極的・主体的に学習する姿勢
及び検討する単元についての事前学習を求める。（１時間）

●事後指導・フィードバック
単元内容をより深めるための参考資料等の提示や講義後に生じ
た疑問や質問に対する回答等を行う。

●評価方法・基準
１ 講義の中で作成する教材研究，学習指導案（40％）模擬授
業（40％）を評価の対象とする。

２ 講義における議論の状況（10％）及び学習姿勢等（10％）
を総合的に勘案して評価する。

●履修上の留意点
基本的に毎回出席することとし，欠席の場合は事前に連絡する
ことが望ましい。

●教科書
実際に高等学校で使用されている教科書等（講師と相談の上決
定する）

●参考書
特にないが，必要があれば講義の中で随時提示する。

科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（政経）

担 当 者 荘司 信一

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
⽛政治経済⽜の教員として求められる資質・能力を高めるととも
に，教育実習に向けて実践的な教科指導力の向上を図る。
（学習目標）
１ 政治・経済分野における確かな理解力，効果的な指導方法

及び適切な評価方法を習得する。
２ 教材研究，学習指導案作成における相互検討を踏まえて，

模擬授業を通して実践的教科指導力を身に付ける。

●授業計画
第１回 各自が担当する単元を設定し，教材研究の進め方及び

学習指導案作成上の留意点と模擬授業展開の仕方につ
いて理解する。

第２回 学習指導案作成に向けての教材研究及び議論を行う。
（ 例 日本国憲法と人権保障 ）

第３回 教材研究における相互検討を踏まえた学習指導案を作
成する。（ 例 日本国憲法と人権保障 ）

第４回 模擬授業の実施と事後の相互検討を行う。１ （ 例
日本国憲法と人権保障 ）

第５回 学習指導案作成に向けての教材研究及び議論を行う。
（ 例 日本経済のしくみと現状分析 ）

第６回 教材研究における相互検討を踏まえた学習指導案を作
成する。（ 例 日本経済のしくみと現状分析 ）

第７回 模擬授業の実施と事後の相互検討を行う。２ （ 例
日本経済のしくみと現状分析 ）

第８回 学習指導案作成に向けての教材研究及び議論を行う。
（ 例 国際社会における日本の安全保障 ）

第９回 教材研究における相互検討を踏まえた学習指導案を作
成する。（ 例 国際社会における日本の安全保
障 ）

第10回 模擬授業の実施と事後の相互検討を行う。３ （ 例
国際社会における日本の安全保障 ）

第11回 学習指導案作成に向けての教材研究及び議論を行う。
（ 例 グローバル化の進展と国際経済における日
本 ）

第12回 教材研究における相互検討を踏まえた学習指導案を作
成する。（ 例 グローバル化の進展と国際経済にお
ける日本 ）

第13回 模擬授業の実施と事後の相互検討を行う。４ （ 例
グローバル化の進展と国際経済における日本 ）

第14回 教育現場における実際の授業風景（DVD）視聴と授業
の在り方について議論をする。

第15回 各自が教育についての書籍を１冊読み込み，選定理由，
概要，印象に残った点を要領よくＡ41枚にまとめ，発
表するとともに，それぞれのレポートに基づき，相互
検討する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
１ 各自が担当する単元の教材研究，学習指導案作成に当たっ

ては，十分下調べや準備をして講義に臨んでほしい。
２ 教える立場としての自覚を持ち，導入及び指導方法等の工

夫に取り組んでほしい。（１時間）

●事後指導・フィードバック
単元内容をより深めるための参考資料等の提示及び疑問・質問

に対する回答等を行う。
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●評価方法・基準
１ 教材研究における議論（10％），学習指導案の作成（30％），

模擬授業の状況等（30％）を評価の対象とする。
２ レポートの提出状況や内容（20％），学習への取り組み姿勢

等（10％）総合的に勘案して評価する。

●履修上の留意点
基本的に毎回出席とし，欠席する場合は事前に連絡することが

望ましい。

●教科書
実際に高等学校で使用されている教科書等（講師と相談の上決

定する）

●参考書
特にないが，必要があれば講義の中で随時提示する。

科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（商業・情報）

担 当 者 髙橋 秀幸

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
学校現場と教員の仕事について理解しながら教育実習に向けて

の準備を行う。また，実習上必要となる商業科教員の基本を学び，
模擬授業実践を通して授業を行う力や生徒を指導する力を身につ
けていく。
（学習目標）
１．高等学校の現状と教員の仕事，教育実習について理解する。
２．模擬授業を通して学習指導や生徒指導に関する実践的な力

を身につける。
３．よりよい授業とは何かを探究する。

●授業計画
第１回 オリエンテーション，これから求められる教員像
第２回 学校の現状と課題，学校の仕組みと教員の仕事
第３回 学習指導について（学習指導要領から），よりよい授業

を考える，評価について
第４回 授業を設計する よりよい授業のためのインストラク

ショナルデザイン
第５回 模擬授業準備１ 学習指導案の作成と教材作成
第６回 模擬授業準備２ 学習指導案の作成と教材作成
第７回 模擬授業実践と事後検討会⑴
第８回 模擬授業実践と事後検討会⑵
第９回 模擬授業実践と事後検討会⑶
第10回 模擬授業実践と事後検討会⑷
第11回 模擬授業実践と事後検討会⑸
第12回 模擬授業実践と事後検討会⑹
第13回 模擬授業実践と事後検討会⑺
第14回 模擬授業実践のふりかえりと分析，よりよい授業を考

える（議論）
第15回 レポート提出と到達度チェック
※模擬授業の進め方は，受講者と調整の上，決定する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
教育実習に行くという自覚を持ち，自ら授業を行う力を身につ

けるため積極的な姿勢での受講を求める。また，商業や情報に関
する資格取得に向けて積極的に挑戦すること。特に，日本商工会
議所主催簿記検定１級や基本情報技術者試験（FE）など教員採用
試験１次専門試験の免除科目にも取り組んでほしい。（１時間）

●事後指導・フィードバック
質問についてはメールにて対応する。

●評価方法・基準
課題提出（学習指導案・教材作成・レポート等）50％，模擬授

業・到達度チェック 50％

●履修上の留意点
教科商業については，日商簿記検定３級以上を取得しているこ

と。
講義は休まないように心がけ，欠席・遅刻時は必ず事前に連絡

すること。また，講義内で各自のパソコンやスマートフォンを使
用する場面がある。

●教科書
文部科学省 ⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説商業

編⽞ 2019年 818円

●参考書
模擬授業を行う科目の教科書（各自で準備すること）
永井克昇他 ⽝商業科教育論 21世紀の商業教育を創造する⽞

実教出版 2019年 2,640円
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（商業・情報）

担 当 者 髙橋 秀幸

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
教育実習実践指導Ⅰを通して身につけたことをもとに，実際の
商業教育に触れながら高校教育について学ぶ。具体的には高校へ
の授業参観を行い，実際の学習指導や生徒指導，HR指導を観察
し，工夫している点を学び自らの指導力向上につなげる。
（学習目標）
１．効果的な指導方法について，学外での授業観察を通して実
践的に身につける。

２．教育実習を意識し，商業科教員としての専門性を高める（検
定取得や実践的学習を含む）。

３．求められる教員像を探究し，教員採用に向けての実力をつ
ける。

●授業計画
第１回 オリエンテーション

学外授業観察の準備 授業観察の概要説明，観察の視
点整理，授業記録の方法

第２回 学外授業観察⑴ 高校を訪問して実施（２講連続）
第３回 学外授業観察⑵
第４回 学外授業観察のふりかえりと分析，教員に求められる

もの，よりよい授業に必要なもの
第５回 専門教科の教員として求められるもの，自分の専門性

は何か，専門科目と検定試験
第６回 教員採用試験の内容（１次試験を中心に）
第７回 教員採用試験の内容（２次試験を中心に）
第８回 模擬授業準備
第９回 模擬授業実践と事後検討会⑴
第10回 模擬授業実践と事後検討会⑵
第11回 模擬授業実践と事後検討会⑶
第12回 模擬授業実践と事後検討会⑷
第13回 模擬授業実践と事後検討会⑸
第14回 教育実習に向けて（実習を想定した具体的な準備）
第15回 レポート提出と到達度チェック
※模擬授業の進め方は，受講者と調整の上，決定する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
教育実習に行くという自覚を持ち，普段から新聞に目を通し実
際のビジネス活動に関する話題を収集するように心がける。ま
た，わかりやすい授業ができるように専門講義などを通して準備
をすること。また，商業や情報に関する検定取得に積極的に挑戦
すること。（１時間）

●事後指導・フィードバック
質問にはメールで対応する。

●評価方法・基準
課題提出（学外授業参観報告・学習指導案・教材作成・レポー
ト等）50％，模擬授業・到達度チェック 50％

●履修上の留意点
教科商業については，日商簿記検定３級以上を取得しているこ
と。
講義は休まないように心がけ，欠席・遅刻時は必ず事前に連絡
すること。また，講義内で各自のパソコンやスマートフォンを使
用する場面がある。

●教科書
文部科学省 ⽝高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説商業
編⽞ 2019年 818円

●参考書
永井克昇他 ⽝商業科教育論 21世紀の商業教育を創造する⽞
実教出版 2019年 2,640円
模擬授業を行う科目の教科書（各自で準備すること）

科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（国語）

担 当 者 上野 直幸

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
教育実習における実践指導法について，新学習指導要領の目指

す目標や内容を踏まえ，様々なジャンルにおける基礎的な実践指
導の研究を行い，模擬授業により実践的な教科指導力を身に付け
る。
（学習目標）
１ 基礎的な学習指導理論を学び，具体的授業の場面設定の中

で，模擬授業を行い，授業技術及び教師としての心構えを
身に付ける。

２ 教育実習における，流れや心構え，基本的な考え方や取り
組み方について理解する。

●授業計画
第１回 講義ガイダンス及び学習指導要領全体の概要について
第２回 教育実習の目的と成果及び実習生としての心構えにつ

いて
第３回 教育実習の計画と具体的実践事項（学校組織や学校の

実態把握等）について
第４回 模擬授業のガイダンス及び効果的な教科指導法につい

て
第５回 模擬授業のテーマ設定と計画及び学習指導案の書き方

について
第６回 模擬授業１（評論教材を題材とした模擬授業①）
第７回 模擬授業２（評論教材を題材とした模擬授業②）
第８回 模擬授業３（小説教材を題材とした模擬授業①）
第９回 模擬授業４（小説教材を題材とした模擬授業②）
第10回 模擬授業５（古文教材を題材とした模擬授業①）
第11回 模擬授業６（古文教材を題材とした模擬授業②）
第12回 模擬授業７（漢文教材を題材とした模擬授業①）
第13回 模擬授業８（漢文教材を題材とした模擬授業②）
第14回 模擬授業の振り返りと教師としての資質能力について
第15回 教育実習実践指導Ⅰのまとめ（講義全体の振り返りと

理解度チェック）

●準備学習（予習・復習等）の内容
配布教材をファイリングし，事前渡しプリントを熟読し講義に

臨むこと。（１時間）

●事後指導・フィードバック
模擬授業についての講評及びアドバイスについては随時行う。
学習指導案の添削や指導については必要に応じて，希望に応じ

て行う。

●評価方法・基準
講義において指示した課題レポート及び講義への参加の内容評

価（50％），講義のまとめにおける理解度評価（50％）で評価する。

●履修上の留意点
教育実習に臨むための強い気概をもって，模擬授業及び講義に

臨むこと。

●教科書
文部科学省 中学校学習指導要領解説国語編，文部科学省 高

等学校学習指導要領解説国語編
その他必要に応じてプリントを配布する。

●参考書
特になし。必要に応じて紹介する。
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（国語）

担 当 者 荒木美智雄

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
⽛教育実習実践指導Ⅱ⽜では，Ⅰの内容及び実践指導を踏まえて，
現代の諸課題である⽛アクティブラーニング⽜などを十分に取り
入れ，⽛教育の多面的，かつ，幅のある実践・応用力⽜の広さ・深
さ・高さを習得することを目指す。特に⽛教材史⽜の諸理論の蓄
積に重点を置き，⽛やまびこ学校⽜⽛斉藤喜博⽜⽛金八先生⽜⽛ドラ
ゴン桜⽜⽛教育研究諸団体⽜などの課題も浮き彫りにしながら，教
育の成果を提示したい。また，同時に実践上の⽛課題⽜も明らか
にし，⽛学ぶことは変わること⽜（林竹二）という授業実践のあり
方を研究することが，本講座の狙いである。
（学習目標）
国語教育の現場では，⽛理解（わかること）⽜⽛習熟（できること）⽜

⽛活用（つかえること）⽜が求められ，国語総合力における⽛実践・
応用力⽜が必要となる。そのためにこそ，ドリルに象徴される⽛習
熟⽜以上に⽛理解⽜の内容および，そのものの持っている⽛構造
的な枠組⽜を体系的・総合的に学ぶことが最も重要である。その
国語総合力を養う⽛国語力⽜，すなわち⽛教える＝教えられる《逆
転構造》⽜を研究しつつ，教育現場で必要な⽛総合・応用力⽜を徹
底的に育成することを⽛学習目標⽜としたい。

●授業計画
第１回 ⽛教育実践実習指導Ⅱ⽜のガイダンスと国語教育の現

場における諸課題
Ⅰでは⽛現代文⽜の模擬授業をおこなったので，Ⅱで
は⽛古文・漢文⽜中心の古典における授業実践の方法
について考察する。若干，⽛現代文の応用編⽜も模擬授
業として取り上げるが，中心は〈発問の立て方〉〈最後
のまとめとしての深さ追究＝《波紋による逆転》〉など
をより実践的に指導したい。そのガイドラインを説明
する。

第２回 私の〈指導案〉の作成方法，授業実践における《指導
のツボ》および《教育の逆転構造＝⽛教えることは教
えないこと⽜》
教育史の⽛林竹二⽜⽛斉藤喜博⽜⽛生活指導研究会史⽜
などを網羅しながら，ここでは，歴史的観点を重視し
たい。また白川漢字学を補足する。

第３回 模擬授業⽛大江山⽜（⽝古今著聞集⽞）の模擬授業
和泉式部と子式部内侍との親子関係と⽛定頼⽜のから
かいという介入における⽛和歌⽜での反撃を読み取る。

第４回 模擬授業⽛丹波に出雲といふ所あり（236段）⽜（⽝徒然
草⽞）
聖海上人と各々の会話の滑稽さに隠れた⽛人間的な機
微⽜⽛謎⽜を探っていきたい。

第５回 模擬授業⽛梓弓⽜（⽝伊勢物語⽞）
妻と元夫，および新しい夫との恋愛関係に⽛探究⽜の
メスをいれ，⽝伊勢物語⽞の⽛語り⽜の効果について考
察したい。

第６回 模擬授業⽛小野篁，広才のこと⽜（⽝宇治拾遺物語⽞）
嵯峨天皇と篁との政治的な対峙に焦点をあて，頓智問
答の機微を鑑賞する。

第７回 模擬授業⽛芥川⽜（⽝伊勢物語⽞）
在原業平対藤原（北家）一門の対決を横糸にまた，主
人公と姫との恋愛感情を横糸にして⽛解読⽜する。

第８回 模擬授業⽛推敲⽜（⽝唐詩紀事⽞）
⽛賈島⽜の人物象および詩作にかける決意。その⽛賈島⽜
と⽛韓愈⽜との人間模様に焦点をあてたい。

第９回 模擬授業⽛蛇足⽜（⽝戦国策⽞⽝史記⽞との比較）
なぜ⽛蛇⽜の完成後，足を描いたために，酒を奪われ

たのか。その⽛論理⽜構造を抽象概念で探る。
第10回 模擬授業⽛両頭の蛇⽜（⽝新序⽞）

主人公の知と仁の行動に対して，母の育て方の関わり
について熟考する。

第11回 模擬授業⽛隗より始めよ⽜（⽝十八史略⽞）
例え話と隗の知略の面白さについて，⽛抑揚の句法⽜を
鍵として十分に読み取り，故事成語の伝承性も考察す
る。

第12回 模擬授業⽛売油翁⽜（⽝欧陽文忠公文集⽞）
翁と弓の名人との切迫した対決構造について，どちら
が，勝者かなども考察し，生徒に⽛商対武⽜の対決を
迫る。

第13回 高校国語のおける定番小説⽝山月記⽞の模擬授業
現代文の最高峰，⽝舞姫⽞同様に最も難解な小説を，中
島敦の鬼気迫る迫力と同時にその理念を探究する。
※⽛教育実習実践指導Ⅰ⽜で⽝山月記⽞を取り扱って
いる場合，違う教材を取り上げる。

第14回 宮沢賢治の詩⽛永訣の朝⽜の模擬授業
賢治が妹との永遠の別れに託した痛切な思いをどう読
み解き，授業展開するのか。その方法を模索する。

第15回 ⽛教育実践実習指導Ⅱ⽜のまとめ＝⽛課題論考（意見文）⽜
予め課題を提示，その内容について今まで学んだ⽛教
育論⽜を題材にし，論述すること。字数は提示する。

●準備学習（予習・復習等）の内容
事前配布された⽛資料⽜に目を通し，模擬授業は全員必ず行う

ので，その準備を徹底しておくこと。（１時間）

●事後指導・フィードバック
⽛出席調査カード⽜の回答，及び⽛意見文⽜の返却時の評価など
を行い，次の⽛教育実践⽜に役立つ手立てを施している。

●評価方法・基準
講義時の課題文＝⽛模擬授業・講義の感想および疑問点の提示⽜

（毎回）を⽛出席調査カード（20％）⽜に記述すること。この内容
及び⽛模擬授業（50％）⽜，⽛課題論考（30％）⽜で評価する。

●履修上の留意点
教職を目指す真摯かつ，問題意識が旺盛な学生。また，⽛国語授

業論⽜や⽛教育論⽜に関心ある生学生も大歓迎。

●教科書
特になし。必要ある場合，講義で指示する。

●参考書
参考書は随時，紹介する。
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（英語）

担 当 者 田中 洋也

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
英語科教育法Ⅰ，Ⅱにおける学びを活かして第二言語習得理論

とその活用に基づく生徒の資質・能力を高める指導技術を身につ
ける。
（学習目標）
⑴第二言語習得理論とその活用について理解し，授業指導に生
かすことができる。

⑵各言語技能領域（聞くこと・読むこと・話すこと［やり取り・
発表］・書くこと），および複数の領域を統合した言語活動の
指導について理解し，授業指導に生かすことができる。

⑶言語知識（音声・文字・語彙，表現・文法）の指導について
理解し，授業指導に生かすことができる。

⑷指導技術（教材，ICT活用・インタラクション・ティーム
ティーチング）について理解し，授業指導に生かすことがで
きる。

⑸学習到達目標に基づく指導計画，評価の在り方について理解
し，授業指導に生かすことができる。

●授業計画
第１回 ガイダンス 第二言語習得と教室における外国語指

導・学習
第２回 各言語技能領域，および複数の領域を統合した指導と

第二言語習得研究
第３回 言語知識（音声・文字・語彙，表現・文法）の指導と

第二言語習得研究
第４回 指導技術（教材，ICT活用・インタラクション・ティー

ムティーチング）と第二言語習得研究
第５回 学習到達目標に基づく指導計画，評価，言語知識測定

と第二言語習得研究
第６回 フォーカス・オン・フォームに基づく言語学習・指導

（模擬授業１）
第７回 フォーカス・オン・フォームに基づく言語学習・指導

（模擬授業２）
第８回 タスクに基づく言語学習・指導（模擬授業１）
第９回 タスクに基づく言語学習・指導（模擬授業２）
第10回 明示的言語学習・指導とコミュニケーション活動（模

擬授業１）
第11回 明示的言語学習・指導とコミュニケーション活動（模

擬授業２）
第12回 内容言語統合型言語学習・指導（模擬授業１）
第13回 内容言語統合型言語学習・指導（模擬授業２）
第14回 教室内における訂正フィードバック（模擬授業）
第15回 学習のまとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
各回において課題の指示がある。原則として毎回，マイクロ

ティーチングのための指導案・教材を作成し，授業前にウェブシ
ステム上に提出する。受講者は全ての課題を指定された期日まで
に終了すること。（１時間）

●事後指導・フィードバック
授業活動・課題などのフィードバックは，授業中のコメントで

行います。

●評価方法・基準
授業参加・貢献 （25％） / 課題（25％） / 模擬授業・評価

（25％） / 中間・期末評価（25％）

●履修上の留意点
初回授業には必ず出席してください。
１．評価の前提として全ての課題を完了していることとする。
２．科目の性質上，全ての授業への出席を原則とする。
３．模擬授業・評価において取り扱う科目は，受講者の教育実

習予定にしたがい変更の可能性がある。
４．模擬授業の時間，回数は受講者数により変更の可能性があ

る。

●教科書
なし

●参考書
授業時に案内する。
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（英語）

担 当 者 板東 眞一

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
英語科教育法Ⅰ，Ⅱ及び教育実習実践指導Ⅰにおける学びを活

かして，教育実習に臨むにふさわしい知識・技能の仕上げを行う。
受講者は，模擬授業をとおして学習指導案作成と授業運営を練習
し，相互評価によって授業観察の要点を学習するとともに，適切
な評価方法についての理解を深める。
（学習目標）
⑴第二言語習得理論とその活用について理解し，授業指導に生
かすことができる。

⑵各言語技能領域（聞くこと・読むこと・話すこと［やり取り・
発表］・書くこと），および複数の領域を統合した言語活動の
指導について理解し，授業指導に生かすことができる。

⑶言語知識（音声・文字・語彙，表現・文法）の指導について
理解し，授業指導に生かすことができる。

⑷指導技術（教材，ICT活用・インタラクション・ティーム
ティーチング）について理解し，授業指導に生かすことがで
きる。

⑸学習到達目標に基づく指導計画，評価の在り方について理解
し，授業指導に生かすことができる。

●授業計画
第１回 教育実習１（意義と内容，準備と心得）
第２回 教育実習２（教育実習日誌，授業観察，留意事項）
第３回 授業観察１（中学校授業映像の視聴，検討）
第４回 授業観察２（高等学校授業映像の視聴，検討）
第５回 学習指導案１（細案作成）
第６回 学習指導案２（発表，検討）
第７回 模擬授業１（中学校１年生の学習内容）
第８回 模擬授業２（中学校２年生の学習内容）
第９回 模擬授業３（中学校３年生の学習内容）
第10回 模擬授業４（コミュニケーション英語Ⅰの学習内容）
第11回 模擬授業５（コミュニケーション英語Ⅱの学習内容）
第12回 模擬授業６（コミュニケーション英語Ⅲの学習内容）
第13回 模擬授業７（英語表現Ⅰの学習内容）
第14回 模擬授業８（英語表現Ⅱの学習内容）
第15回 学習のまとめと振り返り

●準備学習（予習・復習等）の内容
各回において課題の指示がある。原則として毎回，模擬授業の

ための学習指導案・教材を作成し，授業前にウェブシステム上に
提出する。受講者は全ての課題を指定された期日までに終了する
こと。（１時間）

●事後指導・フィードバック
評価結果等については，授業内でコメントする。

●評価方法・基準
授業参加・貢献（25％），課題（25％），模擬授業（25％），学習

のまとめ（25％）で評価する。ただし，評価の前提として全ての
課題を完了していること。

●履修上の留意点
１．模擬授業において取り扱う科目は，受講者の教育実習予定

に従い変更の可能性があること。
２．模擬授業の時間，回数は受講者数により変更の可能性があ

ること。
３．教職を目指すものとして必要な知識・技能を身につけよう

とする真摯で能動的な姿勢が求められる。

●教科書
英語科教育法Ⅰ，Ⅱ及び教育実習実践指導Ⅰで使用した教科書

を用いる。
北海道教職課程研究会編⽝教育実習の手引き⽞学術図書出版

●参考書
英語科教育法Ⅰ，Ⅱ及び教育実習実践指導Ⅰで使用した参考書

を用いる。
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（数学）

担 当 者 小形 秀雄

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
教育実習を視野に，実践的な事前指導，指導技術，学習指導案

の書き方などを学ぶとともに模擬授業を実施し，実践的教科指導
力を身につける。
（学習目標）
１．授業で学んだ知識・技術を基礎として，教育実習に対応で

きる力を身につける。
２．模擬授業を通して，学習指導案の書き方，授業の進め方を

身につける。
３．実際の学校現場を想定し，教育実習中の行動や予備知識を

身につける。

●授業計画
第１回 オリエンテ－ション・講義概要
第２回 教育実習（数学科）のための準備１ －教育実習の内

容，準備と心得－
第３回 教育実習（数学科）のための準備２ －教科外の指導

の心得，実習日誌の書き方－
第４回 学習指導案の作成 －単元目標，評価規準，指導計画，

本時の目標・評価規準，展開－
第５回 作成した学習指導案の批評と検討 －各自作成した指

導案の展開部分のプレゼン－
第６回 作成した学習指導案に基づいた模擬授業の実施と批評

及び検討
第７回 模擬授業の実施と批評及び検討１ －中学校 数と

式－
第８回 模擬授業の実施と批評及び検討２ －中学校 図形－
第９回 模擬授業の実施と批評及び検討３ －中学校 関数－
第10回 模擬授業の実施と批評及び検討４ －中学校 デ－タ

の活用－
第11回 模擬授業の実施と批評及び検討５ －高等学校 数と

式・関数－
第12回 模擬授業の実施と批評及び検討６ －高等学校 図

形－
第13回 模擬授業の実施と批評及び検討７ －高等学校 微

分・積分－
第14回 模擬授業の実施と批評及び検討８ －高等学校 デ－

タの分析－
第15回 到達度チェック・まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
１．教材研究を行い模擬授業の構想を立てること。
２．事前に学習指導案を作成すること。
３．課題に対するレポ－トに取り組むこと。
（１時間）

●事後指導・フィードバック
課題に対するレポ－トの結果については授業内でコメントす

る。

●評価方法・基準
学習意欲（10％），模擬授業（40％），定期試験（40％），課題等

（10％）により総合的に評価する。

●履修上の留意点
１．教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受

講する。
２．欠席，遅刻をしない。

●教科書
１．文部科学省 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説

数学編
２．文部科学省 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

数学編 理数編
３．レジュメを毎回配布する。

●参考書
１．中学校，高等学校の数学教科書
２．岩崎秀樹・溝口達也⽝新しい数学教育の理論と実践⽞ミネ

ルヴァ書房 2019年 2800円
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（数学）

担 当 者 小形 秀雄

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
発展的な内容や課題学習に対応した教材開発を行い，新たな教
材の作成方法を身につける。作成した教材をもとに授業の構想を
立てる。
（学習目標）
１．発展的な内容の教材を作成できる。
２．課題学習に対応した教材を作成できる。
３．作成した教材をもとに授業をすることができる。

●授業計画
第１回 オリエンテ－ション・講義概要
第２回 教材開発１ －中学校の内容－
第３回 教材開発２ －高等学校の内容－
第４回 模擬授業の実施と批評及び検討１ －中学校 文字

式・一次方程式－
第５回 模擬授業の実施と批評及び検討２ －中学校 平方

根・二次方程式－
第６回 模擬授業の実施と批評及び検討３ －中学校 平面空

間図形・図形の合同－
第７回 模擬授業の実施と批評及び検討４ －中学校 図形の

相似・円・三平方の定理－
第８回 模擬授業の実施と批評及び検討５ －中学校 比例，

反比例，関数－
第９回 模擬授業の実施と批評及び検討６ －中学校 デ－タ

の活用－
第10回 模擬授業の実施と批評及び検討７ －高等学校 数と

式－
第11回 模擬授業の実施と批評及び検討８ －高等学校 図

形－
第12回 模擬授業の実施と批評及び検討９ －高等学校 関

数－
第13回 模擬授業の実施と批評及び検討10 －高等学校 微

分・積分－
第14回 模擬授業の実施と批評及び検討11 －高等学校 デ－

タの分析－
第15回 到達度チェック・まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
１．教材研究を行い模擬授業の構想を立てること。
２．事前に学習指導案を作成すること。
３．課題に対するレポ－トに取り組むこと。
（１時間）

●事後指導・フィードバック
課題に対するレポ－トの結果については授業内でコメントする。

●評価方法・基準
学習意欲（10％），模擬授業（30％），定期試験（50％），課題等

（10％）により総合的に評価する。

●履修上の留意点
１．教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受
講する。

２．欠席，遅刻をしない。

●教科書
１．文部科学省 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説
数学編

２．文部科学省 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説
数学編 理数編

３．レジュメを毎回配布する。

●参考書
１．中学校，高等学校の数学教科書
２．岩崎秀樹・溝口達也⽝新しい数学教育の理論と実践⽞ミネ
ルヴァ書房 2019年 2800円

科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（理科）

担 当 者 小形 秀雄

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
教育実習を視野に，実践的な事前指導，指導技術，学習指導案

の書き方などを学ぶとともに模擬授業を実施し，実践的教科指導
力を身につける。
（学習目標）
１．授業で学んだ知識・技術を基礎として，教育実習に対応で

きる力を身につける。
２．模擬授業を通して，学習指導案の書き方，授業の進め方を

身につける。
３．実際の学校現場を想定し，教育実習中の行動や予備知識を

身につける。

●授業計画
第１回 オリエンテ－ション・講義概要
第２回 教育実習（理科）のための準備１ －教育実習の内容，

準備と心得－
第３回 教育実習（理科）のための準備２ －教科外の指導の

心得，実習日誌の書き方－
第４回 学習指導案の作成 －単元目標，評価規準，指導計画，

本時の目標・評価規準，展開－
第５回 作成した学習指導案の批評と検討 －各自作成した指

導案の展開部分のプレゼン－
第６回 作成した学習指導案に基づいた模擬授業の実施と批評

及び検討
第７回 模擬授業の実施と批評及び検討１ －中学校 粒子分

野－
第８回 模擬授業の実施と批評及び検討２ －中学校 エネル

ギ－分野－
第９回 模擬授業の実施と批評及び検討３ －中学校 生命分

野－
第10回 模擬授業の実施と批評及び検討４ －中学校 地球分

野－
第11回 模擬授業の実施と批評及び検討５ －高等学校 化学

基礎分野－
第12回 模擬授業の実施と批評及び検討６ －高等学校 物理

基礎分野－
第13回 模擬授業の実施と批評及び検討７ －高等学校 生物

基礎分野－
第14回 模擬授業の実施と批評及び検討８ －高等学校 地学

基礎分野－
第15回 到達度チェック・まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
１．教材研究を行い模擬授業の構想を立てること。
２．事前に学習指導案を作成すること。
３．課題に対するレポ－トに取り組むこと。
（１時間）

●事後指導・フィードバック
課題に対するレポ－トの結果については授業内でコメントす

る。

●評価方法・基準
学習意欲（10％），模擬授業（40％），定期試験（40％），課題等

（10％）により総合的に評価する。

●履修上の留意点
１．教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受
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講する。
２．欠席，遅刻をしない。

●教科書
１．文部科学省 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説

理科編
２．文部科学省 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

理科編 理数編
３．レジュメを毎回配布する。

●参考書
１．中学校，高等学校の理科教科書

科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（理科）

担 当 者 小形 秀雄

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
発展的な内容や課題学習に対応した教材開発を行い，新たな教
材の作成方法を身につける。作成した教材をもとに授業の構想を
立てる。
（学習目標）
１．発展的な内容の教材を作成できる。
２．課題学習に対応した教材を作成できる。
３．作成した教材をもとに授業をすることができる。

●授業計画
第１回 オリエンテ－ション・講義概要
第２回 教材開発１ －中学校の内容－
第３回 教材開発２ －高等学校の内容－
第４回 模擬授業の実施と批評及び検討１ －中学校 粒子分

野①－
第５回 模擬授業の実施と批評及び検討２ －中学校 粒子分

野②－
第６回 模擬授業の実施と批評及び検討３ －中学校 エネル

ギ－分野①－
第７回 模擬授業の実施と批評及び検討４ －中学校 エネル

ギ－分野②－
第８回 模擬授業の実施と批評及び検討５ －中学校 生命分

野①－
第９回 模擬授業の実施と批評及び検討６ －中学校 生命分

野②－
第10回 模擬授業の実施と批評及び検討７ －中学校 地球分

野－
第11回 模擬授業の実施と批評及び検討８ －高等学校 化学

基礎分野－
第12回 模擬授業の実施と批評及び検討９ －高等学校 物理

基礎分野－
第13回 模擬授業の実施と批評及び検討10 －高等学校 生物

基礎分野－
第14回 模擬授業の実施と批評及び検討11 －高等学校 地学

基礎分野－
第15回 到達度チェック・まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
１．教材研究を行い模擬授業の構想を立てること。
２．事前に学習指導案を作成すること。
３．課題に対するレポ－トに取り組むこと。
（１時間）

●事後指導・フィードバック
課題に対するレポ－トの結果については授業内でコメントす
る。

●評価方法・基準
学習意欲（10％），模擬授業（30％），定期試験（50％），課題等

（10％）により総合的に評価する。

●履修上の留意点
１．教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受
講する。

２．欠席，遅刻をしない。

●教科書
１．文部科学省 中学校学習指導要領（平成29年告示）解説
理科編

２．文部科学省 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説
理科編 理数編

３．レジュメを毎回配布する。

●参考書
１．中学校，高等学校の理科教科書
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科 目 名 教育実習実践指導Ⅰ（工業・情報）

担 当 者 伊藤 茂樹

単 位 数 １ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
１教育実習に向けての実践的な事前指導
２実際の指導技術，学習指導案の作成，授業研究等について
３実践を想定した模擬授業の実施

（学習目標）
１ 授業で学んだ知識・技術を基礎として，教育実習に対応で

きる力を身につける。
２ 模擬授業を通して，学習指導案の書き方，授業の進め方を

身につける。
３ 実際の学校現場を想定し，教育実習中の行動や予備知識を

身につける。

●授業計画
第１回 オリエンテーション・講義概要
第２回 教育実習の意義と内容
第３回 教育実習の準備と心得
第４回 教科外の指導の心得
第５回 教育実習日誌について
第６回 観察授業のポイント
第７回 教育実習における授業設計
第８回 学習指導の実際
第９回 教育実習における留意事項
第10回 教師論
第11回 学級経営論
第12回 実践的面接論
第13回 教員採用について
第14回 教職実践論
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習） テキスト・レジュメを熟読し，授業の準備を行うこと。

（0.5時間程度）
（復習） 講義で理解できた箇所，不十分である箇所を明確にし，
次の講義に備えること。（0.5時間程度）

●事後指導・フィードバック
レポートの結果については，授業内でコメントする。

●評価方法・基準
受講態度（25％）学習意欲（25％）レポート（25％）模擬授業

（25％）
結果を掲示板にて公表する。

●履修上の留意点
１ 教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受

講する。
２ 欠席，遅刻をしない。

●教科書
北海道教職課程研究会編⽝教育実習の手引き⽞学術図書出版，

2006年，400円
毎回講義レジュメを配付する。

●参考書
沼野一男他著⽝教育の方法・技術⽞学文社，1997年，2,200円

科 目 名 教育実習実践指導Ⅱ（工業・情報）

担 当 者 伊藤 茂樹

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
実際の授業を視野に，学習指導案の作成と模擬授業の実施
実習に臨む心構えと準備

（学習目標）
教科の意義・目標を把握し，高等学校の当該教科・科目の内容
を整理し，教育実習のための実践的な指導力を習得する。

●授業計画
第１回 高等学校 工業科・情報 学習指導要領の要点

－学習指導案の考え方－
第２回 高等学校 工業科・情報 学習指導要領の概要

－授業の基本－
第３回 高等学校 工業科・情報 学習指導要領の要点１

－教育職員としての必須事項－
第４回 高等学校 工業科・情報 学習指導要領の要点２

－教員の使命と役割－
第５回 高等学校 工業科・情報における⽛総合的な学習の時

間⽜の意義
－分かりやすい話し方－

第６回 高等学校 工業科・情報１ 模擬授業の実施と評価
－分かりやすい説明の仕方－

第７回 高等学校 工業科・情報２ 模擬授業の実施と評価
－板書における留意事項－

第８回 高等学校 工業科・情報３ 模擬授業の実施と評価
－模擬授業のポイント－

第９回 高等学校 工業科・情報４ 模擬授業の実施と評価
－本気でなければ子どもは育たない－

第10回 高等学校 工業科・情報５ 模擬授業の実施と評価
校則の指導をどうするか

第11回 高等学校 工業科・情報科６ 模擬授業の実施と評価
授業の視点

第12回 特別活動の模擬体験 －朝の会の指導－
教育実習の意義と心得

第13回 特別活動の模擬体験 －帰りの会の指導－
発問・板書・机間巡視

第14回 特別活動の模擬体験 －生徒指導－
授業の組み立て 教育実習における留意事項

第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習） 学習指導要領を理解し，学習指導案の作成にあたる。
（0.5時間程度）
（復習） 授業評価を通し，自身の授業を自己評価する。（0.5時
間程度）

●事後指導・フィードバック
模擬授業の講評については，授業内でコメントする。

●評価方法・基準
受講態度（25％）学習意欲（25％）学習指導案・レポート提出

（25％）模擬授業（25％）
結果を掲示板にて公表する。

●履修上の留意点
教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受講す
る。

●教科書
毎回レジュメを配付する。

●参考書
文部科学省⽛高等学校学習指導要領解説 工業編⽜
文部科学省⽛高等学校学習指導要領解説 情報編⽜
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科 目 名 中学校教育実習

担 当 者 複数の教員

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ４年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
中学校免許状を取得する者のみに適用される教育実習である。
教育実習は，専門職としての教職を志望する学生が，教職課程

のすべての履修と修得の総仕上げとして学校現場で行う教育活動
である。つまり，大学の授業で体得した知識・技術を基礎として，
大学の授業だけでは得られない教師としての諸能力を身につける
ために，教育実践を通して集中的に研究するものである。
（学習目標）
大学で学んだ知識や技術を実践の場面で展開でき，かつ教育現

場で行われている新たな方式を積極的に学習することを目標とし
ている。

●授業計画
１．《教育実習事前ガイダンス》 教育実習の事前指導として，

教育実習事前ガイダンスを３～４月に実施するので必ず出
席すること。ここでは，⽛教育実習日誌⽜を配布し，日誌の
書き方，実習に関わる注意点，教育実習校との連絡・調整
等についての指導を行う。

２．《教育実習期間》⽛中・高校教育実習⽜と組み合わせて３週
間以上の実習期間が必要である。

３．《教育課題レポートの作成》 教育実習期間中，自ら設定し
た教育課題（評価の対象とする。未提出の場合には単位を
与えない。）について，Ａ４版2,400字以上にまとめ提出す
ること。

４．《大学担当者の訪問指導》 実習期間中に大学担当者が訪問
指導を行うので，実習開始の10日前までに担当者と面談を
すること。

※すべての教育実習ガイダンスには，万難を排して出席するこ
と。やむを得ない事情のときは，理由書を添えて，教務セン
ター窓口へ申出ること。

●準備学習（予習・復習等）の内容
実習校の担当教員の指示にしたがって事前の教材研究をしっか

りしておくこと。

●事後指導・フィードバック
教職実践演習（中・高）において教育実習の振り返りを行う。

●評価方法・基準
教育実習校から提示される評価を基にして，実習日誌，教育課

題レポートを総合的に判断し，大学が最終評価を行う。

●履修上の留意点
教育実習の履修については，⽛履修の手引⽜の中の⽛教育実習の

心得⽜の項目を熟読しておくこと。

●教科書
北海道私立大学・短期大学教職課程研究連絡協議会編⽝教育実

習の手引き⽞学術図書出版社

●参考書
特に指定しない。

科 目 名 中・高校教育実習

担 当 者 複数の教員

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ４年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
高等学校免許状，中学校免許状を取得する者に共通の教育実習

である。
教育実習は，専門職としての教職を志望する学生が，教職課程

のすべての履修と修得の総仕上げとして学校現場で行う教育活動
である。つまり，大学の授業で体得した知識・技術を基礎として，
大学の授業だけでは得られない教師としての諸能力を身につける
ために，教育実践を通して集中的に研究するものである。
（学習目標）
大学で学んだ知識や技術を実践の場面で展開でき，かつ教育現

場で行われている新たな方式を積極的に学習することを目標とし
ている。

●授業計画
１．《教育実習事前ガイダンス》 教育実習の事前指導として，

教育実習事前ガイダンスを３～４月に実施するので必ず出
席すること。ここでは，⽛教育実習日誌⽜を配布し，日誌の
書き方，実習に関わる注意点，教育実習校との連絡・調整
等についての指導を行う。

２．《教育実習期間》 高等学校免許状を取得する者については
２週間以上の実習期間が必要である。中学校免許状を取得
する者については⽛中学校教育実習⽜と組み合わせて３週
間以上の実習期間が必要である。

３．《教育課題レポートの作成》 教育実習期間中，自ら設定し
た教育課題（評価の対象とする。未提出の場合には単位を
与えない。）について，Ａ４版2,400字以上にまとめ提出す
ること。

４．《大学担当者の訪問指導》 実習期間中に大学担当者が訪問
指導を行うので，実習開始の10日前までに担当者と面談を
すること。

※すべての教育実習ガイダンスには，万難を排して出席するこ
と。やむを得ない事情のときは，理由書を添えて，教務セン
ター窓口へ申出ること。

●準備学習（予習・復習等）の内容
実習校の担当教員の指示にしたがって事前の教材研究をしっか

りしておくこと。

●事後指導・フィードバック
教職実践演習（中・高）において教育実習の振り返りを行う。

●評価方法・基準
教育実習校から提示される評価を基にして，実習日誌，教育課

題レポートを総合的に判断し，大学が最終評価を行う。

●履修上の留意点
教育実習の履修については，⽛履修の手引⽜の中の⽛教育実習の

心得⽜の項目を熟読しておくこと。

●教科書
北海道私立大学・短期大学教職課程研究連絡協議会編⽝教育実

習の手引き⽞学術図書出版社

●参考書
特に指定しない。
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科 目 名 教職実践演習（中・高）

担 当 者
後藤 聡／荻原 克男／浅村 亮彦
板東 眞一 後藤 哲
上野 直幸 小形 秀雄

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ４年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
本授業では，これまでの大学生活での学修成果を踏まえながら，

教職に就くに当たっての自らの課題を明確にするとともに，教員
として必要な最低限の資質能力が身についているかを総合的に確
認することを目的とする。
（学習目標）
１．大学生活４年間の学修と経験を踏まえ，これまでに身に付

けたことを教職に必要な資質能力の観点から自覚的に捉え
返し，残された学習課題を明らかにする。

２．教員に求められる最低限の資質能力（使命感・責任感，社
会性，子ども理解と学級経営，教科の指導力）について，
実践的な学習をとおして確認する。

●授業計画
第１回 全体ガイダンス：みずからの学修履歴の振り返りと各

自の課題の明確化
第２回 個別ガイダンスと各自の履修プランの立案
第３回 教職の社会的役割と使命
第４回 教員の職能発達と研修の意義
第５回 教員組織における役割分担と協働性
第６回 学校・地域・家庭の連携関係
第７回 現代の児童・生徒と対応の留意点
第８回 教科の指導法の実際
第９回 中間確認
第10回 実践場面を想定したロールプレイング①学級活動・学

級経営場面
第11回 実践場面を想定したロールプレイング②教科指導場面
第12回 実践場面を想定したロールプレイング③生徒指導場面
第13回 実践場面を想定したロールプレイング④保護者と地域

との連携場面
第14回 各自が目指す教師像の確立
第15回 まとめ：自己課題の達成度確認と評価

●準備学習（予習・復習等）の内容
予告された事前課題には必ず取り組んで授業に臨むこと。（予

習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
その都度コメントをフィードバックする。

●評価方法・基準
演習への参加態度・活動内容および履修カルテの作成内容等か

ら総合的に評価する。事前課題への取り組み成果については授業
内で確認・コメントする。

●履修上の留意点
11月～12月の期間のみ，毎週金曜日（１部５限又は２部１限）

に授業を行う予定である。あらかじめ都合を空けておくよう，注
意すること。
ただし，具体的な日程と開講時間の確定については，別途あら

ためて掲示連絡する。

●教科書
特に指定しない。

●参考書
中学校学習指導要領
高等学校学習指導要領

科 目 名 教職総合演習

担 当 者
後藤 聡／荻原 克男／浅村 亮彦
板東 眞一 後藤 哲
上野 直幸 小形 秀雄

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
学校現場では様々な教育課題が生起しており，教員には学習指
導，生徒指導の両面において確かな指導力が求められる。さらに，
社会環境が大きく変容しつつある現代において，教員みずからが
変化への適切な対応力を持つことが必要である。そこで本授業で
は，現代の教育課題および基礎理論に対する理解を深めるととも
に，情報の収集・分析・問題解決を通して，教員としての指導力
と豊かな人間性を身につけることを目標とする。教育などに関連
する諸問題について具体的なテーマを設定し，その問題解決のた
めの研究を深め，成果発表・報告，相互討論を行う。
（学習目標）
１．発表・報告・討論を通じて，教育などに関連する社会の諸
問題及び教育に関する基礎理論について理解を深める。

２．発表準備に関わる資料収集・整理作業・討論を通じて，教
職に携わる者としての実践的な思考力・態度や，協働して
問題解決にあたる能力を身につける。

●授業計画
演習では，①研究テーマの設定，②テーマに関連する資料の収
集，③研究テーマのまとめを行い，その後，④研究発表・報告，
⑤討論により演習を進める。
以下に示すような項目を参考に，具体的な研究テーマを設定し
て実施する。

第１回 教育の歴史
第２回 教育制度
第３回 教育と社会
第４回 発達過程
第５回 学習過程
第６回 心身の障害
第７回 教育相談
第８回 生徒指導
第９回 教育方法
第10回 教育課程
第11回 教育行政
第12回 少子高齢化と教育に関する問題
第13回 国際化と教育に関する問題
第14回 情報化社会と教育に関する問題
第15回 環境と教育に関する問題

●準備学習（予習・復習等）の内容
教育上の課題となる研究テーマなどについて，各自が分担して
発表資料を作成する。その発表資料に基づいて討論を行うので，
討論を有意義なものとするため，事前に関連図書，統計資料，報
道資料などを調査することが求められる。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
その都度コメントをフィードバックする。

●評価方法・基準
評価は，設定した研究テーマヘの取組み（資料収集，レポート），
発表・報告，討論参加，出席状況等から総合的に判断する。発表
資料，報告に対して授業内で確認，コメントを行う。

●履修上の留意点
発表準備や討論に積極的な態度で取り組むこと。分かりやすい
説明のための工夫や，どうすれば討論が深まるかなど，各自で考
えて試行錯誤することが求められる。

●教科書
テキストは特に指定しない。必要に応じて随時資料を配付す
る。但し，受講生が設定するテーマについては，本人が関係資料
を用意する。

●参考書
テーマに応じて適宜紹介する。
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科 目 名 介護体験実習

担 当 者 複数の教員

単 位 数 １ 開 講 期 第２学期

開講年次 ３年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
原則として，特別支援学校で２日間，社会福祉施設で５日間，

合計７日間にわたり，障がいを持つ方や高齢者をはじめとする施
設利用者に対する介護，介助等を体験する。
（学習目標）
教師を目指す者として，個人の尊厳及び社会連帯の理念に関す

る認識を深める。

●授業計画
１．介護体験実習のガイダンス・事前学習（原則２回４コマ）

への参加・履修登録（全体）
２．介護体験実習先の決定（個別に掲示される）・教務センター

にて各書類受け取り
３．学校・施設についての事前調査（個別）
４．学校・施設ごとの事前ガイダンス（個別）（ない場合もある）
５．特別支援学校・社会福祉施設における介護体験実習（個別）
６．レポートおよび介護体験実習概要報告書作成・大学へ提出
（個別），介護体験実習終了報告書を提出

７．学校・施設へのお礼状作成・送付（個別）

●準備学習（予習・復習等）の内容
特別支援学校や社会福祉施設は，児童・生徒や利用者の現状に

応じた授業・利用内容となっている。そのため，⽛１ 介護体験実
習のガイダンス⽜を受けたうえで，自分が配属される学校・施設
について，各自，以下の事前調査を行うこと。
・⽝教職課程履修の手引き⽞の該当部分を熟読する。
・昨年度までの介護体験実習の報告ファイル（教務センターに
て閲覧）を読んで参考にする。

・特別支援学校や社会福祉施設の特徴について参考書にて調べ
る。

・実習開始前に交通アクセス方法（移動時間・方法）を調査す
る。

●事後指導・フィードバック
教職実践演習（中・高）において介護体験実習の振り返りを行

う。

●評価方法・基準
レポート（100％）
ただし授業計画１～６（４がない場合もある）をすべて過不足

なく終えたことを前提とする。

●履修上の留意点
介護体験実習のガイダンス・事前学習に出席しなかったものは，

履修登録を認めない。この体験実習は，学校・施設の協力により
行われていることに充分留意し，実習先で迷惑をかけることのな
いよう，くれぐれも注意すること。問題を起こした場合は，実習
を取りやめ，以降，履修を認めない，単位を授与しないこともあ
る。（詳しくは⽝教職課程履修の手引⽞該当部分を参照のこと）
原則として，在学中の履修は１回限りとする。

●教科書
特になし

●参考書
全国特殊学校長会編著⽝フィリア〔新版〕盲・聾・養護学校に

おける介護等体験ガイドブック⽞ ジアース教育新社 2003年，
981円
全国社会福祉協議会⽝よくわかる社会福祉施設⽞ 2009年，630

円（教務センターにて閲覧）

科 目 名 生涯学習論

担 当 者 木下 卓弥

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 １部１年 済地営情律政日英社建電生
２部１年 済地営律政日英

●授業のねらい
（授業のテーマ）
生涯学習社会を実現・推進していくためには，学習者の学びを

支援し組織化していく専門的な知識や技能を有する職員の存在が
重要となる。社会教育・生涯学習事業の実際に即した学習プログ
ラムを編成するための基礎理論（生涯学習論）を理解することが
課題とされる。本科目では，学習者の多様な生活課題や地域的・
社会的課題をふまえ，学習をどのようにコーディネートしていく
のか，学習の質を高めていくための基本的な生涯学習の理論・実
践についての理解を深めていく。現代的社会問題を踏まえなが
ら，講義，ディスカッション・演習形式で，求められる生涯学習
についての思考能力の獲得を目指す。
（学習目標）
①生涯学習の理念及び，生涯学習の地域における具体的な動向

について理解し，その意義と課題を説明できる。②生涯学習に関
わる職員に要請されている専門性の内容がわかり，その職員と協
働する市民の役割を理解する。③多様な生涯学習実践及び生涯学
習支援論から，学習者の主体性な参加を促すために必要な基本的
知識や実践方法を理解する。

●授業計画
第１回 ガイダンス：本科目のねらい・講義の流れ
第２回 私たちの生活と生涯学習・生涯教育①：生涯学習理念

の理解
第３回 私たちの生活と生涯学習・生涯教育②：我々の生活と

生涯学習
第４回 生涯学習と格差：知の格差をめぐる問題とは何か
第５回 社会教育と生涯学習：学びのコミュニティとは何か
第６回 青年の自立と社会参加：青年・若者はどのように社会

に関わるのか
第７回 おとなの学びと社会参加：⽛開かれた大学⽜への模索と

は何か
第８回 市民の学びと地域創造：NPOが拓く学びのネットワー

クの意義とは何か
第９回 市民の学びと福祉：障がい者，高齢者の学びから福祉

のまちづくりを考える
第10回 ジェンダーと生涯学習：女性問題学習活動から生涯学

習を考える
第11回 学校教育と社会教育の連携・共同：両者の連携・共同

とは何か
第12回 生涯学習政策の課題：今日の生涯学習政策の課題とは

何か
第13回 地域の場からの生涯学習：公民館という社会教育施設
第14回 生涯学習の方法：ワークショップ，アクティブラーニ

ングを考える
第15回 まとめ：⽛市民・人間になるための学び⽜をどのように

支援するのか

●準備学習（予習・復習等）の内容
各講義でテキスト・資料を配布します。それを次回の講義まで

に一通り読んでください。その際分からない言葉や用語について
は，各自，他の文献やインターネット等を用いて調べてください。
また，講義によっては各自調べ学習が課題となる場合もあります。
（例：⽛地元の公民館について調べる⽜）

●事後指導・フィードバック
授業内レポートやリアクションペーパーについては，講義の中

でコメントします。
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●評価方法・基準
・出席状況，授業態度：30％
・授業内レポートや課題，リアクションペーパー：40％
・期末レポート：30％

●履修上の留意点
生涯学習に関して，基本となる考え方を理解し，自身の言葉で

考えることができるようになってほしいと思います。また，感覚
的ではなく，他者に伝えることを意識し，⽛当たり前⽜⽛普通⽜を
問い直すことを常に続ける姿勢を意識してほしいと考えていま
す。一方的な講義ではなく，受講者と教員との双方向的なやりと
り，ディスカッション，グループワークなどの要素も取り入，受
講者にも授業中に報告を求める予定です。

●教科書
特になし。毎回必要な資料を配布します。

●参考書
各回関連する文献を紹介します。

科 目 名 日本史

担 当 者 米田 裕

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期
第２学期

開講年次 １・２部２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
我が国の歴史の展開を通史をベースにして，政治，文化と伝統

の特色について理解を深めるが，細かな歴史事項ではなく，授業
ごとに基本的なテーマを設定し，できるだけ最新の研究成果を織
り込みながら，歴史の大きな流れを理解することをねらいとする。
（学習目標）
日本史の基本的な考え方，各時代の重要事項や最近の研究動向

などを理解し，授業実践の前提となる教材研究・教材づくりの力
量を高めることをめざし，教師としての基礎的資質を育成する。

●授業計画
第１回 ガイダンス 授業の進め方の確認 日本史学習の基礎

１ （歴史を学ぶことの意義，時代区分等）
第２回 日本史学習の基礎 ２ （紀年法・行政区分等）
第３回 日本文化の黎明と古代国家の形成
第４回 古代国家の推移と社会の変化
第５回 中世国家の形成
第６回 中世国家の展開
第７回 近世国家の形成
第８回 産業経済の発展と幕藩体制の変容
第９回 明治維新と立憲体制の成立
第10回 国際関係の推移と立憲国家の展開
第11回 近代産業の発展と近代文化
第12回 第一次世界大戦と日本の政治・経済・社会
第13回 第二次世界大戦と日本
第14回 現代の日本と社会
第15回 授業のまとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
次回の授業内容について，高校日本史の教科書の関連箇所を事

前に読んでおくこと。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
感想カード，小論文，定期試験の講評は授業内でコメントする。

●評価方法・基準
感想カードと小論文（60％），定期試験（40％）により評価する。

●履修上の留意点
教職を志望するものは，強い意欲と自覚を持ち，積極的な姿勢

で受講すること。

●教科書
高等学校⽛日本史Ｂ⽜の教科書。講義用レジュメはそのつど配

布する。

●参考書
講義時に適宜紹介する。
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科 目 名 西洋史

担 当 者 大場 崇代

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
歴史を学ぶということは単に過去を回顧することではなく，現

在をよく理解し未来に向かって正しい道筋をみつけようとするこ
とである。 今なお世界の政治や経済に影響を及ぼし続けている
西洋の歴史から私たちは何を学び得るだろうか。私たちの現在と
未来を視野に入れながら考えてみよう。
（学習目標）
西洋史を概観し，大まかな流れを把握することができる。全体

を通して現在の世界の状況を考えることができる。

●授業計画
第１回 古代ギリシア
第２回 古代ローマ
第３回 神聖ローマ帝国
第４回 キリスト教の影響
第５回 叙任権闘争
第６回 宗教改革
第７回 大航海時代
第８回 革命の時代① 産業革命，アメリカ独立革命
第９回 革命の時代② フランス革命
第10回 帝国主義
第11回 第一次世界大戦
第12回 戦間期
第13回 第二次世界大戦
第14回 冷戦
第15回 中東問題

●準備学習（予習・復習等）の内容
高等学校の⽝世界史⽞の教科書等によって基礎的な知識を補う。

主に教員採用試験レベルに焦点を合わせるので，毎日35分以上採
用試験頻出事項を確認することが望ましい。

●事後指導・フィードバック
試験の点数は本人に知らせます。

●評価方法・基準
２回の試験の総合点（100％）で評価するが，他に講義への参加

の度合いに対してはプラス点として評価する。

●履修上の留意点
講義の出席が３分の２を超えなければ試験を受けることは認め

ない。

●教科書
山川出版社⽝詳説 世界史⽞（高等学校の教科書）

●参考書
授業中に適宜紹介する。

科 目 名 東洋史

担 当 者 川口 琢司

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期
第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
⽛ヨコ⽜の世界史
毎回，一つの⽛時代⽜を取り上げる。まず，その⽛時代⽜のユー
ラシア大陸と周辺海域の大まかな歴史的特徴をつかまえる。続い
て，アジアで興亡した諸国家を取り上げ，それらの関係性に注目
する。また，民族の移動，文化の伝播，特定の人間集団の動向に
も注意を払いたい。こうして，アジア史の大きな流れをつかむの
がねらいである。なお，映像資料を用いた授業も予定している。
（学習目標）
将来，教壇に立つことを前提に，⽛世界史⽜を教えるうえで必要
な知識の修得を目標とする。アジアの大陸部とその周辺海域を舞
台とする歴史の⽛流れ⽜と文化の⽛広がり⽜を理解してもらう。

●授業計画
第１回 オリエンテーション：シラバスの確認と序論
第２回 １世紀～４世紀：東西交流の活発化
第３回 ４世紀～６世紀：第一次民族大移動
第４回 ６世紀～８世紀⑴：イスラームの成立と拡大
第５回 ６世紀～８世紀⑵：東アジア文化圏の形成
第６回 ９世紀～12世紀⑴：第二次民族大移動（東アジア）
第７回 ９世紀～12世紀⑵：第二次民族大移動（中央アジア，

西アジア，南アジア）
第８回 13世紀～14世紀：モンゴルによるユーラシアの一体化
第９回 14世紀～15世紀：ペストの大流行
第10回 15世紀～16世紀：大航海時代とイスラーム圏
第11回 16世紀～17世紀：ヨーロッパ勢力のアジア進出
第12回 17世紀～18世紀：ロシアと清の台頭
第13回 18世紀～19世紀：イギリスの覇権とロシアの南下
第14回 19世紀～20世紀：帝国主義と民族運動
第15回 まとめ

●準備学習（予習・復習等）の内容
高等学校の世界史教科書の関連箇所を読み，授業で扱う⽛時代⽜
のアジアとその周辺海域の状況を把握しておくこと。（予習・復
習各２時間）

●事後指導・フィードバック
レポートについては，採点後に返却し，授業内で総評を行う。

●評価方法・基準
定期試験（50％），レポート（30％），授業への参加態度（20％）
により評価する。なお，定期試験の受験資格は授業への出席回数
が授業回数の３分の２以上の者に与えるものとする。

●履修上の留意点
授業内容を教員採用試験レベルに合わせているため，高等学校
で⽛世界史⽜を履修していることが望ましいが，⽛世界史⽜を履修
しなかった場合も，高等学校の世界史教科書を読んだうえで履修
することが望ましい。毎回，授業後に感想や意見，疑問点などを
書いたリアクション・ペーパーを提出してもらい，次の授業で簡
単に答えることにする。ノートをしっかりとるなど，積極的な姿
勢で授業に臨んでほしい。なお，遅刻をくりかえしたり，出欠を
とったあとで理由もなく退出した者は，成績に深刻な影響をおよ
ぼすので注意すること。

●教科書
特になし。

●参考書
授業時に適宜紹介するが，全体を通して参考になるものを挙げ
ておく。
・⽛世界の歴史⽜編集委員会編⽝もういちど読む山川世界史⽞（山
川出版社，2009年）
・木村靖二他編⽝詳説世界史研究⽞（山川出版社，2017年）
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科 目 名 人文地理学

担 当 者 菊地 達夫

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
本科目では，中学校社会科地理的分野と高等学校地理歴史科地

理のうち，人文地理に関する内容を取り上げる。具体的には，場
所的差異や時間的変化といった地理的な見方や考え方の理解を，
産業，生活文化，観光，都市などの地理的主題を通じて深めても
らう。また，学習指導要領解説の人文地理に関する内容も確認す
る。
（学習目標）
１ 中学校と高等学校の人文地理に関する内容について理解で

きる。
２ 地理的主題を通じて，地理的な見方・考え方を理解できる。

●授業計画
第１回 オリエンテーション（授業のねらい，授業計画，評価

方法等）
第２回 地理的主題の在り方・考え方の理解
第３回 農業分布を通じた地理的な見方・考え方の理解（日本）
第４回 漁場（水産業）を通じた地理的な見方・考え方の理解

（日本）
第５回 資源・エネルギーを通じた地理的な見方・考え方の理

解（北海道）
第６回 工業立地を通じた地理的な見方・考え方の理解（日本）
第７回 文化遺産の分布を通じた地理的な見方・考え方の理解

（北海道）
第８回 生活文化（住居）を通じた地理的な見方・考え方の理

解（世界）
第９回 観光を通じた地理的な見方・考え方の理解（世界）
第10回 都市を通じた地理的な見方・考え方の理解（世界）
第11回 食料問題を通じた地理的な見方・考え方の理解（世界）
第12回 地球環境問題を通じた地理的な見方・考え方の理解（世

界）
第13回 人口問題を通じた地理的な見方・考え方の理解（北海

道）
第14回 人文地理に関する地理的な見方・考え方の整理と応用
第15回 人文地理に関する地理的な見方・考え方の確認・到達

度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
人文地理に関する内容は，日常生活やニュース・報道内容でよ

く取り上げられます。日常生活では，地理的事象に対して⽛なぜ，
その場所なのか⽜や⽛昔は，どうであったのか⽜など地理的な見
方・考え方を働かせること。また，ニュース・報道内容において，
地名が出てきたら，地図で位置を確認する習慣を身につけること。

●事後指導・フィードバック
課題等の結果は，返却の際，講評・補足解説を行う。

●評価方法・基準
最終試験（50％），作業課題（30％），授業への参加意欲（20％）

授業への参加意欲とは，講義内容についての発表・質問，自主的
な調べ学習の提出，受講態度を指します。

●履修上の留意点
本科目は，中高地理の内容に役立つことを目指しています。そ

のため，単なる地理的知識の理解に留まらず，地理的な指導技術
を意識できるようにして下さい。適宜，関係する公開授業の案内
も行う。

●教科書
講義内容に応じて，関係資料を配付致します。

●参考書
竹中克行編⽝人文地理学への招待⽞ミネルヴァ書房
地理教育研究会編⽝授業のための日本地理⽞古今書院
地理教育研究会編⽝授業のための世界地理⽞古今書院
山口幸夫他偏⽝地理教育のカリキュラムの創造⽞古今書院
日本地理教育学会編⽝地理教育用語技能事典⽞帝国書院
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科 目 名 自然地理学

担 当 者 菊地 達夫

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期
第２学期

開講年次 ２年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
本科目では，中学校社会科地理的分野と高等学校地理歴史科地

理のうち，自然地理に関する内容を取り上げる。具体的には，場
所的差異や時間的変化といった地理的な見方や考え方の理解を，
山地，河川，平地，湖沼，海岸などの地理的主題を通じて深めて
もらう。また，学習指導要領解説の自然地理に関する内容も確認
する。
（学習目標）
１ 中学校と高等学校の自然地理に関する内容について理解で

きる。
２ 地理的主題を通じて，地理的な見方・考え方を理解できる。

●授業計画
第１回 オリエンテーション（授業のねらい，授業計画，評価

方法等）
第２回 自然地理的事象の対象
第３回 地図を活用した地理的な見方・考え方
第４回 景観写真を活用した地理的な見方・考え方
第５回 山地地形の特色
第６回 河川地形の特色
第７回 森林植生の特色
第８回 平地の特色
第９回 湖沼の特色
第10回 海岸地形の特色
第11回 積雪の地域構造
第12回 氷河地形の特色
第13回 自然災害（火山噴火ほか）の内容
第14回 自然地理に関する地理的な見方・考え方の整理と応用
第15回 自然地理に関する地理的な見方・考え方の確認・到達

度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
自然地理に関する内容は，日常生活やニュース・報道内容でよ

く取り上げられます。日常生活では，地理的事象に対して⽛なぜ，
その場所にあるのか⽜や⽛昔は，どうであったのか⽜など地理的
な見方・考え方を働かせること。また，ニュース・報道内容にお
いて，地名が出てきたら，地図で位置を確認する習慣を身につけ
ること。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
課題等の結果は，返却の際，講評・補足解説を行う。

●評価方法・基準
最終試験（50％），作業課題（30％），授業への参加意欲（20％）

授業への参加意欲とは，講義内容についての発表・質問，自主的
な調べ学習の提出，受講態度を指します。

●履修上の留意点
本科目は，中高地理の内容に役立つことを目指しています。そ

のため，単なる地理的知識の理解に留まらず，地理的な指導技術
を意識できるようにして下さい。適宜，関係する公開授業の案内
も行う。

●教科書
講義内容に応じて，関係資料を配付致します。

●参考書
杉谷隆ほか⽝風景の中の自然地理⽞古今書院
中村和郎ほか編⽝日本総論Ⅰ（自然編）⽞朝倉書店
山口幸夫他偏⽝地理教育のカリキュラムの創造⽞古今書院
日本地理教育学会編⽝地理教育用語技能事典⽞帝国書院

科 目 名 職業指導（商業）

担 当 者 吉本 満

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
学校から職業への移行プロセスに問題を抱える若者が増え，社
会問題となっている。生徒一人一人が⽛生きる力⽜を身につけ，
明確な目的意識をもって日々の学校生活に取り組み，主体的に自
己の進路を選択・決定できる能力を高めること。そして，しっか
りと勤労観・職業観を形成し，激しい社会の変化の中で将来直面
するであろう様々な課題に，適切に対応する社会人・職業人の育
成が求められている。そのためのキャリア教育の充実は喫緊の課
題であり，その指導内容や指導方法を学び，今後の教職生活で活
かすことをねらいとする。
（学習目標）
１．高等学校におけるキャリア教育全般を学び，その意義と必
要性を認識して，概要を説明することができる。

２．キャリア教育と進路指導・職業教育との関わりを理解し，
その繋がりを説明することができる。

３．高等学校における進路指導の状況を理解し，望ましい進路
指導の在り方について述べることができる。

●授業計画
第１回 ガイダンス，北海道高校教育の現状，職業指導の歴史

と変遷について
第２回 キャリア教育の必要性と意義について
第３回 キャリア教育と学習指導要領について
第４回 キャリア教育と職業教育（商業教育）について
第５回 キャリア教育と進路指導（職業指導）について
第６回 学科に応じたキャリア教育について
第７回 キャリア教育推進の校内組織と計画について
第８回 教科・特別活動等の年間指導計画について
第９回 高校におけるキャリア教育の実践について
第10回 学校・家庭・地域の連携（パートナーシップ）につい

て
第11回 効果的なインターンシップ（就業体験）について
第12回 特別活動における進路指導（特別活動全般・ホームルー

ム等）について
第13回 PDCAサイクルによるキャリア教育の評価について
第14回 生徒理解のためのカウンセリングマインドとガイダン

ス機能について
第15回 キャリア教育の課題と今後の展望，まとめ（ディスカッ

ション），課題レポート提出と要旨発表

●準備学習（予習・復習等）の内容
毎回，ミニレポート提出を課すので，事前に教科書（単元）の
内容に目を通しておくこと。（予習・復習各２時間）

●事後指導・フィードバック
ミニレポート結果は次回授業，課題レポートは最終授業の要旨
発表内でコメントする。

●評価方法・基準
課題レポート（30％），各種演習・ミニレポート（50％），講義・
討議参加状況（20％）等により，総合的に評価する。出席率が70％
を下回った場合は，単位認定しない。

●履修上の留意点
高等学校の教科⽛商業⽜教員免許取得に必修な科目であり，積
極的に受講すること。

●教科書
高等学校キャリア教育の手引き（文部科学省）教育出版

●参考書
現・新高等学校学習指導要領解説（商業編）（特別活動編）文部
科学省
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科 目 名 職業指導（工業）

担 当 者 伊藤 茂樹

単 位 数 ２ 開 講 期 第１学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
進学や就職は，人生をを左右する一生の大事である。その際に
必要なことは，産業構造・就業構造の変化や，社会の要請を的確
に察知し，必要とされる知識・技能や勤労観・職業観をしっかり
と身に付け，将来の基盤を築き，自立して生きていくことができ
るようになることが求められている。
本講義では，日本社会の変化と職業の大きな改革，キャリア開
発の中核としての職業指導に焦点を当て，小学校から大学までの
キャリア開発・キャリア教育の実践について検討していく。
このため，職業指導を学ぶ者や，仕事と将来について考えたい
者，学校において進路指導に携わる者として必要な職業指導・進
路指導・キャリア教育のための基礎理論を学び，職業をめぐる諸
問題や教育の現状・課題・展望について具体的に考察する。
（学習目標）
１ 進路指導・キャリア教育の基本事項を理解し，現場でどの
ように取り組んでいればよいかを考えることができる。

２ 学校における職業教育の現状や課題を理解し，今後の職業
教育の在り方や展望について考えることができる。

３ 職業に関する基礎知識を理解し，職業と適正・職業と学問
との関係・職業資格・就職活動等について知ることができ
る。

●授業計画
第１回 オリオンテーション・キャリアガイダンス
第２回 職業の語義と種類 産業構造の変化と職業
第３回 組織社会の職業の特質
第４回 キャリア開発と職業指導
第５回 職業指導の指導領域
第６回 職業適性とその分類 職業的適性に関する検査及び留

意点
第７回 学校から仕事へのキャリア支援１ キャリア開発と

支援 小学校・中学校
第８回 学校から仕事へのキャリア支援２ キャリア開発と

支援 高等学校
第９回 学校から仕事へのキャリア支援３ 専門学校
第10回 学校から仕事へのキャリア支援４ 大学
第11回 大学卒業後のキャリア開発と支援
第12回 雇用に関する権利と義務
第13回 ヨーロッパのキャリア教育・支援
第14回 アメリカのキャリア開発・支援
第15回 まとめ 到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習）次回のテキストの通読と用語の確認をする。（２時間程
度）
（復習）講義の理解できた箇所，理解が不十分箇所を明確にし，
次の講義で解決ができるよう準備する。（２時間程度）

●事後指導・フィードバック
定期試験結果とその講評を掲示板にて公表する。

●評価方法・基準
定期試験（60％），課題（20％），受講態度（10％），学習意欲（10％）
で評価する。

●履修上の留意点
強い関心と意欲を持ち，積極的な態度で受講すること。

●教科書
⽛新時代のキャリア教育と職業指導⽜ 法律文化社 2,200円
＋ 税

●参考書
吉田辰雄 著 ⽛進路指導・キャリア教育の理論と実践⽜ 日本
文化科学社 2,400円 ＋ 税

科 目 名 情報と職業

担 当 者 伊藤 茂樹

単 位 数 ２ 開 講 期 第２学期

開講年次 １年 教職

●授業のねらい
（授業のテーマ）
高度情報化社会にあっては，大量の情報から的確に情報を選択

し，それをよりよく活用できる情報処理能力が強く求められてい
る。
本講義では，高等学校において，情報教育に携わる者として必

要な，情報化社会の現状や科学技術の発展等を学習するとともに，
それらに柔軟かつ的確に対応できる資質・能力の向上を目指す。
また，高等学校から社会生活へ，よりよく移行させるための職

業指導・進路指導・キャリア教育の基本や，職業に関する様々な
問題について明らかにする。
（学習目標）
１ 情報化社会や IT革命についての現状や課題を理解し，ど

のように情報教育を進めたらよいか考えることができる。
２ 学校における進路指導・キャリア教育の現状や課題を理解

し，どのように取り組んでいけば良いかを考えることがで
きる。

●授業計画
第１回 オリエンテーション
第２回 高等学校における情報教育
第３回 ⽛情報と職業⽜の意義
第４回 情報化社会の発達
第５回 情報化社会の将来展望
第６回 情報化社会における職種と職務
第７回 情報化社会と資格
第８回 情報化社会における職業観・職業意識の変遷
第９回 情報化社会と職業指導・進路指導・キャリア教育の歴

史的変遷
第10回 進路指導・キャリア教育の理念と性格
第11回 キャリア教育の計画と実践
第12回 産業界・労働界における職業指導とキャリア・ガイダ

ンス
第13回 情報セキュリティー・情報モラル
第14回 情報化社会において求められる人材像
第15回 まとめ 到達度チェック

●準備学習（予習・復習等）の内容
（予習） 次回の授業用レジュメを通読と確認をすること。（２
時間程度）
（復習） 講義の理解・不十分の箇所を明確にし，次の講義の準
備をしておくこと。（２時間程度）

●事後指導・フィードバック
定期試験結果とその講評を掲示板にて公表する。

●評価方法・基準
定期試験（60％）・課題（20％）・受講態度（10％）・学習意欲（10％）

●履修上の留意点
教職を目指す者として強い意欲を持ち，積極的な態度で受講す

ること。

●教科書
特に使用しない。
毎回レジュメを配付する。

●参考書
文部科学省⽛高等学校学習指導要領解説 工業編⽜
文部科学省⽛高等学校学習指導要領解説 情報編⽜
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北海学園大学における⽛教員の免許状授与の所要資格を得させるための課程認定⽜の経過
昭和29年10月26日 校大第 354 号 北海学園大学第⚑部と第⚒部の正規の課程並びに聴講生の課程に中学校教諭一級普通免許状

（社会）（職業），高等学校教諭二級普通免許状（社会）（商業）の認定を得る。
(認定の適用時期：昭和 29 年⚔月⚑日)

昭和29年10月30日 校大第 412 号 北海短期大学第⚒部に，中学校教諭二級普通免許状（職業）と高等学校助教諭免許状（商業）
課程の認定を得る。 (認定の適用時期：昭和 29 年⚔月⚑日)

昭和40年⚒月16日 文大教第 18 の 30 号 北海学園大学法学部⚑部法律学科，⚒部法律学科に中学校教諭一級普通免許状（社会）
と高等学校教諭二級普通免許状（社会）の正規の課程認定を得る。 (認定の適用時期：昭和 40 年⚔月⚑日)

昭和41年⚓月⚕日 文大教第 294 の 39 号 北海学園大学経済学部⚑部経営学科，⚒部経営学科に中学校教諭一級普通免許状（社
会）（職業）と高等学校教諭二級普通免許状（社会）（商業）の正規の課程認定を得る。

(認定の適用時期：昭和 41 年⚔月⚑日)

昭和45年⚒月13日 文大教第 172 号 北海学園大学大学院経済学研究科経済政策専攻修士課程に高等学校教諭一級普通免許状
（社会）の課程認定を得る。 (認定の適用時期：昭和 45 年⚔月⚑日)

昭和61年⚓月31日 文教教第 40 号 北海学園大学大学院法学研究科法律学専攻修士課程に高等学校教諭一級普通免許状（社会）
の課程認定を得る。 (認定の適用時期：昭和 61 年⚔月⚑日)

平成⚒年⚓月26日 文教教第 40 号 北海学園大学経済学部⚑部経済学科・経営学科，⚒部経済学科・経営学科に中学校教諭一種
免許状（社会）と高等学校教諭一種免許状（社会）。法学部⚑部法律学科，⚒部法律学科に中学校教諭一種免
許状（社会）の課程認定を得る。
教育職員免許法の一部改正により中学校一級，高等学校二級免許状が中学校教諭一種，高等学校教諭一種免
許状となる。 (認定の適用時期：平成⚒年⚔月⚑日)

平成⚓年⚒月27日 文教教第 40 号 北海学園大学経済学部⚑部経済学科・経営学科，⚒部経済学科・経営学科に高等学校教諭一
種免許状（地理歴史）（公民）の課程認定を得る。法学部⚑部法律学科，⚒部法律学科に高等学校教諭一種免
許状（地理歴史）（公民）の課程認定を得る。教育職員免許法改正により免許教科が（社会）から（地理歴史）
と（公民）になる。 (認定の適用時期：平成⚒年⚔月⚑日)

平成⚓年⚓月25日 文教教第 40 号 北海学園大学大学院経済学研究科経済政策専攻と法学研究科法律学専攻の修士課程に中学
校教諭専修免許状（社会）の課程認定を得る。 (認定の適用時期：平成⚒年⚔月⚑日)

平成⚖年⚓月⚙日 文教教第 40 号 北海学園大学人文学部⚑・⚒部日本文化学科に中学校教諭一種免許状（国語），高等学校教
諭一種免許状（国語），人文学部⚑・⚒部英米文化学科に中学校教諭一種免許状（英語），高等学校教諭一種
免許状（英語）。工学部土木工学科・建築学科に中学校教諭一種免許状（数学），高等学校教諭一種免許状（数
学）（工業）。工学部電子情報工学科に中学校教諭一種免許状（数学），高等学校教諭一種免許状（数学）の課
程認定を得る。 (認定の適用時期：平成⚖年⚔月⚑日)

平成⚖年⚓月⚙日 文教教第 40 号 北海学園大学大学院法学研究科法律学専攻修士課程に高等学校教諭専修免許状（公民）の課
程認定を得る。 (認定の適用時期：平成⚖年⚔月⚑日)

平成⚖年⚓月16日 文教教第 40 号 北海学園大学大学院経済学研究科経済政策専攻修士課程に中学校教諭専修免許状（社会），
高等学校教諭専修免許状（地理歴史）（公民）（商業）の課程認定を得る。
工学研究科建設工学専攻に高等学校教諭専修免許状（工業）を，電子情報工学専攻に中学校教諭専修免許状
（数学），高等学校教諭専修免許状（数学）の課程認定を得る。 (認定の適用時期：平成⚖年⚔月⚑日)

平成11年⚓月19日 文教教第 40 号 北海学園大学大学院文学研究科日本文化専攻修士課程に，中学校教諭専修免許状（国語），
高等学校教諭専修免許状（国語）の課程認定を得る。 （認定の適用時期：平成 11 年⚔月⚑日)

平成11年⚓月19日 文教教第 40 号 北海学園大学経済学部⚑部経済学科・経営学科，⚒部経済学科・経営学科に中学校教諭一種
免許状（社会），高等学校教諭一種免許状（地理歴史）（公民）（商業）。法学部⚑・⚒部法律学科・政治学科
に中学校教諭一種免許状（社会），高等学校教諭一種免許状（地理歴史）（公民）。人文学部⚑・⚒部日本文化
学科に中学校教諭一種免許状（国語），高等学校教諭一種免許状（国語）。人文学部⚑・⚒部英米文化学科に
中学校教諭一種免許状（英語），高等学校教諭一種免許状（英語）。工学部土木工学科・建築学科に中学校教
諭一種免許状（数学），高等学校教諭一種免許状（数学）（工業）。工学部電子情報工学科に中学校教諭一種免
許状（数学），高等学校教諭一種免許状（数学）の課程認定を得る。
教育職員免許法の一部改正に伴う再課程申請による課程認定を得る。

（認定の適用時期：平成 11 年⚔月⚑日)

平成12年⚒月16日 文教教第 40 号 北海学園大学大学院経営学研究科経営学専攻修士課程に，高等学校教諭専修免許状（商業）
の課程認定を得る。 (認定の適用時期：平成 12 年⚔月⚑日)

平成14年⚓月11日 13 文科初第 1015 号 北海学園大学工学部電子情報工学科に中学校教諭一種（数学），高等学校教諭一種（数
学）（情報）の課程認定を得る。 （認定の適用時期：平成 14 年⚔月⚑日)

平成15年⚓月⚕日 14 文科初第 1156 号 北海学園大学大学院法学研究科政治学専攻に中学校教諭専修免許状（社会），高等学校
教諭専修免許状（公民）。文学研究科英米文化専攻に中学校教諭専修免許状（英語），高等学校教諭専修免許
状（英語）の認可を得る。 （認定の適用時期：平成 14 年⚔月⚑日)
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平成15年⚓月⚕日 14 文科初第 1156 号 北海学園大学経済学部⚑部地域経済学科，⚒部地域経済学科に中学校教諭一種免許状
（社会），高等学校教諭一種免許状（地理歴史）（公民）。経営学部⚑部経営学科に高等学校教諭一種免許状（公
民）（商業）。経営学部⚑部経営情報学科に高等学校教諭一種免許状（商業）（情報）。経営学部⚒部経営学科
に高等学校教諭一種免許状（商業）（情報）の課程認定を得る。 （認定の適用時期：平成 15 年⚔月⚑日)

平成17年⚓月29日 16 文科初第 1266 号 北海学園大学人文学部⚑部日本文化学科，⚒部日本文化学科に中学校教諭一種免許状
（国語），高等学校教諭一種免許状（国語）（地理歴史）の課程認定を得る。

（認定の適用時期：平成 17 年⚔月⚑日)

平成18年⚓月13日 17 文科初第 1082 号 北海学園大学大学院文学研究科日本文化専攻修士課程に，中学校教諭専修免許状（国
語），高等学校教諭専修免許状（国語）（地理歴史）の課程認定を得る。

（認定の適用時期：平成 18 年⚔月⚑日)

平成19年12月25日 19 文科初第 1066 号 北海学園大学経営学部⚑部経営学科，⚒部経営学科に中学校教諭一種免許状（社会）の
課程認定を得る。 （認定の適用時期：平成 20 年⚔月⚑日)

平成20年12月24日 20 文科初第 1182 号 北海学園大学人文学部⚑部英米文化学科，⚒部英米文化学科に高等学校教諭一種免許
状（地理歴史）の課程認定を得る。 （認定の適用時期：平成 21 年⚔月⚑日)

平成22年⚑月25日 21 文科初第 553 号 北海学園大学大学院文学研究科英米文化専攻修士課程に，高等学校教諭専修免許状（地
理歴史）の課程認定を得る。 （認定の適用時期：平成 22 年⚔月⚑日)

平成24年⚒月15日 23 文科初第 1568 号 北海学園大学工学部生命工学科に中学校教諭一種免許状（理科），高等学校教諭一種免
許状（理科）の課程認定を得る。 （認定の適用時期：平成 24 年⚔月⚑日)

平成31年⚑月25日 30 文科教第 366 号 北海学園大学経済学部⚑部・⚒部経済学科に中学校教諭一種免許状（社会），高等学校教
諭一種免許状（地理歴史）（公民）（商業）。経済学部⚑部・⚒部地域経済学科に中学校教諭一種免許状（社会），
高等学校教諭一種免許状（地理歴史）（公民）。経営学部⚑部経営学科に中学校教諭一種免許状（社会），高等
学校教諭一種免許状（公民）（商業）。経営学部⚑部経営情報学科に高等学校教諭一種免許状（商業）（情報）。
経営学部⚒部経営学科に中学校教諭一種免許状（社会），高等学校教諭一種免許状（商業）（情報）。法学部⚑・
⚒部法律学科・政治学科に中学校教諭一種免許状（社会），高等学校教諭一種免許状（地理歴史）（公民）。人
文学部⚑・⚒部日本文化学科に中学校教諭一種免許状（国語），高等学校教諭一種免許状（国語）（地理歴史）。
人文学部⚑・⚒部英米文化学科に中学校教諭一種免許状（英語），高等学校教諭一種免許状（英語）（地理歴
史）。工学部社会環境工学科・建築学科に中学校教諭一種免許状（数学），高等学校教諭一種免許状（数学）
（工業）。工学部電子情報工学科に中学校教諭一種免許状（数学），高等学校教諭一種免許状（数学）（情報）。
工学部生命工学科に中学校教諭一種免許状（理科），高等学校教諭一種免許状（理科）の課程認定を得る。
教育職員免許法の一部改正に伴う再課程認定申請による課程認定を得る。

（認定の適用時期：平成 31 年⚔月⚑日)

平成31年⚑月25日 30 文科教第 366 号 北海学園大学大学院経済学研究科経済政策専攻修士課程に中学校教諭専修免許状（社
会），高等学校教諭専修免許状（地理歴史）（公民）（商業）。経営学研究科経営学専攻修士課程に高等学校教
諭専修免許状（商業）。法学研究科法律学専攻・政治学専攻修士課程に中学校教諭専修免許状（社会），高等
学校教諭専修免許状（公民）。文学研究科日本文化専攻修士課程に中学校教諭専修免許状（国語），高等学校
教諭専修免許状（国語）（地理歴史）。文学研究科英米文化専攻修士課程に中学校教諭専修免許状（英語），高
等学校教諭専修免許状（英語）（地理歴史）。工学研究科建設工学専攻修士課程に高等学校教諭専修免許状（工
業）の課程認定を得る。
教育職員免許法の一部改正に伴う再課程認定申請による課程認定を得る。

（認定の適用時期：平成 31 年⚔月⚑日)
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2020 年度 教職課程科目担当非常勤講師 業績一覧
(五十音順)

講師氏名 取得学位 主な業績（1点）

荒 木 美智雄 経済学士
⽛希望説⽜⽛閉塞感説⽜対⽛覚悟説⽜の相克
─謎解き⽝セメント樽の中の手紙⽞実践─
（数研国語通信⽝つれづれ⽞第 34 号 2018 年）

石 塚 誠 之
修士（教育学），
修士（心身障害
学）

Automaticity of Number Processing in Children With Mathematical
Difficulties: Distance Effect on a Number Comparison Task
(ISHIZUKA Masayuki, OKAZAKI Shinji, MAEKAWA Hisao The Japanese
Journal of Special Education 47(6) 443-455, 2010)

伊 藤 茂 樹 理学士，工学士

・⽛本学教職課程履修者のキャリア意識の形成について─ その⚑～その
⚔⽜
（北海学園大学 教職課程年報 第⚗，⚘，⚙，10，11 号【分担執筆】）
・⽛数学科教育法に関する基礎的研究 その⚒ ─北海道の工業高等学校に
おける数学教育の現状と課題─⽜
（北海学園大学教職課程年報 第⚖号，平成 26 年⚓月）

春 日 秀 夫 教育学士
⽛ジョビラーベの改良装置⽝ジョビタ⽞を使った授業～木星衛星の配置を予
測し，ガリレオガリレイの思考を体験する～⽜
（⽝北海道札幌清田高等学校研究紀要⽞第 39 号）

川 俣 智 路 修士（教育学）
⽛子どもの攻撃性と学級崩壊⽜
（卯月研次，後藤智子 編著⽝心とふれあう教育相談⽞北樹出版【分担執筆】）

菊 地 達 夫 修士（地理学）
⽛中学校社会科における地理巡検の有り方と工夫・改善─北海道遺産⽛札幌
軟石⽜の教材活用を通じて─⽜
（北方圏学術情報センター年報 Vol. 11 2019）

日下部 憲 一 理学士
⽛家庭教育学級と進める命の授業⽜
（上廣倫理財団⽝第 18 回上廣道徳教育賞 受賞論文集⽞）

近 藤 健一郎 博士（教育学）
⽛近代沖縄における教育と国民統合⽜
（北海道大学出版会）

荘 司 信 一 経済学士
⽛高等学校教育課程編成の手引き⽜
（北海道教育委員会，公民科に係る内容を分担執筆【平成⚙～11 年度】）

鈴 木 康 裕 教育学士 ⽛心のノート⽜（文部科学省 改善執筆委員 共著）

髙 橋 秀 幸 修士（教育学）
⽛インターンシップと販売実習に関する比較研究─商業高校の在校生調査か
ら─⽜
（日本インターンシップ学会⽝インターンシップ研究年報⽞第 16 号）

中 川 彰 文学士
⽛憲法制定の授業（高校編）⽜
（北海道歴史教育者協議会発行⽝北海道歴史教室⽞第 182 号）

山 下 薫 体育学士

・⽛豊かな心を育む教育の推進⽜
（北海道高等学校長協会⽝調査研究 生徒指導委員会研究集録⽞【分担執筆】)
・⽛先人に学ぶ 中学校道徳学習指導略案集⽜
（北海道人格教育協議会 道徳教材作成委員会 2017 年⚗月【分担執筆】）

米 田 裕 文学修士

・⽛地域社会の歴史と文化の学習について＝郷土研究部の活動を授業に取り
入れた試み⽜
（⽝北海道高等学校教育研究会研究紀要 第 26 号⽞）
・⽝松前町史 通説編 第 2巻⽞（共著 松前町）

吉 本 満 経済学士
⽛マルチメディア社会に対応した情報処理教育⽜
（⽝北海道高等学校教育研究会研究紀要⽞第 35 号）

※本学所属の専任教員の業績については，北海学園大学ホームページ（https://www.hgu.jp/guide/information/）を参
照してください。
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